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    　プロローグ


    



    　そこは戦場だった。


    　夜の帳とばりが落ち、静せい謐ひつに包まれたビル群の一角。鉄筋が敷き詰められた建設現場で、銃声が轟とどろいていた。


    　火花が散る。事故防止用の幌ほろが、鉄筋を巻き込みながら中空へと吹き飛ばされ、地面に激突する。舞う粉ふん塵じんの中は鉄てつ屑くずと人の死体が交ざっていた。


    　黒一色に身を包む人間たちは、闇夜に潜ひそみながら、銃を持って互いの命を刈り取る。人知れず行われる凄せい惨さんな戦いを、当事者たち以外に知る者はいない。


    　たった一人を除いて。


    



    　女は工事現場の脇に建つビルの屋上に座り、眼下の戦場をじっと眺めていた。


    　鉄柵を越え縁に腰掛け空中に足を投げ出し、微動だにせず人の殺し合いを見続ける。


    　その頭部から生はえた獣の耳は、戦場の音を聞き漏らさんと、絶えず動き続けていた。


    　戦場に異変が生じる。一台の車両が建設現場に突入し、人影が飛び出してきた。


    　──適応者だ！


    　黒い装備に身を包んだ男の一人が、警戒心を滲にじませ叫ぶ。


    　女はピクリと頬ほおを動かし、戦場に出現した「適応者」に目を向ける。


    　そこには、青の衣に身を包んだ仮面の女がいた。「適応者」は怯ひるむ黒服たちに向かい、突撃していく。


    　それを見て、屋上に座っていた女は、ゆっくりと立ち上がって呟つぶやく。


    「……今回もハズレ」


    　来なかった。今日もまた。胸中で、焦あせりと怒りが広がる。


    　女は、たった一人の人間を探し求め彷徨さまよっていた。


    　だが、邂かい逅こうの気配は微み塵じんも感じられない。


    　この地に呼び出されて既に二度の冬を越そうとしているが、何一つ状況は変わらなかった。


    （どうすればいい？　もう、時間は……）


    　女は空を見上げる。曇天は暗く、心にのし掛かる。


    　彼女は使命のためだけに生まれてきた。自ら望んだわけではなく、押しつけられた運命に葛かつ藤とうも抱いだいているが、それが自身の価値であることは重々承知している。


    　その使命を成し遂げられないのでは、一体何のために産み落とされたのか、わからない。


    　空を見上げたままの女の目に、じわりと涙が溜たまる。このまま誰にも認められず終わってしまうのかと考えると、心が荒すさむ。そうでなくとも、二年間の誰とも喋しやべらない孤独な時間が、彼女の心をすり減らしていた。


    　女はため息を吐つき、袖そでで涙を拭ぬぐってから、再び工事現場を見下ろす。


    　激戦で紡つむがれていた音は、止やんでいた。


    　戦闘は終結し、ただ一人立っているのは仮面の「適応者」。


    　その目の前には、中空に漂う半透明の鉱石。


    　屋上に立つ女は無感動にその光景を眺めた後、踵きびすを返し跳躍する。


    



    　彼女に託された使命。それは、世界と世界を繋つなぐ「扉」を破壊し、争乱を排除すること。


    　だが、遂行のために与えられた時間は、残り僅わずかしかない。


    　焦あせりと不安が、彼女を追い込んでいく。


    　それでも、心中に唯一つ存在する希望が、彼女を突き動かしていた。


    　使命を全まつとうすれば、あるいは自分の価値をもっと高く評価してもらえるかもしれない。


    　家族として迎え入れてもらえるかもしれない。あの、見向きもしてくれなかった、父親に。


    　その希望を胸に抱き、女は前を向く。涙を心の底に隠して。


    　自らの運命を変えるため、そのために今も女は、契約者を探し求める。

  


  
    



    　第一章　邂逅


    



    　夕日が沈みかけ、茜あかね色いろの光がバスの中を照らす。


    　御み厨くりやタクトは、入院している妹を見舞った帰りだった。


    　彼はバスの一番前の席に座り、本を凝視していた。だが、内容を読めているわけではない。


    　ページを開けば今にも千ち切ぎれそうなほど劣化しているその本は、日本語ではない意味不明な記号が羅列され、言葉なのか文字なのかすら読み取れない。


    　しかしタクトにはどうしても、その本の内容を知らなければいけない理由があった。


    　この本は、もともと彼の父親の物だが、父親は姿を消したまま連絡は取れず、そのため彼自身の手でなんとか解読を進めていくしかない状況にある。


    　だが、本を発見して二年もの間、タクトが理解できた箇所はまったくなかった。


    （……どうすりゃいいんだよ、これ）


    　心中で何度繰り返したかわからない苛いら立だちを吐くと、後ろの座席から漏れてきた話し声が、タクトの耳に入った。


    「また出たんですの、眠り姫症候群」


    「そうなのよ、主人の同僚の奥さんですって。気の毒にねぇ」


    「今年に入って毎月のように聞きますけど、怖いですわ私。ほんとどうなってるのかしら」


    　どうやら主婦二人の世間話で、内容は、日本を騒がせている昏こん睡すい事件のことだった。


    　俗に眠り姫症候群と呼ばれるその病は、ある日突然に意識を失いそのまま昏睡状態が続くというものだ。二年前から発症例が確認されているが、患者の中で目覚めた者は、今までただの一人もいない。


    　病の原因は今もまだ特定されてはおらず、体の一部に大きな痣あざが出ることから伝染病の一種なのではとも噂うわさされている。当然に、治療法は確立されておらず、得体の知れない不気味さは人々の恐怖を煽あおっていた。


    　主婦たちの話を聞いていたタクトは、しかめ面をする。


    　彼の妹もまた、その奇病に冒おかされた患者であり、決して他ひ人と事ごとの話ではなかった。


    　そして、本の内容を解読しようとする理由は、まさにその妹を救いたいがためだ。


    　タクトは自宅にあった書庫で、父親の手記を見つけた。そこで彼は、自分の家系や父親の残した古い書物などが、昏睡事件と関わりがあることを知る。だが、その関連性以上のことは記されておらず、詳細を把握することができなかった。


    　そのため、父親の残した古い書物にこそ、昏睡事件の正体が記載されているのではと考え、必死に解読しようとしているのだ。


    　疲労感を滲にじませていた彼は、世間話を聞いていても気分が滅め入いるだけだと、耳を塞ふさぐイヤホンを取るためパーカのポケットに手を入れた。


    　イヤホンを取り出したとき、中にあった別の物が床に落ちる。


    「あっ……」


    　タクトはそれをすぐ拾う。


    　そして、掌てのひらの中に収まったものをじっと見つめた。


    　ペンダント型に装飾が施ほどこされた、赤い宝石。何の変哲もないアクセサリーに見える。


    　これも、父親の所有物、なのだろう。だが古い書物とは違い、その発見は彼の体にある異変を引き起こした。


    　未いまだに、この宝石が何なのかタクトは知らないままだが、何か別種の重要さを秘めているような気がして、毎日持ち歩くようにしていた。


    　タクトはため息を吐つき、赤い宝石をポケットにしまい込む。


    　そのとき、走行するバスの真正面にいきなり男が飛び出した。


    　運転手が咄とつ嗟さにブレーキを強く踏む。


    「うおっ──」


    　急ブレーキの金切り音と共にタクトは前のめりになり、慌てて支えに掴つかまる。彼の背後の乗客たちも動揺の声を上げていた。


    　何があったのかと、タクトを含めた乗客が運転席を見る。運転手は慌てた様子でドアを開ける。


    「何だあんた！　いきなり飛び出して──」


    　その瞬間に、転がり込むような勢いで男が車内に入ってくる。


    「た、助けてくれっ！」


    　無ぶ精しよう髭ひげを生はやした男は作業着姿で、しかも煤すすで真っ黒に汚れていた。


    　男は運転手の襟えり首くびをいきなり掴つかんだ。


    「頼む！　すぐに車を出して！　ここにいたら巻き込まれるっ！」


    　あまりの狼ろう狽ばいぶりを見て、タクトが困惑した、そのとき。


    　爆発音が鼓膜を揺るがした。


    　襲いくる振動に驚きよう愕がくして、窓の外に目を向ける。


    　バスは工業団地前に停車する。通りには無骨な工場が多く立ち並んでいるが、その一角にある工場から黒い煙が轟ごう々ごうと立ち上っていた。


    「早くしてくれ！　死にたくない！」


    　目の前で慌てふためく男に、タクトは奇妙なものを感じる。


    　状況から考えるとあの工場から逃げてきたようだが、まるで誰かに追われているような様子だ。


    「何があったんですか？」


    　思わず身を乗り出してタクトが聞くと、男は振り向き目を剥むきながら答える。


    「や、奴らがいきなり、じおぐらむを探せって叫びながら銃を撃ってきて……もう何が何だか、俺にもわからねぇんだよ！」


    　男の説明に、運転手も客も全員が言葉を失った。


    　あまりにも突飛で理解し難い言葉だった。


    　その中でただ一人、タクトだけが別の意味で言葉を失っていた。


    　──じおぐらむ……ジオ・グラム？


    　男が言った単語が、脳のう髄ずいに電流を走らせた。


    　──ジオ・グラムって、親父の手記に書いてあったよな……？


    　タクトの心臓が高鳴る。確かに父親の残した手記に記されていた。その単語は、昏こん睡すい現象に何らか関わっている可能性を持っている。だが、様々な書物を調べてもそのような単語は見当たらず、それが物質なのか現象なのかすら彼は判別できていない。


    　そして、その意味不明な単語が、日常で口にされる類たぐいのものでないことを理解している。


    　二年間ついぞ欠片かけらすら掴めなかった、妹を救うための手がかり。そこに至るためのきっかけが、タクトのすぐそばで転がっていた。


    　彼は衝動に突き動かされた。


    　タクトは一人立ち上がると、震ふるえる男の脇を抜けてバスから飛び降りる。


    　背後から呼び止める声がかかったが、無視した。


    　バスの後ろで車が何台かクラクションを鳴らし、周辺には野次馬が集まっていたが、誰も工場に近寄ろうとはしない。ただ一人、タクトだけがそこに向かって走っていた。


    　手がかりが掴つかめるかもしれない。その心こころ許もとない感触だけで向かうには十分だった。


    　作業員の言葉から何やら危険な存在がいるのは間違いないだろうが、タクトには対処する術すべがある。


    　彼の体に発現した、ある能力。


    　自分の身を守ることぐらいはできるだろうという、計算があったのだ。


    



    　周囲の工場から従業員が避難していく。その流れと逆走する形でタクトは黒煙を吐き出す工場に近づいていく。幸いというべきか、まだ警察は到着しておらず彼を止める人間はいない。


    　藤ふじ橋はし樹脂加工所、という看板が掲げられた大きな門を通りぬけ、敷地内道路の端を身を低くしながら走る。窓ガラスが割れた工場からは炎が吹き出し、近づくだけでもその熱気がタクトの肌を炙あぶった。


    　視界を汚す黒煙の中を走り、敷地のいちばん奥まで入り込む。比較的被害の少ない建物の壁に近寄って進み、タクトはそこに置いてあったドラム缶の陰で一旦息を潜ひそめた。


    　そのとき、人の声が聞こえてきた。従業員だろうか、恐る恐る陰から覗のぞき込んだタクトは、隣接する工場の入り口を確認する。


    　そこには、全身を黒色の防弾服に包み、顔にはガスマスクを装着した人間が二人立っていた。手には、映画やゲームで見るような、厳いかついライフル銃が握られている。


    「ジオ・グラムの発見はまだか」


    「南ブロックは全て調査済みであります。残すは北と東のブロックですが、もう少しかと」


    「早くしろ。適応者が来る前に捕獲するぞ」


    　野太い声で男たちが話し、工場内へと入っていく。


    　タクトは、あまりにも非現実的な出いで立ちに、自分の目を疑ってしまう。


    （なん、だよ、あれ……！）


    　タクトは唾つばを飲み込む。バスの中に逃げてきた男は、あの連中に怯おびえていたのだと理解する。


    　警戒と不安が高まる中で、気持ちの昂たかぶりが混じるのをタクトは自覚した。


    　ジオ・グラムという言葉とそれを探す人間たちがいる光景。それは、父が残した真実を何も掴めなかった二年間で、彼が一番可能性を感じられる状況だった。


    　ガスマスクの連中は銃を携帯しているが、タクトには引き下がることなど選べない。


    　彼の元に残された家族はもう、妹しかいないのだ。


    　ここで逃げて治療法の手がかりを掴めなかったら、悔やんでも悔やみきれないだろう。


    　タクトは周囲に誰もいないことを確かめてから姿勢を低くして工場に近づく。そして、恐怖心を抑え中を覗のぞき込んだ。


    　工場内部は火災の被害が大きく、黒煙が天井付近に渦巻いている。入り口まで炎の勢いが達するのにそう時間はかからなそうだった。


    　ジオ・グラムというのは工場の奥にあるのかもしれない。タクトは躊躇ためらいを押し殺して工場内部へと入り、煙を吸い込まないように袖そでで口と鼻を覆おおいながら火の手の弱い箇所を選んで進む。


    　そして炎の海の中で、ガスマスクの人間がいるのを目で捉えた。


    　銃を携帯したその人間は、周囲を見回しながら工場の中を歩いている。


    （何人くらい、いるんだ……？）


    　工場の入り口で見たのは二人だが、先ほどの会話からするともっと多くの人間が工場内にい


    るかもしれない。


    　タクトは様子を窺うかがいながら姿勢を低くして、見つからないように近づいていく。


    　だが、銃を持ったガスマスクが彼の背後から接近していた。


    「そこで何をしている！」


    　タクトはビクリと体を震ふるわせる。


    　恐る恐る振り向くと、ガスマスクは銃口を彼の頭部に向けた。


    「民間人か……悪いが、死んでもらう」


    　引き金が引かれると同時に、タクトは咄とつ嗟さに動いた。


    　射線は頭部から外れ、弾丸が左肩を貫く。


    「がぁ……！」


    　衝撃と灼しやく熱ねつの痛みで、タクトは地面に倒れ込む。


    　うずくまりながら、予想以上の痛みに呻うめき声を上げた。焼きごてを肩に押し当てられるような激痛に、否いや応おうなく脂汗が噴き出る。


    　その間にも、ガスマスクがとどめを刺そうと再び銃口を向ける。


    　だが、タクトの内心には恐怖ではなく安あん堵どがあった。


    　このくらいなら、すぐに治せる。


    　銃弾が貫通した左肩に手を置き、息を深く吸う。


    　瞬間、淡い緑色の燐りん光こうが迸ほとばしった。光は徐々に強さを増し傷口に密集していく。


    　するとまるで逆再生するように、タクトの傷口は徐々に塞ふさがり、元の状態へと戻っていった。


    「き、貴様っ!?　適応──」


    「うおおおお！」


    　ガスマスクが驚きよう愕がくする間もなく、タクトは突撃していた。肩から体当たりを食らわせたことで、男は吹き飛び壁に激突し気絶する。


    　意識が戻らないのを見て、タクトはどっと息を吐いた。そうする外ほかなかったとはいえ、銃を持った相手に突っ込んだことに、今更ながら膝が笑っていた。


    《治ち癒ゆ能力》


    　それこそがタクトに備わった能力で、赤い宝石を発見したと同時に発現したものだった。


    　能力発生の理由自体は謎なぞのままでも、この力があってよかったとタクトは心底思う。


    　そして倒れたガスマスクを改めて見る。この男は何の躊躇ためらいもなく自分を殺そうとしてきた。そんな手段に出るのは、よほど見られるとまずいものが、ここにあるからだろうか。


    　それは、連中が探しているジオ・グラムというものかもしれない。


    　だが、そうしてタクトが考えている間に、複数の足音が響いた。


    　ギョッとして振り返った彼の前に、炎の中から現れた複数のガスマスクが銃口を向けた。


    「子供、だと？　……貴様のようなガキが、何をした」


    　ガスマスクの一人が、倒れている仲間を見て訝いぶかしむ。


    　タクトは視線が外れた隙すきに、全力で逃げ出した。


    　銃撃音が重なり、銃弾はタクトの足や脇腹を掠かすめていた。


    「ぐあっ……！」


    　タクトは血を流しながら地面に転ぶ。だが、すぐに負傷部位に手を当て治癒を発動。瞬またたく間に怪け我がを治し、そして再び駆け出した。


    「貴様、適応者か！」


    　ガスマスクが何かを悟ったように声を荒らげ、更に銃撃してくる。そこには、先ほどよりも強い警戒心が含まれていた。


    （適応者って、俺のことなのか!?）


    　タクトは焦あせりの中で疑問を抱きながらも、振り返ることなく炎が吹き荒れる工場の奥へと駆ける。


    「逃がすな！」


    　タクトの背後から間断なく銃弾が迫る。


    　そのとき、天井から照明が落下してきた。


    　タクトは寸前のところで飛び退しさる。一瞬後、タクトのいた場所は照明が激突して破片が飛び散った。


    　バランスをくずしつつも、地面に手を置きすぐに起き上がろうとする。


    　だが、その短時間だけ足が止まったぶん動きが遅れたせいか、ガスマスクに背中を踏みつけられてしまった。


    「どこの組織か知らんが」


    　無機質な声が頭上から降り注ぎ、タクトが見上げると、銃口がすぐ側そばにあった。


    「適応者は全て抹殺する」


    　至近距離かつ、狙ねらわれているのは頭部。頭を撃ち抜かれれば、能力をもってしても助からない。


    　死の予感に、背筋が凍る。


    　タクトの体は恐怖で硬直し、諦めがじわりと心に染み出した。


    　だが、脳裏に妹の笑顔が過よぎったとき、彼はその諦てい観かんを振り払う。


    　妹の結ゆ月づきの側そばには今、兄であるタクトの他に誰もいない。ここでタクトがいなくなれば、彼女はあの病室に一人きりで取り残される。だから今、死ぬわけにいかないのだ。


    　タクトは咄とつ嗟さに足下へ掌しよう底ていをぶつける。姿勢を崩したガスマスクの撃った銃弾は頭部を逸それて腕を穿うがった。激しい痛みに耐え、立ち上がりざまに今度は顎あごに掌底を打ち込む。


    　仰のけ反ぞって倒れるガスマスクから逃のがれようとした瞬間、タクトの両脚を銃弾が貫いた。


    「──がっ！」


    　タクトが地面に手をついたところへ、ガスマスクたちは更に銃撃してくる。着弾と共に体から血が飛び散り、タクトは仰あお向むけに倒れる。


    　ジワリ、と地面に血が広がった。ガスマスクたちは倒れるタクトに銃を向けたままだが、動かなくなった様子に一瞬だけ警戒を緩ゆるめる。


    　だが、その少年の指がピクリと動いた。


    　その手は傷口に当てられ治ち癒ゆが始まる。そしてガクガクと震ふるえながらも上半身を起こした。


    「しぶとい野郎だ……！」


    　呆あきれと苛いら立だちの混じった台詞せりふを吐き、ガスマスクがタクトの頭部に狙いを定める。


    　射線の先で膝をつくタクトだったが、荒い息を吐きながらも、意志の灯ともし火びは消えてはいない。


    　血を流しすぎたせいで体は震えていた。いくら回復できても、失った血液は元には戻らない。怪け我がをし続ければ、待ち受けるのは避けようのない死。


    （どうすれば、いい……！）


    　必死に頭を働かせた、その瞬間だった。


    　タクトの背中に、強烈な熱風が吹きかかった。


    　振り向くと、炎の壁は断ち切られたように割れ、何もない空間が出現している。


    　いや、そうではない。炎が何かを避よけていた。


    　タクトは目を見張った。空間に、光る物体が出現していた。


    　空中に浮かぶそれは半透明の箱だった。しかしタクトが瞬まばたきした瞬間には表面が刺とげだらけの球体となる。その後も姿形を次々と変え、まるで生き物のように蠢うごめいていた。


    　得体の知れない物体を前にタクトは動揺するも、炎の隙間は逃げ道となった。治癒しながら躊ちゆう躇ちよなく駆け出す。


    　すると、まるでその動きに呼応しているかのように、物体の光が強まった。


    　迎えてくれ、と告げているかのように。


    　背後から襲う銃弾の嵐のなか、タクトの警戒心が急に薄まった。なぜか不思議と害はないと確信して、タクトは自然に手を上げる。


    「それに触るなっ！」


    　指先が光に触れたと同時、太ももを銃弾が貫く。


    　苦く悶もんの声を上げ崩れた瞬間に、側頭部を銃のグリップで殴打され、タクトは吹き飛ばされた。


    　倒れたところにブーツのつま先が脇腹を抉えぐった。肋ろつ骨こつが折れ、タクトは激痛で叫びながら血を吐く。更に体を踏みつけられ、頭部に銃口が突き付けられた。


    「貴様……！　石はどこだ！　今すぐ寄越せ！　それは我われ々われヘテログリフのものだ！」


    　男が吠ほえる言葉を、タクトの鈍った思考が捉えた。


    （石……？）


    　視線をずらすと、そこには赤い宝石が落ちていた。いつの間にかポケットの中から落ちたのだろう。


    　炎の光を受けて鈍く光る紅玉を目にした瞬間、タクトは奪われてはいけないという感情に突き動かされた。


    　誰にも渡してはいけない。


    　自分の中の血液が、本能が、その石を手に取れと咆ほう哮こうする。守りぬけと訴える。


    　タクトは、血に濡ぬれた左手を伸ばし、赤の結晶を握りしめる。


    　刹せつ那な、銃を突きつけていたガスマスクが、炎に包まれた。


    「ぐおおおおおあああ！」


    　絶叫を上げながら転がり、ガスマスクはそのまま倒れ込んだ。


    　タクトは、何が起こったのかわからず硬直したまま目を見開く。
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    　凜りんとした声が響いた。


    　ガスマスクたちがどよめく。視線はタクトの側そばに立つ人間に注がれていた。


    　それは、ジャケットとデニムパンツ姿の女。帽子を深々と被かぶっているため顔まではわからないが、赤い唇が炎の光を受けて艶つやめく。


    　ガスマスクたちに背を向けている女は、倒れたまま呆ぼう然ぜんとしているタクトに近寄ると、腰を屈かがめ、ずいと顔を近づけた。
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    　話しかけられるも、それはタクトの理解できない言葉だった。


    　女は困惑した様子で顔をしげしげと覗のぞき込んでくる。しかも、酷ひどい匂においが充満している中で女からは甘い匂いが漂い、こんなときだというのにタクトの頬ほおは紅潮した。


    　女の瞳ひとみは深い紅色をしていた。吸い込まれてしまいそうな紅ぐ蓮れんの瞳。


    　その目、声、匂におい、雰囲気に絡め取られ、目を逸そらすことができない。


    　緊張や恐怖からではない。言い表せない感情が駆け抜けた。


    「な、何者だ貴様!?　一体どこから現れた！」


    　ガスマスクの一人が狼ろう狽ばいしながら叫ぶと、女がくるりと振り返る。


    　そして、手を掲げた。掌てのひらに、赤い燐りん光こうが発生する。
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    　燐光は瞬またたく間に寄り集まって一つの塊となる。バチバチと紫し電でんを迸ほとばしらせた赤い塊は陽かげ炎ろうのように揺らめき、そしてガスマスクに向かって一気に放出された。


    　放たれた炎の直撃を受けたガスマスクは全身を焼かれ、もがき苦しみ、銃を落として倒れる。


    「別の適応者!?」


    　ガスマスクの男たちが一斉に引き金を引く。同時に女の掌から炎が放たれた。


    　銃弾は、全て炎に飲み込まれ蒸発する。そして蛇へびのごとく蠢うごめいた炎はガスマスクたちに喰くらいつき、容赦なく彼らの全身を焼いた。


    　一瞬にして、その場の六人が死んだ。タクトは絶句しながら、側そばにいる女を見上げる。


    「……な、んなんだ、これ」


    　渇いた喉のどでかろうじて言葉を出すと、女は口を開ける。


    　だが何か答えるでもなく、そのまますぐに口を閉じて難しそうな顔をした。


    　次に女は倒れているタクトに近寄るとしゃがみ込み、その脇腹に手を差し込んで自分の元へぐいと引き寄せた。


    「いいっ!?」


    　折れている肋ろつ骨こつを圧迫され、タクトは素すっ頓とん狂きような声を上げる。


    　だが次の瞬間、その体は浮いていた。


    　女に抱かかえられたタクトは炎の海を飛び越していく。女が自分を抱えたまま跳躍したのだと気づくのに数秒かかった。


    　炎の薄い箇所に着地後、女はタクトを放り投げる。床に尻しり餅もちをついたタクトは激痛に顔をしかめ、困惑と共に顔を上げた。


    　見下ろしていた女は、そこでしゃがみ込みタクトの胸ぐらを掴つかむ。
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    　やはりその言葉は理解できず、タクトが何か言うべきか迷うと、女に急に引っ張られ彼女の顔と距離が縮まった。甘い匂いが鼻び腔こうをくすぐり、心臓が高鳴る。


    　顔と顔の距離は狭まり、それこそ唇が触れるまでの近さになってタクトは目を見開く。


    　が、途中で女が弾かれたように振り返った。視線は工場の入り口に向けられる。


    　タクトはつられてその視線を辿たどり、身を強こわ張ばらせる。


    　青を纏まとった人間が、そこにいた。


    　ピッタリとした素材の青地の服は、下半身の丸みや胸元の膨ふくらみを強調している。流れるような腰まで届く黒髪を見る限り女性のようだ。上半身を覆おおっているマントは、熱風を受けてはためいている。


    　顔は目と額ひたいを覆い隠すような仮面が付けられ、手に握るは木刀。


    　その姿が、タクトの視界から突然に掻かき消えた。


    「なっ……！」


    　驚く彼の目が再び捉えたのは、仮面の女が帽子を被かぶった女に斬りかかっているところだった。


    　しかし帽子の女は超人めいた跳躍で斬ざん撃げきを回避し、仮面の女の背後に降り立つ。


    　今度は仮面の女がタクトの側そばにより、盾たてとなるように立ち塞ふさがった。


    「貴方あなた、民間人ですね。なぜここにいるのか知らないけど、逃げなさい」


    「は……？」


    「ここは私が防ぎます。だから今のうちに、早く」


    　タクトが困惑して眉まゆをひそめると、帽子を被った女が一歩踏み出した。


    　赤い瞳ひとみに剣けん呑のんな光が宿る。それは、殺意だった。


    　仮面の女が疾走する。同時に、帽子の女は掌てのひらを掲げ炎を放っていた。


    　仮面の女は跳躍して炎を回避するも、次弾がそこに迫る。


    　だが、仮面の女は空中に釣り下げてあったクレーンを掴つかみ、そこを起点として方向を転換。炎をギリギリ避よけると帽子の女の側に着地し、木刀を斜め下から切り上げた。


    　斬撃は紙一重で回避されるが、返す一ひと大た刀ちがそのまま肩口を狙ねらう。


    　帽子の女は横っ飛びでそれを回避した。が、仮面の女は目標を見失わず追撃している。


    　その攻防を、タクトは呆ぼう然ぜんとしながら傍ぼう観かんしていた。


    　目で捉えきれない動きは、常人の域を超えている。しかも片方は炎を出すという異様さだ。


    　しかしガスマスク連中と違い、両者ともタクトに危害を加えるつもりはないようだ。


    　タクトには、そんな二人がなぜ争っているのか、状況がまったくわからない。


    「ちょっと待ってくれ！　一体これは──」


    　叫ぶ途中で激痛。ガスマスクの男に蹴られて折れた肋ろつ骨こつと銃撃で肉が抉えぐれた太ももが熱を帯び、否いや応おうなく怪け我がに意識が向けられる。


    　タクトはすぐに能力を発動させた。緑色の燐りん光こうが脇腹を修復し、次に太ももに手を当てて傷を癒やした。


    　その様子を目の端に捉えていた仮面の女が、声を荒らげた。


    「適応化!?」


    　タクトの行為に驚きよう愕がくしていると、炎が襲来する。仮面の女は跳躍で回避し、帽子の女から距離を置いた。


    　木刀を構えながらも、視線はタクトに注がれる。


    「……融合している、でも組織の人間というわけでもない……どういうことか説明してもらう必要が、ありますね」


    　刺し貫くような鋭い視線を前にタクトが硬直すると、帽子の女が動いた。


    　猛速の勢いで仮面の女に迫り、掌てのひらをかざし炎を生み出す。


    　が、次の瞬間。ポス、という間抜けな音がして、炎が消えた。


    　帽子の女はギョッとして、急停止。自らの掌を凝視した。
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    　やはりタクトには理解できない言語で叫ぶが、目に見えて慌てた様子だった。


    　仮面の女は不審げにするも、構えを解かず相手を見据える。対する帽子の女は、苦笑いを浮かべながら後ずさり、後方にあった小型タンクに背中をあずけた。


    　仮面の女が一気に走り出す。


    　同時に、帽子の女が背後のタンクに向けて掌を開く。


    　掌から発生した閃せん光こうによって表面が溶け、内容物に引火して爆発が起こる。


    　炎と共に粉ふん塵じんが舞い上がる。


    　仮面の女は爆発の衝撃を受けて転がりつつ、すぐに木刀を持って起き上がる。


    　だが、そこに帽子の女の姿はなかった。


    　彼女はしばらく警戒していたが、ややあってため息を吐つき、振り返る。


    「仕方ない、とりあえず貴方あなただけでも──」


    　だが、その言葉を向けるべき少年もまた、その姿はなかった。


    　仮面の女は少年を捜して周囲を見渡す。しかし、別のものに目が囚とらわれた。


    　赤い宝石がはめ込まれた指輪が、ぽつんと地面に落ちている。


    　女は指輪をゆっくりと拾い、無言で眺めた。


    



    　日は沈み、周囲はすっかり夜に包まれていた。


    　タクトは荒い息を吐きながら雑居ビルの間に入り込み、空気を貪むさぼるように吸い込んだ。


    「はっ、はっ、はっ……」


    　冷たいビルの壁を背にしながら座り込み、呼吸を整えると幾分落ち着いてくる。


    　タクトはあのとき、周囲が粉塵に包まれた隙すきにうまく逃げ出すことができた。タンクから離れていたおかげで爆風に吹き飛ばされずに済んだのは、運がよかったのだろう。


    　だが、逃げ出したはいいものの、肝心のジオ・グラムの手がかりは得られていない。


    　タクトはしばらくうつむいていたが、煤すすと埃ほこりで汚れた顔を袖そでで拭ぬぐってから立ち上がる。


    　とにかく、最寄りの警察署に行くことにした。既に警察でも銃撃戦のことを把握しているだろうが、詳しい証言を求めているに違いない。


    　そこで、ガスマスク連中や二人の女のことも、警察から何か聞けるかもしれない。


    　そう考え、タクトが来た道を戻ろうと一歩を踏み出した瞬間、
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    　声が響く。タクトはビクリと身を震ふるわせ、弾かれたように振り向く。


    　路地の奥、闇の中に人の姿が浮かぶ。


    　そこには、あの帽子の女が、腰に手を当てて立っていた。


    「っ……！」


    　緊張が走る。


    　女が近寄り、それに合わせてタクトは後ずさった。壁に追いつめられ、唾つばを飲み込む。


    「な、何なんだよあんたは!?」


    　とタクトが叫ぶが、女は首を傾かしげる。
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    　女がわからない言葉で喋しやべると、被かぶっていた帽子の鍔つばを持つ。


    　そして、ゆっくりと帽子を取ってみせた。


    　月の光が路地裏に差し込む。淡い光が目の前の女を照らした。


    　女は、青白い髪をしていた。それも決して老化による色の抜けた白ではなく、一本一本が薄く青みがかった鮮やかな色合いで、真珠のような美麗さを醸かもし出している。


    　だが、タクトが目を奪われたのはそこではなかった。


    　頭の上に、耳があった。それはどう見ても獣の耳だった。


    　その耳が何の違和感もなく頭部に収まっている。生き物のように微かすかに動いていて、偽物には思えなかった。


    　更に背中、正確にはジャケットの内側から、ふさふさとした長いものが出てきた。


    　白い色をした、獣のような尻しつ尾ぽだった。


    　タクトは何も言葉が出ず、唖あ然ぜんとした。


    　獣人、という単語がある。アニメや映画などで出てくるファンタジー世界の住人で、容姿もこんなふうに獣の要素をちりばめたような感じだった。


    　そんなものが現実世界に、目の前に立っている。


    　女が微笑を浮かべながら更にタクトへ歩み寄った。


    　気を取られていたタクトは我われに返り、即座に逃げようとした。異様な容姿も相まって恐怖の度合いが跳ね上がっている。


    　しかし、路地の出口に駆けようとした彼の前にいつの間にか女が立ち塞ふさがり、その後頭部に手が回った。


    　そのまま紅色の目が近づき、息がかかるくらいに寄り、唇と唇が触れた。


    「んむ!?」


    　女の赤い唇と、そして舌の感触が如実に伝わる。


    　思考が停止した。されるがまま、タクトはピクピクと痙けい攣れんする。


    　光が灯ともった。淡い燐りん光こうは二人を包み、蛍ほたるの如ごとく温かな灯ともし火びとして揺蕩たゆたう。


    　女が唇を離すと、光も途絶えた。


    「うむ、これで完了、かの？」


    　ぺろっと舌なめずりして女が発した言葉が、タクトにはすぐに理解できた。


    　タクトは思わず目を見開く。


    「日本語……？」


    「お、どうやらうまくいったようぢゃの」


    　聞いてくる獣人の女を前に、タクトは目を点にして女を見つめる。


    　よく確認すると女の顔は非常に整っていた。耳や尻しつ尾ぽに気を取られていたが、西洋人形のようだ。大人びた雰囲気はあるものの、どこか愛あい嬌きようのある目鼻立ちでもある。


    「やれやれ、ようやく意い思し疎そ通つうができる……しかし手間を掛けさせてくれるな、儕ともがらよ。この事態に、納得のいく説明はあるのぢゃろうな」


    「……とも、がら？」


    「そう、其その方ほうがな。そういう契ちぎりを交わしたではないか」


    　軽快に言葉を紡つむがれるものの、彼には言っている意味がさっぱりわからなかった。


    　それに、先ほどまであった恐怖心や警戒心が消え去っていることも混乱に拍車をかけた。なぜか、目の前の女から逃げようという気が起きない。
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    　女は両手を腰に当て、ふんと鼻息をひとつ吐く。


    「ま、ひとまず妾わらわのことを伝えるのが先か」


    　心して聞け、と告げてから、女は声を低くして語る。


    「我わが名はルゥナール・ア・ゼラ・ハウローン。真祖ハウローンの末まつ裔えいであり宮きゆう爵しやく級に数えられる一人。ロウシンを統すべる我が身は、血の盟約によりこの世界へと顕現された。此こ度たびの騒乱を鎮しずめるため、我が力をもって事を成し、これを治める。有り難く思うがよい」


    　ほとんど理解できずタクトがぽかんとすると、ルゥナールという女はニヤリと笑った。


    「嬉うれしさで声も出ぬようぢゃな」


    　ふふふ、と自慢気な調子で女が肩を揺らす。


    　しかし、依然としてタクトが何の反応も示さないでいると、女は首を傾かしげた。


    「……お主、わかっておる、よな？」


    　タクトは返す言葉に窮した。何がわからないのかさえ、わからない。


    　女は眉まゆをひそめる。


    「確認するが、お主はニコラ・フラメルの末裔であろう？」


    　その台詞せりふで、タクトは初めて明確な反応を示した。


    「そ、それをどうして知って……！」


    　女の言うとおり、その人物は御み厨くりや家の祖先にあたる者で、タクトは父親の手記から知った。


    　そして、高名な「錬金術師」として、知る人ぞ知る存在だ。


    「ああ？　当たり前ぢゃろうが。其そ奴やつこそが我われらと契約せし現地の協力者。そこまでわかっておるなら説明の必要もないぢゃろう」


    　ふん、と鼻息を吐き女が腰に手を当てる。


    「今度はお主の番ぢゃ。なぜこうも召しよう喚かんを先延ばししたのか、その理由を答えよ」


    　言葉には苛いら立だちの語気が含まれている。だが、タクトは疑問符を浮かべるばかりだった。


    「いや、その……ニコラ・フラメルの末裔と、その儕ともがらってのは、何の関係があるんだ？」


    　タクトが問うと、一瞬の静寂が過よぎった。


    　女の目が大きく見開かれる。


    「い、いやいや待て。何を言うておる？　お主がこれと同じ召喚触媒を使って召喚を──」


    　と、女が自分の右薬指を見せる。しかし、そこには何もない。


    　タクトが首を傾げると、女はギョッとした。


    「そんな……！　何な故ぜにないのぢゃ！」


    　どうやら薬指には何かあって、それがなくなっている様子だった。


    　タクトが唖あ然ぜんとして見つめていると、女はハッとして咳せき払ばらいを一つする。


    「……ま、まぁよい。召喚はこうして果たされておるからな、用済みぢゃ。それで、お主はもちろん召しよう喚かん触媒を持っておるぢゃろ？　見た目が赤い結晶の装置ぢゃ」


    　言われ、タクトの頭に浮かんだのは、父親の書庫で見つけた赤い宝石だった。


    「これのこと……？」


    　ポケットから宝石を取り出す。女はそれをしげしげと見つめた。


    「それぢゃそれ。やはり、条件を満たしておるではないか。当然、知ってて発動させたのぢゃよな？」


    「いや、ぢゃよな、とか言われてもさっぱりで……そもそも召喚って、何のことかも」


    　その素直な返答に、女があんぐりと口を開けた。


    「馬、鹿な……ならば、どうやって条件を満たしたのぢゃ!?」


    　女が声を荒らげ、すぐにハッとして赤い宝石を指さした。


    「も、もしや、触媒にお主の血が付着するような偶然があったか？」


    　問われてタクトは工場内でのことを思い起こす。確か、宝石を血まみれの手で握ったのだ。ということを説明すると、女が薄ら笑いを浮かべた。タクトはビクリと身を引く。


    「な、なぁ、お主、妾わらわを謀たばかっておらぬか？　その態度は面白半分なんぢゃろうほんとは？　正直に話せば今なら怒らぬから謝るがよい、な？」


    「……な？　って言われても、だから本当に何も、知らないんだ」


    　女は絶句し、硬直した。その顔は青ざめている。


    　あまりの顔色にタクトは自分のほうが悪い気がしたが、原因がわからず戸惑うしかない。


    　黙っていると、女は手を額ひたいに当て天を仰いだ。


    「ふ」


    「ふ？」


    「ふざけるな貴様ぁ！」


    　突然に胸ぐらを掴つかまれ、タクトは壁に押しやられて後頭部を壁で打った。


    「何ぢゃその体たらくは！　二年間も放置した挙句に何も知らぬぢゃと!?　あ、有り得ぬ！　たかが現地人風ふ情ぜいがこの妾を愚ぐ弄ろうしおって……！」


    「ま、待て！　あの宝石は俺のじゃなくてだからぐええ」


    　首が凄すさまじい握力で絞められ、呼吸できずタクトの顔は赤くなっていく。　


    　襟えりを掴む手を握りしめてもビクともせず、女の赤い瞳ひとみが殺意に満ちてきてタクトは焦あせった。


    「お、俺の、親父が、あれを残したまま、どこかに、消えた、から……！」　


    　なんとか必死に声を絞り出す。


    「だか、ら……知らない……で、も、親父の、ものは、残ってて……！」


    　と、そこで女の握力が急に緩ゆるまった。タクトは解放され地面に崩れ落ちむせ返る。


    「……では何か。この状況は貴様ではなく、貴様の父親のせいであると？」


    　タクトは喉のどを擦さすりながら涙目で頷うなずく。女は双そう眸ぼうを細め顎あごに手を添えた。


    「……つまり、お主のような子供が儕ともがらであるのも、二年間も召しよう喚かんがなかったのも、その辺が原因というわけか」


    　ならばわからぬでもないが、と呟つぶやきながら、女はチラリと視線を寄越す。


    「お主、名は。名はなんという」


    「御み厨くりや……タクト」


    　タクト、と確認するように女が呟く。それから数秒の沈黙を経て、盛大なため息を吐ついた。


    「よかろう……その事情とやらが本当ならな。残念極まりないが、お主を契約者として使うしかあるまい」


    　そして、女は髪をかき上げ、ビシッとタクトに指をさす。


    「我わが名はルナと呼ぶがよい。お主のことはタクトと呼ぶぞ。わかったな！」


    　ルナはそこから踵きびすを返し、来た道を引き返していく。タクトがまだぽかんと口を開けていると、振り返り、訝いぶかしげな視線を向ける。


    「何をしておる。はよう行くぞ」


    「行くぞ、って、どこへ」


    「お主の住すみ処かに決まっておろう。この状況を含め、いろいろ調査せねばならぬ」


    　住処。家。と変換してタクトはようやく理解し、慌てる。


    「なんで!?」


    「なんでもなにも、お主では埒らちが明かぬ。だがお主の住処には、他の手がかりがあるのぢゃろう？　妾わらわが直じき々じきにそれらを調べ上げ、その後に貴様に適切な指示を下す」


    　タクトは眉み間けんに皺しわを寄せ手を上げた。


    「待て……待ってくれよ。俺には何が起こってるのかさっぱりわからない。説明してくれ、本当に頭がどうにかなりそうだ」


    　ここ数時間の出来事が、日常生活から逸脱しすぎていた。


    「だから、住処で語ってやろうと言うておろう。理解の足らん俗物め」


    「物事の順序ってもんが！　まず、ええと」


    「ルナと呼べと言ったばかりぢゃろう」


    「……ルナは、俺に、何の用があるんだ」


    「決まっておろう」


    　そして月光を浴びた女は妖よう艶えんな笑みを浮かべる。


    「世界の扉をこじ開けた輩やからを殺す。お主には、そのための手足となってもらう」


    「世界の、扉……？」


    　その言葉は、殺すという台詞せりふとも相まって、妙な胸騒ぎを呼び起こした。


    



    　夜の住宅街は既に寝静まっていた。


    　その一角にある、木造で年季の入った一戸建ての前にタクトは立っていた。


    　少年の背後から、帽子を被かぶった女がひょっこりと顔を出す。


    「ここがお主の居城か。小さいな」


    　勝手なことをのたまい、ルナは軽い足取りで玄関まで向かう。


    　その後ろ姿を見つめるタクトは、ここに来るまでずっと悶もん々もんとしていた。


    　半獣の女を家に上げることになった経緯が、うまく飲み込めないせいだ。


    「どうしたのぢゃ。はよう開けろ」


    　それでもタクトはルナの指示に従った。抵抗感はあったが、彼女からこの事態の説明を聞く必要がある。どうやら父親とも関係している様子で、放っておくことはできなかった。


    　玄関を開けると、照明が自動で点灯する。内装は外見とは違い今風にリフォームされ綺き麗れいだった。しかし人の気配はない。今、ここにはタクトしか住んでいない。


    「ほう、中身はまだマシぢゃな」


    　ルナは大おお股またで廊下を進みドアを開ける。室内にはソファーとテレビ、そして食卓。カウンターキッチンがついた、十二畳ほどの部屋だ。


    　そしてルナは、ソファーにどっかりと座り込んだ。


    「悪くない生き地じぢゃな。とりあえずそこに座れ」


    　と、ルナが対面のソファーを指さす。先ほどから、何か上から目線の物言いがタクトには気になった。


    「これより情報収集を行う。聞かれたことには素直に答えよ。よいな」


    　タクトはそこで眉まゆ根ねを寄せる。


    「その前に、ルナのことを教えてくれないか」


    「教えてください、の間違いぢゃろう？　現地人風ふ情ぜいが、妾わらわと対等に口をきけると思うな」


    　ルナはふんぞり返り足を組む。タクトはむっとした。


    「何なんだ一体。突然現れて命令口調で……そもそも親父と何の関係があるんだ？　契約者って一体どういうことだよ？」


    「二度は言わぬぞ小僧。口の利き方に気をつけよ。焼かれて死ぬか？」


    　ルナの指先に紅い燐りん光こうが発生したかと思うと、それはうねりを上げて炎と化す。突然出現した炎に驚きよう愕がくしたタクトは、その熱量に喉のどを鳴らした。


    「妾はロウシンを統すべる王族。いかに儕ともがらといえど無礼は切り捨てる。肝に銘じよ」


    　炎を消したルナはソファーにもたれる。タクトは唖あ然ぜんとして、返事もできなかった。


    「返事は？」


    「……わ、かった、いや、わかり、ました」


    　タクトはぎこちなく頷うなずく。冗談ではなさそうだった。


    　機嫌を直した様子のルナは髪をかき上げると、強こわ張ばるタクトをじっと見つめる。


    「それでお主、ニコラ・フラメルのことは知っておるようぢゃが、一体どこまで把握しておる。そもそも召しよう喚かん触媒をお主が持っていたのは何な故ぜぢゃ」


    「あれは……親父の書庫にあった、本の中にあったんです。でも使い方とかは、親父の手記にも書いてなかったんで、とりあえず持ってただけなんですけど……」


    「手記ぢゃと？　では、お主に情報を伝える媒体があるのか」


    「ああいや、あれは伝達のためじゃなくて、メモみたいなものだと思い、ます」


    　ルナは舌打ちし、ソファーの肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえをつく。


    「役に立たん代物ということか。それで、父親はどのような理由で姿をくらましたのぢゃ」


    「……知りません。元からほとんど帰ってこなかったけど、それが四年も続いてるんです」


    　タクトはうつむきながら答える。父親である御み厨くりや顕あき嗣つぐには連絡もつかず、妹の病を知らせることも相談することもできないまま二年が経過して、タクトは諦めの境地にいた。


    　気けだるげなルナは、乾いた笑いを浮かべる。


    「はぁ……そんなくだらぬ原因で二年間も放置されたとはな……不運もここに極まれり、ということか、あっはっは」


    　しかし、彼女の目はまったく笑っていなかった。


    「で、つまるところ貴様は、肝心なことは何も知らぬ、ということか」


    　タクトが頷うなずくと、ルナはため息を吐つき眉み間けんを揉もむ。


    「……仕方ない。なら、面倒ではあるが貴様が現状を把握することから始める。心して聞け」


    　タクトはその言葉を受け、すぐに居住まいを正した。


    「まず、妾わらわはこの世界の住人ではない」


    　ルナは至し極ごく真剣な表情で、そう告げた。


    「ゼラ・ハイヴと言うてな。異なる世界、つまり異世界から転移してきた」


    　その台詞せりふに、タクトはルナをまじまじと凝視する。天地がひっくり返るほど仰天したかといえば、そうでもない。


    　あまりにも突拍子のない話だが、むしろそれくらいでないとルナの存在を納得できない。


    「妾がゼラ・ハイヴよりこの世界に転移してきた理由は一つ。禁きん呪じゆである異界門顕現マグヌス・オプスにより世界を繋つなぐ扉がこじ開けられ、この街にジオ・グラムが出現し始めたからぢゃ」


    　出てきた単語に、タクトはすぐに反応した。


    「そ、それ！　ガスマスクの奴らが探してました！　手記にも書いてあったし、一体何なんですか!?」


    「ジオ・グラムとはゼラで繁殖する鉱物生命体、と言えばよいかのう。それは人に寄生し、宿主から栄養を吸収する。代わりに、人体に特殊な力を付与し、発現させることができるようになる。ゼラ・ハイヴは、その能力を基盤とした社会を構築しておる」


    　ところで、と前置きをしてルナは、タクトの服が破れた肩を指さす。


    「お主が傷を癒やした能力。それもジオ・グラムの恩恵ぢゃ」


    「これが……？」


    「うむ。そして能力自体は二年前から発動し、自分のみしか癒やせない。そうであろう？」


    　タクトは目を見開く。


    「どうしてそれを……」


    「たわけ。それが契約者としての証あかしぢゃ。異界門顕現マグヌス・オプスとはこちらとあちらを繋つなぐ次元の扉を開く術式ぢゃが、発動に反応しゼラから番人が転移するよう仕組まれておる。双方の世界を脅おびやかす存在に対処するためにな。同時にこちら側でも儕ともがらが覚醒する。お主の体の何ど処こかには神しん璽じが現れておるであろう。このような、痣あざのような紋様ぢゃ」


    　と、ルナはおもむろにジャケットを開け、着ていたワイシャツのボタンを外して胸元を見せつける。谷間のすぐ近くに、黒い紋様が浮かび上がっていた。タクトはその痣をやや頬ほおを赤らめつつ目を凝らして確認した後、手を挙げる。


    「……ええと、ちょっと、理解が追いつかないんですけど」


    「ああ？　何ぢゃこのくらいで音ねを上げおって。貴様の甘えなど聞いてられるか。先に行くぞ」


    　構わず進めようとするルナに、タクトは待ってくださいと引き止めた。


    「た、確かにあります。俺の場合は肩けん甲こう骨こつの辺りに出てる。でもそれって、二年前にある本を持ったときに出てきたんです。それが、ジオ・グラムに寄生されたってことなんですか？」


    「そうではない。儕であるお主は、祖先より血肉に刻まれたジオ・グラムを受け継いでおるだけで、覚醒により顕けん在ざい化かしたに過ぎん。いわば特殊例ぢゃ。寄生とは、文字通りジオ・グラムに接触することで、それが肉体に取り込まれることを言う」


    　その話を聞いた瞬間、彼の頭の中にある別の事柄が触発された。


    　痣と、寄生。昏こん睡すい病患者の特徴が、神璽という寄生の特徴と重なった。


    「そ、そのジオ・グラムに寄生されると寝たきりになることはありますか!?」


    　ルナはピクリと眉まゆを上げ、双そう眸ぼうを細める。


    「二年前から、これと似た痣が出ている人たちが揃そろって昏睡状態になってて、それで何か関係あるんじゃないかって……！」


    「……ゼラ人でそのような事例は皆無ぢゃが、現地人については断言できぬ。確か我わが祖先ハウローンの残した文献に似たような記述があった気はするが……古過ぎる故ゆえに記述にも抜けがあるしのう」


    「でも、関連がある可能性も──」


    　ぐっと身を乗り出したタクトを、ルナが手を出して制止する。


    「鼻息が荒い。どのような事情があるのか知らぬが、話の腰を折るでない。わざわざ説明してもらっているその立場を弁わきまえよ」


    　タクトは顔に不満を出したが、機嫌を損ねるのは得策ではないと、黙って座った。


    「そういう従順さは嫌いではないぞ、タクト」


    　ふふんと笑い、ルナはソファーにもたれかかると、詳細な説明を始めた。


    



    　ジオ・グラムが約二年前から、地球の、それも東京に出現し始めている。


    　だがそれよりも遥か以前、十四世紀頃に同じような状況が発生していた。


    　偶発的にゼラと地球が繋つながり、ジオ・グラムと一緒にゼラの人間も彷徨さまよいこんだ。帰還方法のないゼラ人は、現地人にジオ・グラムを分け与える見返りに自分たちの保護を頼み、地球の人間は不思議な能力を使うゼラ人を崇あがめ、神格化した。


    　しかし、ジオ・グラムをめぐって現地人が争うようになり、それを嫌悪したゼラ人は全てのジオ・グラムを消滅させる。その行為に憤慨した現地人に土地を追われたゼラ人は、長い年月をかけて異界門顕現マグヌス・オプスという次元転移方法を編み出し、元の世界に帰還した。


    　そして、ゼラ人たちは、現地人に異界門顕現が悪用された場合の防衛措置を施ほどこした。


    　それが、番人召しよう喚かんシステム。ジオ・グラムを巡る騒乱や、ゼラ・ハイヴへの侵攻を未然に防ぐため、異界門顕現発動時に番人が転移し、争いの火ひ種だねを消し去ることを目的とする。


    　その番人こそが、ルナだった。


    



    「妾わらわは地球に転移したゼラの人間の一人、ハウローンの末まつ裔えいぢゃ。ハウローンは自分を含め血族の肉体を改造し、異界門顕現に反応してその者の肉体を分解、転移、再構築させる螺ら旋せん咒じゆを施した。螺旋咒は魂に組み込まれ、子孫に脈々と受け継がれる。そして、妾が番人の役目を受け継いでいるこの時代に、扉が開かれた。運の悪いことにな」


    　タクトは口を挟むこともできず呆ぼう然ぜんと聞くだけだった。まるでファンタジーだ。


    「ぢゃが、番人だけを転移させても、この世界の厄やつ介かい事ごとを収めることは難しい。そこで、地球側の人間を使うことにした。ある人間を改造して寿命を延ばし、世界中に自らの子孫を残すことを義務付け、異界門顕現発動時に子孫に協力させるよう命じた。そして発動時に条件を満たした子孫が儕ともがらとして覚醒し、魂に刻まれたジオ・グラムの能力に目覚める」


    「その人間が俺の祖先……ニコラ・フラメル、だと」


    　ルナが首しゆ肯こうする。タクトは驚きを深め、唾つばを飲み込んだ。


    　その人物は著名な「錬金術師」として知られている。そしてタクトは父親の手記から、それが自分の祖先であることを知った。


    　タクトは自分の家系が、遠い異国の人間の血族であるとどこか信じ切れずにいたが、ようやく腑ふに落ちた。ニコラ・フラメルが使命のために、日本で血族を残していたのだ。


    「で、此こ度たびの騒動ぢゃが、妾はこの二年間で転移現象や現地人の動向を観察してきた。どうやら、前回のようにジオ・グラムを巡って現地人が奪い合いを繰り広げておる」


    「じゃあ……あの工場で争奪戦が起こってた、ってことですか」


    「ぢゃろうな。それと、異界門顕現マグヌス・オプスが不完全であることもわかっておる」


    「不完全？　なぜ？」


    「妾わらわ以外のゼラ人や、ゼラ特有の生物がこちらに転移してきていない。当初、ジオ・グラムばかり紛れ込むのは、それがゼラのあらゆる土地で浮遊する有りふれた存在ゆえに転移に巻き込まれやすいのだと仮定しておった。ぢゃが、それにしては不自然なほどにいつまでたっても他の物が転移されてこない」


    「それが不完全の証拠ってことですか」


    「それだけではない。出現場所が固定されておらぬ」


    　タクトが意味を理解できないという顔をすると、ルナがすぐに補足した。


    「本来であれば転移は扉を通じて行われる。つまり、ジオ・グラムは扉のある場所にのみ出現するはず。ぢゃが、現状はこの街のあらゆる箇所に出現しておる」


    「それは、扉があちこちに移動しているから？」


    「違う。そこが厄やつ介かいなところぢゃ。この街で『次元の穴』である扉は観測できておらぬ。なのに、ジオ・グラムの転移現象のみ発生しておる。これはつまり、扉がある場所と、実際の出口がズレていることを示している」


    　説明を受け、タクトが難しい顔をしながら頭を掻かいた。


    「ええとつまり……廊下からドアを通って部屋に入ろうとすると、いきなり部屋の真ん中や天井に出てしまう、って感じですか」


    　タクトはリビングのあちこちを指さしながら例えた。


    「ま、有り体ていに言えばそんなところぢゃな。故ゆえに扉の位置を特定することが非常に難しくなっておる……忌いま忌ましいことにな」


    　ルナが鼻頭に皺しわを寄せる。


    　タクトはそこで、引っかかることがあった。


    「そもそも自然発生した現象、じゃないんですか。前回みたいに」


    「阿あ呆ほうが。言ったであろう、異界門顕現という禁きん呪じゆに反応すると。それに、どこぞの誰かが扉を固定化しておるからこそ、このような現象が二年も続いておる。自然発生であればとっくに扉は閉じて、転移は止まっておる」


    「それが、ルナの捜す首謀者の仕業……で、ルナの役目はその人間を見つけて殺すこと、だと」


    「無論。また同じ愚行に出ないよう始末せねばならん。それに、見せしめにもなる」


    　その答えに迷いはなかった。


    「妾は異界門顕現を発動させた輩やからを探し、扉の在あり処かを突き止めねばならぬ。面倒なことに、帰還するには開かれた扉を利用するしかない。そして儕ともがらであるお主は、二度と扉を開かせぬよう妾と共に首謀者を抹殺し、妾が帰還した後に扉を閉じることが任務となる」


    　抹殺、という言葉を聞き、タクトの胸はざわついた。


    「……俺に、人殺しの手伝いをしろ、っていうんですか」


    「そうぢゃ」


    　ルナの軽い肯定に、タクトは更に戸惑う。


    　いきなり出会った、それも異世界人の女に、人殺しを強要される状況。それが先祖代々からの使命だからと。


    　しかし、昨日まで争いとは無縁の生活を送ってきたタクトに、はいそうですかと、要求を簡単に受け入れられるはずがなかった。


    「……そんなの、ルナが一人でやれば、いいんじゃないんですか」


    　タクトは言葉尻じりこそ柔らかくするも、反抗心をそのままぶつけた。


    　妹を救うための手がかりを探していただけなのに、とんだ事態に巻き込まれていた。


    「ほう、妾わらわに一人でやれ、と？」


    　激怒する、でもなく、冷静にルナは笑みを浮かべる。


    「残念ながら、番人には制約があってな。不用意に現地人に混乱を招かぬよう、ハウローンの施ほどこした螺ら旋せん咒じゆにより、能力の発動時間が数分程度に抑えられておる。緩和させるには、覚醒した儕ともがらと契ちぎりを交わすしかない」


    「契り？」


    「儕の血液に刻まれた螺旋咒を体内に取り入れること。つまり血液を摂取するか、粘膜接触するか、ということぢゃ」


    　タクトは路地裏での光景を思い出した。契りとは、もしやあれのことなのか。


    「それでも持続時間が少し延びるだけで、連続使用にはその都度、儕との契りが必要になる」


    　つまり戦う前にはキスしろ、ということになる。タクトは艶なまめかしい絵図を想像して、全身をむず痒がゆさに襲われた。


    「何より、こうして意思疎通できるのも儕であるお主のみぢゃ。ゼラの言語は現地人には一切理解できぬであろうが、螺旋咒の影響によりお主だけはその問題から解放される」


    　すぐに気づく。キスした後に、なぜルナの言葉が理解できたのかを。


    「それも、契りを交わしたから……？」


    「その通り。故ゆえに現地人との交渉や調査は全てお主がいなければ話にならん。なにせ、妾にはさっぱり理解できんのぢゃからな」　


    　するとそこで、ルナは目の端を釣り上げた。


    「何より、お主には関わらねばならん理由があるぢゃろう？」


    「え……？」


    「先ほどの慌てた様子。大方、お主の肉親か恋人が昏こん睡すい状態に陥おちいっておるのではないか」


    　図星を突かれたタクトが硬直すると、ルナは更に笑みを深める。


    　そしてタクトは黙りこみ、ルナの言葉に対して考え込んだ。


    　事情は理解できた。儕ともがらがいなければ何もできないルナは、タクトの協力を是が非でも得なければいけない。


    　そして、それはタクトも同じ立場だった。


    　全てが異世界の事柄に関わっているとすれば、同じく異世界の住人であるルナをアテにすることは間違っていない。


    　それに、彼女の持つ知識や情報は非常に価値の高いもので、うまくルナの協力を仰あおいでいけば治療への突破口が開けるかもしれない。


    　タクトが考え込んでいると、おもむろにルナは立ち上がる。


    「ま、この話は後回しにしてやるから、さっさと見せてみよ。父親の所有物とやらをな」


    「……わかりました」


    　タクトは頷うなずき、立ち上がった。


    



    　タクトは勝手口を出てすぐの石畳の上で立ち止まる。しゃがみ込んで触ると小さなくぼみがあり、そこに指をかけて引っ張ると石畳が割れて、扉が開かれた。


    　現れたのは、地下へと続く階段だ。


    「隠し部屋か」


    　背後で眺めているルナにタクトは頷き、携帯のライトで照らしながら薄暗い階段を下りていく。壁のスイッチを押すと、地下室全体に明かりが灯ともった。


    　そこは書庫だった。四畳じようほどの空間の四方を本棚が囲み、書物がズラリと並んでいる。中央の机にも本が堆うずたかく置かれ、机の下には実験器具や装置類が乱雑に置かれてあった。


    「親父が使っていた、らしい部屋です。二年前にこの部屋の本が発光してて、それを触ったときに能力が発現していました」


    「儕を選定する仕掛けぢゃな。異界門顕現マグヌス・オプスに反応したのぢゃろ」


    　ルナは一人で納得すると、室内に入り書棚の本を一冊取り出して、パラパラと眺めだす。


    「ほう、ゼラの言語で書かれておるな。前回の転移時に残されたものかのう」


    　タクトは驚き、そして納得した。どうりでいくら調べても解読できないわけだ。


    　ルナはそこで顔を上げ、タクトへ視線を向けた。


    「では、今度はお主が説明せよ。能力に目覚め、今までどう過ごしてきたか、をな」


    　タクトは扉を閉めて、話し始める。
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    　その頃、タクトは妹と二人暮らしだった。難病により母親が死に、父親も母方の親戚に子供二人の世話を放り投げて行方をくらませていたが、なんとか落ち着いた日々を送れていた。


    　異変があったのは約二年前。


    　その日は、隣県にある研究所が爆発事故を起こしたというニュースで騒がしかった。


    　タクトは夜中にそのニュースを眺めた後、寝る前の戸締まり確認のため勝手口に向かった。


    　勝手口を開けたとき、石畳から薄く光が漏れていることに気づく。タクトは隙間があることを発見して隠し扉を開け、廊下を照らす光に驚きながらも、地下書庫へと下りていく。


    　光の正体は、机の上に置かれた一冊の書物だった。


    　恐る恐る手に取り開いた瞬間、電流が走ったような感覚と共に、体から淡い光が発生した。


    　光はすぐに止やみ、痛みも何もない。だが、タクトは自分が変化したことを唐突に理解した。


    　能力に目覚めた。それも、自分を治ち癒ゆできる、ということを。


    　タクトはその不自然な感覚に動揺し、発光が停止した書物を確認する。書物には箱が接着され、中に赤い宝石が入っていた。しかし、残り部分のページは、何が書いてあるのかまったく読み取れない。


    　不安に駆られた彼は、書庫をくまなく調べる。


    　そして、父親の筆跡と思われる手記を見つけた。


    　記されていたのは、怪しげな実験や大昔の伝承、意味不明の単語ばかり。


    　その中で唯一、理解できそうな記述があった。


    　それは、御み厨くりや家に伝わる特殊な体質についてだった。


    　御厨家の人間は、先祖である「ニコラ・フラメル」から代々受け継ぐ特殊な遺伝的素質がある。その能力は、自らを癒やす力。肉体の自然治癒力を高めるもので、タクトの頭に浮かんだ認識と同一だった。


    　能力は平時、眠ったままで使用することはできない。だが、御厨家の役目を果たすべき「災さい厄やく」が起きたとき、一族の当代が役目を担うため「ヘルメスの選択の書」により覚醒する。


    　どうやらタクトが開いたものは、その書物のようだった。


    　そして父親は、災厄が起きない場合でも、能力を使用できるか調べていた形跡があった。


    　父親の抱かかえる謎なぞが気にかかったが、自分の異変を確認するためにタクトは、半信半疑ながらも台所に行き、包丁を手に取る。そして意を決して、腕に少しばかりの傷をつけ、能力を確かめようと掌てのひらを傷口にかざしてみた。


    　何を馬鹿なことを、とどこかで冷めた自分もいたが、次の瞬間にタクトは目を剥むく。


    　掌から淡い緑光が瞬またたいた瞬間、傷が逆再生するように修復され、元に戻った。


    　タクトは激しく動揺し、わけもわからない興奮を覚えた。


    　そして翌日から能力をいろいろと試しはじめる。だが、彼はそのことを妹には内緒にした。余計な心配をかけたくなかった。


    　同時にタクトは父親を捜すことにした。しかし、今までと同様で、連絡はつかず途方に暮れる羽目になる。


    　そのため、タクトは手記を調べ始めた。ニコラ・フラメルという名称や幾つかの単語、実験の記述を調べるうちに、「錬金術」という技術が関わっていることがわかる。


    　実家がそんな怪しげなものに関わっていることにタクトは驚いた。また逆にそれ以上のことを調べようとすると壁にぶち当たった。「災さい厄やく」はジオ・グラムとやらが関係していそうだが、そもそも災厄が何を示しているのかがわからない。


    　その頃、都内では原因不明の昏こん睡すい病の話題が大きく取り沙ざ汰たされていた。


    　当初、タクトは単なるニュースの一端としか捉えていなかった。だが、昏睡病患者に必ず出現する痣あざの画像を見て、彼は動揺する。


    　それは、肩けん甲こう骨こつに出た痣と、酷似していた。


    　奇病が発生した時期と、異能に目覚めた時期はかなり近い。災厄と昏睡現象に何らかの関連があるのではと、タクトは推測した。


    　だが、それを調べようとした矢先、よりにもよって妹が奇病にかかり倒れた。


    　狼ろう狽ばいしたタクトは、より一層、調査に力を入れ始める。昏睡現象の原因を突き止めることが、妹を救うことに繋つながるのではないかと一いち縷るの望みをかけた。


    　だが、何も進展がないままに、二年の月日が経過していった。
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    「──それで今日、ジオ・グラムっていう言葉を偶然聞いて、確かめに行ったらあの変な連中に襲われた、という経緯です」


    「……なるほど。なぜお主が情報を持っておらぬか、理解できたわ」


    　机の空いているスペースに腰掛けていたルナは、手に持っていた古文書を閉じる。


    「ゼラ・ハイヴや番人についての詳細がなく、情報が断片的でお主が事態を把握できずにいたのは、当主である父親が重要な部分を意図的に抜き出しているせいぢゃな」


    「親父が？　なんでそんなことを……」


    　タクトが聞くと、ルナはため息を吐つき、やはり知らんか、と気けだるげに呟つぶやく。


    「儕ともがらとなる一族は、異界門顕現マグヌス・オプスを未然に防ぐため不穏分子を監視する役目も担っておる。お主の父親は、陰で任務を遂行していたに違いあるまい」


    　タクトは、驚きよう愕がくで目を見開く。


    「番人の存在も役目も機密事項であり、それらが外部に漏れることはあってはならぬ。それ故ゆえ、肝心な情報は、このような他人に把握できる形では残しておらんぢゃろう」


    　ルナの説明を聞きながら、タクトは母親の言葉を思い出していた。


    　母親はいつも、家に戻ってこない父親のことを、「お父さんはとても大切なことをしてるから恨まないであげて」と庇かばっていた。


    　それは、仕事のことではなかったのだ。


    「実の息子に何の情報も与えていなかったのは、一いつ子し相そう伝でんとして時期が来るまで伏せているのが慣習なのか、監視任務で危険な立場にあり狙ねらわれていたか、あるいはその両方か」


    「ね、狙われるって……！」


    「何を驚く？　監視役ということは、それだけ因縁を持つ敵や組織もできよう」


    　タクトは言葉を失う。


    　父親は、そんな危険と隣り合わせにいたというのか。


    　だが彼は、それを疑うことも、信じることもできなかった。判断すべき父親についての材料が、ほとんどないせいだった。


    　タクトは、不在がちの父親とは幼少期から、ろくに会話もしていない。そもそも御み厨くりや家自体が父方の親戚と疎遠なために、父親のことを良く知る大人と出会ったことがない。


    　ふと、母の葬式で言った父親の言葉が蘇よみがえる。


    　父親は、何度連絡しても看病に訪れなかった理由を、仕事のためと言い訳していた。


    　それはおそらく、御厨家当主としての任務を口外できなかったせいだ。


    　だが、何も知らなかったタクトは、もう二度と会いたくないと、父親を罵ののしった。


    「なんぢゃ、難しい顔をして。何か言いたいことでもあるのか？」


    　ルナが訝いぶかしみながら問いかけ、我われに返ったタクトは首を振る。


    「い、いや、特に何も……」


    　タクトが誤ご魔ま化かすと、ルナはつまらなさそうにふんと鼻息を吐き、書物を床に捨てる。


    「とにかく、この残された情報から此こ度たびの現象を類推していくしかあるまい」


    　そしてルナはテーブルから降りて振り向く。値踏みされるかのような遠慮のない視線にタクトが戸惑うと、彼女は聞いた。


    「では、先ほどの話に戻そう。お主は、誰のために昏こん睡すい現象の謎なぞを知りたいのぢゃ？」


    　タクトは拳を握りしめ、沈痛な表情を浮かべながら、振り絞るように答える。


    「……妹、です。たった、一人の」


    　タクトの側そばにいる家族は、もはや妹だけだ。母を失い、父がいなくなり、二人で支えあうように生きていた。いつも慕したってくれた心優しい妹を失うなど、絶対にあってはならない。


    　そういうことか、とルナは納得し、そして何気ない調子で続ける。


    「よいかタクト。ここにある書物には、病とジオ・グラムとの因果関係や、その治療手段について何らかの手がかりがあるやもしれん。お主が望むのなら、その情報をくれてやろう」


    　その代わり、とルナはタクトを指さす。


    「見返りはきちんと果たしてもらう。それが礼儀というものぢゃろう？」


    　タクトは口をつぐむ。彼女は、自分と関わることのメリットを提示している。


    　それはたとえ人殺しの片棒を担かつぐことになっても、是が非でも得たいものだ。


    　妹のためならば何でもやる覚悟はあった。たった一人の家族として、父親代わりとして、守れるのは自分しかいない、と。


    　そして何より、自分の過去の言動を後悔している彼は、立ち止まってしまえばいずれ自責の念で押し潰されることも、わかっていた。


    「……少し、考えさせてください」


    　だが、昨日の今日で、自分の心を整理するための時間が、彼には必要だった。


    　しかし、断れないであろうことも、自覚している。


    　よかろう、とルナは鷹おう揚ように頷うなずき、笑みを深めた。


    



    　その後も、二人の会話は朝方まで続いた。


    　工場で争っていた連中については、ルナはジオ・グラムのことを知る地球人の末まつ裔えいが作った組織と予想していた。


    　だが日本語を理解できないルナは、争奪戦に参加する連中の正体や、拠点を調べられない。


    　そこでタクトの出番となる。


    　争奪戦を繰り広げる組織や、首謀者の情報を集める役目を期待されていた。


    　ルナへの正式な返事は後回しにしたが、タクトはどうやって情報を掴つかむか今後の計画を練り始めていた。
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    　二月終わりの日差しは弱く、道路には霜が降りている。通学路を歩く学生たちは皆、マフラーや手袋で防寒しながらも肩をすぼめ寒さに耐えていた。


    　道行く生徒たちに交じり、タクトもまた高校までの坂道をゆっくりと上っていく。


    　そして、周囲の生徒たちの会話を盗み聞きしていた。それは、昨日起こった事件のことが会話に出ているかどうか、確かめたかったからだ。


    　なにせタクトが把握している限り、テレビでもネットでも昨日の工場襲撃事件の情報が一切見当たらないという、不自然極まる状況にある。


    　あるいは自身が見み逃のがした可能性もあるため、聞き耳を立てていた。


    「あのステージクリアできたか？　奇襲してくるのうざくね？」


    「ねー今日の放課後カラオケ行こうよ。新曲入ったんだって」


    　だが、雑談の中で工場襲撃事件を話題にしている生徒は、誰一人としていなかった。


    　その状況を見てタクトは、やっぱり報道されていないんだ、と納得する。


    　あれほどの事件に、報道機関が何も触れないというのはおかしい。


    　まるで狐きつねにつままれたような感覚だが、タクトは決して夢などではないとわかっている。


    　その状況にいた当事者が一人、タクトの家に滞在しているからだ。


    　そうなると考えられるのは一つ。


    　事件の内容を隠いん蔽ぺいする、何らかの力が働いているのだ。


    　そんな巨大な力を使って隠いん蔽ぺいする理由には、ジオ・グラムが関与しているかもしれない。なら、行使したのはあのガスマスク連中か、あるいはいきなり現れた仮面の女のほうか。


    　いずれにせよ、ジオ・グラムに関わっているであろう連中に、どうにか近づく手段を考えなければいけない。


    　昨晩より、それが彼に課せられた役目となっていた。


    「御み厨くりやタクト君」


    　歩いている途中で唐突に名指しで呼ばれ、タクトは我われに返って顔をあげる。


    　門もん扉ぴに背を預けるようにして立つ一人の女生徒が、彼に視線を送っていた。


    　タクトが立ち止まると、女生徒は一直線に彼に近寄った。


    　その間、生徒たちの、特に男子生徒の目線が女生徒に集中す る。


    「御厨タクト君、ですね」


    　目の前に立った少女の背はタクトより頭一つ分は低い。それでも、見上げるその視線は痛いほどに真っ直ぐで、タクトは頷うなずきながらも気け圧おされた。


    　彼の脳裏に、女生徒の名前が浮かぶ。


    　雪ゆき城しろ莉り緒お。校内随一の有名人だ。


    　剣道部所属で華きや奢しやな体つきながら全国大会出場経験を持つ。成績は学年トップで生徒会所属の秀才。更に学祭のミスコンに無理矢理参加させられたものの見事ぶっちぎりで一位を取るなど様々な逸話を持つ。大変裕福な家柄に育ったお嬢様でもある。


    「ええと……俺に、何か」


    「貴方あなたに話したいことがあります」


    　タクトは困惑する。接点はおろか喋しやべったことすら一度もなく、用件に思い当たる節もない。


    「話したいこと、って？」


    「このような場所では伝えられません。ですから、放課後、この紙に書いた指定の場所に来てください。そこでお話しします」


    　そう言って、莉緒は便びん箋せんを差し出してきた。


    　周囲からざわめきが生じる。


    　あの雪城が、と誰もが驚く。同時に、あいつ誰だよとか、あんな奴いたっけ？　などといったタクトへの印象も少なからず混じっていた。


    　タクトは妹の看病や昏こん睡すい現象の調査で二年前からあまり学校に通っていないため、生徒たちの間でその顔が覚えられていなかった。それが余計に衆目を集めることになっている。


    　唖あ然ぜんとしたタクトに便箋を押し付けると、莉緒はすぐさま踵きびすを返し校舎に向かって歩き出す。


    「お、おい、ちょっと！」


    　タクトは慌てて追いかけようとする。


    　そこで莉緒は軽く振り向き、告げた。


    「私と貴方あなたのみが把握している昨日の出来事、と言えば、わかりますよね」


    　殴られたような衝撃が走る。


    　まさか、工場で起きた事件のことを言っているのか。


    　タクトが息も忘れて立ち尽くしていると、必ず来てください、と言い残し去っていく。


    　成り行きを見守っていた野次馬は、昨日って何かあったっけ、と顔を見合わせているが、チャイムが鳴るのと同時に皆一目散に校舎へ向かっていく。


    　ただ一人、タクトだけが時間を忘れたかのように取り残されていた。


    



    「この辺かな」


    　渡された手紙にある住所を検索しながら繁華街を歩き、彼はアーケードの路地を入っていく。


    　指定の場所に辿たどり着くと、そこは古ぼけた喫茶店だった。半地下になっていて、ドアは階段を下りていったところにある。タクトは一度深呼吸し、店内へと入った。


    　店内では落ち着いたクラシック音楽が響いていた。ソファー席が四つとカウンターがある。


    　タクトは入り口で店内を見回し、ソファー席に座る制服姿の少女を見つける。


    　小走りで近寄ると、莉り緒おも気づき顔を上げた。


    　莉緒に、どうぞ、と対面の席へ座るよう促され、タクトは黙って座る。


    「わざわざ来ていただき、ありがとうございます。ちゃんと会話するのは初めて、ですね。この格好では」
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    　含みのある言葉。タクトは真剣な面おも持もちで答える。


    「……昨日、工場の火災現場にいたのは、やっぱり君……雪ゆき城しろだったのか」


    「そうです」


    　やけにあっさりと認める彼女にタクトは拍子抜けする。


    「ここに貴方あなたを呼び立てたのはほかでもない。昨日の工場の件。そして貴方の身に何が起こったかを伝え、判断を委ゆだねるためです」


    「判断？」


    「ええ。自分の今後について、決めてもらいます」


    　抑揚のない声には、威圧感があった。


    「先に聞いておきますが、体に痣あざのようなものは出ていますか。紋様のような黒い痣です」


    　心臓が跳ね上がる。だがタクトは、その動揺が顔に出ないよう押しとどめた。今の自分は、何も知らない高校生として見られているのだ。


    「……ああ、ええと、肩けん甲こう骨こつにある。痣が。でもそれがどうしたんだ」


    　聞き返しながら、タクトは変化を見み逃のがすまいと莉り緒おの顔を注視する。


    「貴方のその痣は、適応化している証拠です」


    「適応化？」


    「異能の力を身に宿した、と言い換えられるでしょうか。貴方はあの工場で、半透明の光る物質を目にしませんでしたか？　それに触れた結果、貴方は異能に目覚め、傷の治ち癒ゆを行うことができたのです」


    　タクトは驚き、返事をできなかった。


    　半透明の光る物質とは、炎の中に浮かんでいたあれに違いない。


    　つまりあれこそが、ジオ・グラムだったのだ。


    　しかしガスマスクの男に倒されてその物質を見失ってしまった。


    　最後に触れていたのは、タクト自身だ。


    　接触により寄生されるというルナの言葉を思い出していると、莉緒は更に続ける。


    「動揺しているのはわかります。しかし、異能を宿した瞬間、貴方はそれが何の力であるかを悟り、そして本能的に能力を行使した。適応化した者は皆、最初から能力を理解しているというその変化に戸惑うものです」


    　タクトは心中で肯定する。本に触ったときもそうだった。だが、莉緒は工場でジオ・グラムに寄生されたことがキッカケと信じているため、そこは齟そ齬ごが生じている。


    　事情を悟られるわけにはいかないので、タクトはその認識に合わせた。


    「……確かに、あのときはそう感じた。でも、それに触れてなんで異能が生まれる？　そもそも、雪城はどうしてそうなることを、知ってるんだよ」


    「私も適応化しているので、既に体験しています」


    　抑揚のない返答にタクトは衝撃を受け、莉り緒おを凝視する。


    　彼女にも、何らかの異能が備わっているというのか。確かに、常人の動きではなかったが。


    　そこで莉緒は澄ました顔で、テーブルの上にあったメニュー表を差し出した。


    「いろいろと説明しますが、その前に何か頼んでください」


    「……水でいいよ」


    「それではマスターに失礼でしょう。ここのコーヒーは絶品ですから」


    　じゃあそれで、とついタクトは応じる。莉緒は、カプチーノを頼んでいた。


    　初老のマスターがカップを二つ運んできてから、莉緒は話し始めた。


    「では、本題に入ります。少し長い説明になりますが、貴方あなたの疑問にも答えることになる。まず、貴方は錬金術というのを知っていますか」


    「ええと……金に変えるってやつ、か？」


    「一般的な認識はそういうものでしょう。鉛を金に変える。人間を不老不死に変える。物質に宿る魂を糧かてとしてそのものの構造を根本的に改質させ、まったく異なる性質を持たせる研究が錬金術です。その最終的な絶対目標は、『賢者の石』を再現することにある」


    　そこで一拍おき、彼女は告げた。


    「私は錬金術を研究する組織『アガスティア』の一員です」


    　タクトは眉まゆをひそめる。莉緒の表情に変化はない。


    「一員って……じゃあ、雪ゆき城しろもその賢者の石を作ろうとしてるのか？」


    「正確には、入手しようとしている、です。今、この東京には、その効用から賢者の石と呼称されていた……正式名称ジオ・グラムという物質が出現し始めています」


    　莉緒が言うには、ジオ・グラムは十四世紀頃に発見されたという。突然に出現した、柔らかい石と例えられたその物質は人体に融合することで、超常現象を引き起こす力を付与した。


    　ということはやはり、父親もジオ・グラムに関わる錬金術師、で間違いないのだろう。


    　タクトが眉根を寄せていると、莉緒が聞いた。


    「どうかしましたか」


    「い、いや、なんか凄すごい話だな」


    　咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かしてコーヒーを飲む。まだ熱くて舌を火傷やけどした。


    　莉緒は怪け訝げんそうにしていたが、しかし追及することなく続きを話し始める。


    　錬金術組織はジオ・グラムを入手しようと、あるいは再現しようと躍やつ起きになった。だが過熱するあまりに国を巻き込んだ戦争に発展する。結果として、ジオ・グラムは数人の錬金術師の手により全て破壊され、出現することもなくなった。


    　タクトは聞きながらも疑問に感じる。


    　ルナの話と一致するが、異世界人の存在が出てこない。


    　御み厨くりや家が機密事項にしていたあたり、表沙ざ汰たにできないことなのだろうか。


    「それでも錬金術組織はジオ・グラムを再現しようと研けん鑽さんを積み、現代まで存続してきた。この世界中に、錬金術師の血筋、組織に属する人間は数多く存在しています」


    　おそらくそこには、彼自身が知らないだけで、御厨家も含まれているのだろう。


    「雪ゆき城しろの家も？」


    　莉り緒おは頷うなずく。


    「昨日、私があそこにいた理由は、ジオ・グラムを手に入れるためにほかなりません。結果として、貴方あなたに融合されてしまいましたが」


    「そういうことか……で、あんな変な仮面をつけて、正体を隠してたんだ」


    「変？　凄すごく格好いいと思うのですが」


    　莉緒は首を傾かしげていた。


    　タクトは咳せき払ばらいして話題を逸そらす。


    「ええと、雪城以外にも銃を持った連中がいたよな。あいつらも錬金術組織なのか？　そもそも石を手に入れてどうするつもりなんだ」


    　その問いかけに、莉緒は間を置いて返答する。


    「貴方は、都内で問題になっている眠り姫症候群のことは、当然知ってますよね」


    　話の流れと異なる、それでいて彼に一番なじみ深い話題だった。


    「昏こん睡すい病患者にも同じ紋様のような痣あざが出ています。調査の結果、奇病もジオ・グラムと融合したことが原因だと判明しました」


    　タクトは一瞬息を忘れ、そしてテーブルの上に身を乗り出していた。


    「やっぱりそうなのか!?」


    「やっぱり……？」


    　莉緒が神妙な顔つきになる。


    「貴方は、わかっていたのですか？」


    「ああ、いや……妹が、眠り姫症候群にかかってて……痣のことはすぐに気づいてたんだ」


    　タクトが咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かすと、莉緒が大きく目を見開いた。


    　しかし、タクトは彼女の反応に構っていられず、睨にらみつけるように莉緒を凝視する。


    「教えてくれ、ジオ・グラムのせいだっていうけど治す方法はあるのか？　なぁ！」


    　タクトは糾弾するように問うていた。


    　だが莉緒は答えず、目を伏せる。その手はテーブルに置かれたレシートを握りしめ、くしゃくしゃにしていた。


    「……これで、貴方には関わってもらうしかなくなった」


    「えっ？」


    「私たちがジオ・グラムを手に入れようとする理由はただ一つ。昏睡病患者を救うためです」


    　タクトは驚き聞き返そうとしたが、その前に莉り緒おが立ち上がる。


    「御み厨くりや君。率直に言います。貴方あなたに、私たちの組織に加入してほしい」


    「……仲間になれ、ってことか？」


    「はい。この場では説明できることが限られています。だけど、もし貴方が私たちに協力してくれるのならば、全てを話します。何より、貴方が妹さんを救いたいという気持ちがあるならば決して損ではない」


    　そして莉緒は、明日また聞くのでそのときまで考えてほしい、と告げレシートを持ってレジまで歩き出した。


    「待ってくれ！　本当に妹を助けられるのか!?」


    　タクトは立ち上がり叫ぶ。莉緒は途中で止まり、少しだけ振り返った。


    「一つ、聞かせてください。貴方は昨日、なぜあの工場にいたのですか」


    　返されたのは、莉緒からの質問だった。


    　タクトは、返答ではなかったことに戸惑うも、莉緒を見据えて答える。


    「……逃げ遅れた人がいないかどうか、心配だったから」


    　それは、事前に想定して用意していた答えだ。しかし、まったくの嘘うそというわけでもない。手がかりが最優先でも、自分の異能が何かの役に立てるかもしれないという気もあった。


    「正義感、というわけですか……でも、今後はそうした行動は控えてください。組織に入るのなら、尚なお更さらに」


    「……なぜ？」


    「気持ちだけでは、何も成し得ないからです。そして、何を優先すべきかを考えてください。貴方がいなくなって誰が悲しむのかくらい、わかるでしょう」


    　莉緒はそう言い残し、店を出た。


    　タクトは席に座り、温ぬるくなったコーヒーを飲みながら、彼女の言葉を反はん芻すうした。
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    　家に戻る頃には既に夜になっていた。タクトは、莉緒の話を思い返しながら玄関の鍵を開け、リビングに向かう。


    　そして、ドアを開けた瞬間、唖あ然ぜんとなった。


    　リビングにはそこら中に空になった冷凍食品の袋やジュースの缶、得体の知れない汁が散乱している。


    「……なんだ、こりゃ」


    　呟つぶやきながら、この家に昨日から居い候そうろうしている女を思い浮かべた。


    　タクトは額ひたいを押さえうなだれる。腹が減って食糧を漁あさったのだろう。せめて飯を用意しておけばよかったと後悔する。


    　だが、部屋を見回してもルナの姿が見当たらなかった。


    　地下書庫かな、と考えたタクトが踵きびすを返そうとしたとき、怒声が響き渡る。


    「遅いっ！」


    　ビクリとしてタクトが振り返ると、廊下にルナが立っていた。


    「んがっ!?」


    　しかも、全裸だった。


    　湯上がりなのか彼女の長い青白色の髪の房が胸元に張り付き、頭の上の耳は水で重くなって垂れていた。尻しつ尾ぽも細くなって地面に落ちている。素肌はほんのり桃色に染まり、健康的な肢体を更に際立たせていた。


    　タクトはそこで我われに返り、弾かれたかのような勢いで後ろを向く。


    「な……！　なんで何も着てないんだ！」


    「今までどこをほっつき歩いておったのぢゃ！」


    　二人の詰問がお互いに叩たたきつけられた。


    　憤慨した様子に、タクトは顔を赤らめながら訝いぶかしむ。


    「どこって……学校、ですけど」


    「む、教導施設に行っておるのか。しかし一言も残さず出ていくとはどういう了見ぢゃ！」


    「いや、その、ルナがぐっすり眠ってて起こすと悪いかなって」


    　昨晩のルナはひと通り説明した後、糸が切れたようにソファーで寝てしまったのだ。


    「……ほほう。妾わらわの体調を慮おもんぱかってか。なかなかよい心がけぢゃ」


    　声が弾んでいるようだったがすぐに、「ぢゃが！」と一際大きくルナが声を上げる。


    「貴様は既に妾と一いち蓮れん托たく生しよう。許可なく外出することは許されぬ。常に妾と行動を共にせよ」


    「は!?　そんなの無理ですよ！」


    「教導なんぞ行かなければよかろう？　それに妾の給仕や支度はどうなる。この通り今でもびしょ濡ぬれぢゃ。はよう体を拭ふけ」


    　タクトの頭の上に疑問符が浮かび上がる。


    「……拭け？」


    「妾の身支度、食事、その他の身の回りの世話は全て従者が行っておった。そしてお主は儕ともがら。この地での協力者であるお主は、衣食住の世話を引き継ぐ義務がある。お主は王族である妾の体を整える権利が与えられることに、感謝せねばいかん」


    　タクトは冗談だろうと思って、はは、と笑ってみた。


    　すぐに「早くせい」と催さい促そくされる。


    「俺は男だぞ!?」


    「なんぢゃ、妾が意識するとでも思うたか？　そんなくだらぬ雑念で奉仕を蔑ないがしろにするのであれば、取引の件は破談にするまでぢゃな」


    　何たる理不尽。


    　タクトはしばらく煩はん悶もんするも、「貴様を燃やすぞ」とドスの利いた声で脅おどされて観念した。


    　彼は目を塞ふさぎながらルナの脇を走り抜けバスルームに行き、バスタオルをひっつかんで仁に王おう立だちしているルナの背中にとりあえずかけた。


    「うむ、丁てい寧ねいに行え。よからぬ動きをしたら消し炭にするぞ」


    　無茶な要求に心の底で悪態を吐つきつつ、タクトは震ふるえる手で水分を拭ふき取っていく。後ろはまだよかったが、前となると恥ずかしさと柔らかさに思春期の少年の理性は吹き飛びそうになった。肌に触れず水分だけをそっと拭き取るという気遣いも、神経を著いちじるしく摩ま耗もうさせる。


    　最後にバスタオルをルナの体に巻き付け、作業は終わった。


    「ま、よかろう」


    　許しが出た瞬間に少年は崩れ落ちる。ルナは見下ろしながらタクトを指さした。


    「では、早急に飯を用意せよ」


    「……こんだけ食い散らかしてるのに？」


    　無残なリビングを見渡しながらタクトが呟つぶやくと、ルナはふんと鼻息を吐く。


    「あの白くてひんやりした箱に入っているのは、保存食か何かであろう？　冷たくかたいものばかりで腹が満たされたに過ぎん。調理済みの温かい料理を出せと言うておる」


    「いやあの、それ、そのまま食べるんじゃなくて……加熱して料理する、んですけど」


    　見たところ、かなりの量の冷凍食品に手をつけられている。しかもちょっと食べてすぐに放り捨てられていた。


    「加熱……火で炙あぶれということか」


    　ルナはおもむろに、近くに落ちていた餃子ギヨーザの袋を取る。そして掌てのひらを当てると、一瞬にして炎が発生し、餃子もろとも袋が消し炭となった。


    「……できぬではないか」


    　ルナがギロリと睨にらみつける。


    　異世界人にどう説明したものかと頭を抱かかえたタクトは、そこでハッとする。


    「ってそんな場合じゃない！　聞いてください。俺、工場にいたあの仮面の女と会ってきたんです」


    　ルナは唐突の言葉にキョトンとした後、目を見開き大おお股またでタクトに近寄った。


    「どういうことぢゃ。まさか儕ともがらだと知り接触してきたのか!?」


    「いや、相手は同じ学校の生徒で、俺を知ってたんですよ」


    　タクトは経緯を簡単に説明する。するとルナは頭痛を催もよおしたように眉み間けんに皺しわを寄せ、タクトの額ひたいを指で小突いた。


    「お主は阿あ呆ほうか！　そんなほいほい簡単に接触する奴がおるか！　其そ奴やつが敵で罠わなだったらどうするつもりだったのぢゃ！」


    「うっ……いや、そんな雰囲気じゃなかったし、生徒だから大丈夫かなって」


    　ルナは腰に手を当てて盛大にため息を吐つき、やっぱり単独行動禁止ぢゃな、と物騒なことを呟つぶやく。そしてジロリとタクトを睨ねめつけた。


    「で、どうするつもりぢゃ。お主の所在が把握されておる以上、迂う闊かつな行動はできんぞ」


    「それなんですけど、考えがあります」


    　壁掛け時計を確認し、告げる。


    「その前に、ちょっと付き合ってもらっていいですか」


    



    　時刻は面会時間ギリギリだった。タクトはルナと連れ立って薄暗い病院のフロアを突っ切り、エレベーターに乗る。ルナは今、タクトの家にあったシャツとデニムパンツを身につけ、獣耳は帽子で隠し、尻しつ尾ぽはジャケットと背中の間に収納している。目的の八階に到着し、二人は人ひと気けのない廊下を歩いて進む。


    　御み厨くりや結ゆ月づき、という表札がかかったドアの前に立ち、ノックを二回。当然ながら返事はない。


    　タクトは構わずドアを開ける。


    　室内は電気も灯ともっていないが、カーテンの間から満月の光が注ぎほのかに明るい。


    　その光が、ベッドで寝ている少女の頬ほおに当たっている。タクトは近づき、少女の寝ている顔を覗のぞき込んだ。


    　卵形の輪郭に、小柄な唇と鼻。ショートの髪型は看護師に綺き麗れいに整えてもらっているため、寝癖もない。その目は閉じられたままピクリとも動かず、果たして夢を見ているのかどうかも定かではない。


    　タクトは布ふ団とんの中からその少女の手を取って握りしめる。温かく、生きている証あかしがここにある。


    「この娘が、お主の妹か」


    　ルナが妹を覗き込み、双そう眸ぼうを細めた。


    「結月といいます」


    　聞きながらルナは、ベッドの反対側に回り込み窓の外を眺めた。


    「……その少女は、死んでおらんが、生きてもおらぬな」


    　ポツリ、と、彼女が呟く。


    「これがジオ・グラムのせいぢゃとしたら、その機能が正常に作用しておらんということになる。能力の発動いかんにかかわらず、ジオ・グラムが生命力を貪むさぼり続けている状態なのぢゃろう」


    　タクトは聞きながら、結月の手を強く握りしめた。痩やせ細った手からの反応は、ない。


    「貪り続けられた結果がどうなるかは想像できんが……しかし、この状態は変わらぬであろうな。ジオ・グラムを肉体から消滅させるか、適切な処置をせぬ限りは」


    「……ジオ・グラムを取り除く術は、ないんですか」


    「あるにはある。ぢゃがゼラでもかなり難易度が高く、特別な施設に依頼せねばならん。この世界に類似する装置や技術があるとも思えぬし、妾わらわにその知識もない……不運ぢゃった、としか言いようがないな」


    　タクトは唇を噛かみ締める。


    　その不運で、妹は死の淵ふちに立たされている。


    　このまま生命維持装置に頼っていても、体は衰弱するばかり。当然、免疫力も落ちていく。医者の見立てでは、もってあと半年ということだった。


    　期限は、刻々と迫っている。明日にでも、妹がいなくなるかもしれない。


    　だからタクトは、一日でも早く妹を助ける方法を、求めた。


    「……俺、あの組織に入ろうと思います」


    　窓際に立つルナの耳が、ピクリと動く。タクトは真剣な表情でルナを見つめた。


    「アガスティアという組織に入って、内部から情報を探ります。多分、錬金術組織に属していたほうが調べられることはずっと多い。首謀者にも辿たどり着けるかもしれない」


    　ルナは、ほう、と呟つぶやき柳りゆう眉びを上げる。


    「諜ちよう報ほう、というわけか。確かに奴らに接近すれば、多くの情報が得られるやもしれん……ぢゃが、番人である妾とお主の関係を気づかれる危険もある。其そ奴やつらが敵対せぬとも言い切れぬ」


    「でも、これが現状で最善の方法だと思うんです」


    　タクトは強い声で、そう言い切った。


    　正直なところ、扉を閉じることも首謀者を捕まえることも重大なことだと認識してはいるが、それはタクトにとって最優先ではない。妹を救えなければ、意味が無い。


    　だからこそ、その目的のための最善策を選ぶ必要がある。ルナが治療法を発見したとして、タクトには実践する技術も知恵も資金もない。異世界人であるルナにもあるはずがなく、それに彼女は自分が帰還することだけしか頭にないだろう。


    　なら、ルナから得た情報を莉り緒おたちに与えたほうが、治療法を確立できる可能性は高い。


    　諜報すると見せかけて内部に入り、信用のおける相手かどうか見極めたかった。ルナを騙だますような感じもあるが、彼女とはあくまでお互いの利益のための関係に過ぎない。


    　ルナはタクトの表情を観察するように見据える。疑われているのかと、タクトは唾つばを飲む。


    「……この妹は、お主にとって特別な存在なのか？」


    「え？」


    　意外な問いにタクトが面食らうと、ルナは理解できないという顔で更に聞いた。


    「ともすれば死よりも恐ろしい目に遭うやもしれぬ。なのに、家族というだけで己の命を張るのか？　それとも、助けなければいけない、止やむに止まれぬ事情があるのか？　……まさか血縁者でありながら男女の関係ではあるまいな」


    「ち、違いますよ何言ってるんですか！　……家族を助けるのは……普通、じゃないですか。それに、俺にはもう、結ゆ月づきしか残っていないから」


    　だがその言葉には、タクトの正直な気持ちが全てこもっているわけではない。


    　彼には、こんな状況に陥おちいった責任の一端が自分にもあるのではという、自責の念があった。


    　しかし、聞いているルナにも反応があった。


    　彼女の顔は歪ゆがみ、まるで剣が突き刺さっているような、痛みを伴ともなっている表情をしていた。


    　タクトが訝いぶかしむと、ルナはその表情を消し去って、ため息を一つ吐つく。


    「……よかろう。ならばお主に一任する」


    　認められたことにタクトは安あん堵どする。


    「ぢゃが決して妾わらわの存在を悟られてはならぬことを肝に銘じよ。余計な戦乱を招くことなく、此こ度たびの首謀者を屠ほふらねばならぬ」


    「わかってます。俺もルナがいてくれないと困る。だから、絶対にばれないようにします」


    　ルナは片かた眉まゆを上げ、薄い笑みを浮かべる。


    「その頼もしい言葉、忘れるでないぞ。それと、あくまでお主は妾に従属している立場であることもな」


    　タクトは再度頷うなずく。月の光を背にした妖よう艶えんな異世界の女の瞳ひとみは、赤く赤く輝いた。

  


  
    



    　第二章　錬金術組織アガスティア


    



    　莉り緒おと会った翌日。その日は学年末テストの開始日で、午前中のみで下校となった。


    　タクトはチャイムが鳴るのと同時に席を立ち、教室を後にする。


    　昇降口から校庭に出ると、下校していく生徒たちが大勢いた。


    　人込みの中でタクトは、目当ての生徒がどこにいるかすぐに気づく。


    　校門前で鞄かばんを両手に持つ莉緒は、明らかに誰かと待ち合わせしているふうに見えた。時折、クラスメイトに話しかけられて笑顔で答えている。


    　タクトは足早に彼女へと近づいた。


    　すると彼の接近に気づいた莉緒が、真ま面じ目めな顔つきになる。先ほどの友人たちに向けていた温和な表情とは違い、剣けん呑のんな視線を向けてきたことにタクトは少したじろいだ。


    　それでも、校門前で待つ莉緒の前に立ち、息を整える。


    「悪い、待たせたかな」


    「別に待っていません」


    　ぶっきらぼうな口調は怒っているように聞こえたが、莉緒は澄ました顔でいる。タクトにはどうにも彼女の感情が読み取れなかった。


    「……それで、昨日の件、だよな」


    「ええ。返事を聞かせてください」


    　タクトは深呼吸して、拳を握り口を開いた。


    　が、言葉を出す前にどこからか視線を感じ、周囲に目をやる。


    　下校途中の生徒たちが立ち止まって、一様に二人の様子を窺うかがっていた。


    「おい！　昨日の話はマジだったのかよ！」


    「雪ゆき城しろさんてあんな野郎がタイプなんかマジショック」


    「ねぇねぇ早く来なよ今告白してるんだって！」


    　ヒソヒソ話と自分への視線の集中に、タクトは今どんな状況にあるのかを悟り青ざめた。


    「……まずい」


    「？　何がですか」


    　莉り緒おが不審げに聞いたとき、タクトは莉緒の手を取って駆け出した。


    　背中に野次馬の歓声を受けながら、二人は走って体育館の裏まで行く。


    　誰もいないことを確認して、タクトは額ひたいを手で押さえ嘆いた。


    「はぁ……面倒臭いことにならなきゃいいけど」


    　この二日でタクトは悪い意味で目立つ存在だった。妹や両親のことに余計な詮索をされたくないと、クラスメイトと距離を縮めてこなかったが、逆にそれが仇あだになっている。


    　と、そこで莉緒がずいと彼に近寄った。


    「なぜ移動する必要があるのですか。あと馴なれ馴れしく手を握りしめないでください」


    「あ！　ああ、ごめん」


    　咄とつ嗟さに手を離してタクトが一歩下がると、莉緒が胡う乱ろんげな目つきになる。


    「で、どうしてここに来たんですか。何か異常がありましたか」


    「異常っていうか……気づかなかった？」


    「別に。普通でしたが」


    「いや、その……告白してるみたいに見えたんだよ、雪城が」


    　タクトの言葉に莉緒は理解した顔つきになり、そして見る見るうちに頬ほおが赤く染まった。


    「だ、誰が告白なんてしますか！」


    「だから、そう見えただけだって！　誤解されてたんで、逃げたんだよ」


    　莉り緒おは何やらショックを受けた顔つきになった後、顎あごに手を添えぶつぶつ呟つぶやき始める。


    「そんな……あれで告白してるふうに見えるというの？　時と場所は関係ないということ？　台詞せりふが重要なのかしら。漫画だと確かに校門前のシチュエーションもあるけど……わからない」


    「あの、雪城？」


    　そこで莉緒はハッとすると、ぶんぶんと手を振る。


    「何でもありません！　と、とりあえずこちらに来てください」


    　なぜか慌てたように、莉り緒おは先導して歩き始めた。


    　タクトは首を傾かしげながらも、後をついていく。


    



    　それから二人は裏門から学校を出て、人目につかない道を選んで進んだ。


    「で、先ほどは中断してしまったけれど、話の続きです。貴方あなたに協力の意思はありますか」


    　タクトは莉緒の隣に並んで歩き、頷うなずく。


    「組織に入ろうと思う。よろしく頼みます」


    　莉緒は軽く息を吐いた。


    「わかりました。では、私たちの拠点へ案内します」


    「これから？」


    「ええ。車を待たせてあります。会わせたい人物がいるので」


    　タクトは意外に思うが、事を進めるなら早いほうがよかった。


    　それに万が一のときには、ルナと連絡を取れるように準備してある。彼女には妹の携帯を預けていたのだ。


    　ルナは通話方法を把握するといたく興奮して何度も電話をかけるなど面白がっていたが、その有用性を実感していた。


    　いざとなれば助けに来てくれるはず、とタクトが考えていると、莉緒は何の変哲もないコインパーキング場に入る。そして、停車している黒いセダンに近づき、迷うことなく後部座席のドアを開けた。


    　どうぞ、と促され、タクトは遠慮がちに車内に入る。


    「お願いします」


    　莉緒がタクトの隣に乗り込み運転席へ声をかけると、車はゆっくりと走り出す。運転席を覗のぞき見ると、スーツ姿の男が運転しているが、後ろからなので表情までは見えない。


    　車は市街地を走る。しばらくして、タクトは莉緒に話しかけた。


    「どのくらいで着くのかな」


    「あと三十分くらいです」


    「結構遠いんだ」


    「そうですね。あまり一般の方が足を踏み入れる場所には作ってないので」


    　極秘の錬金術組織だから人里を離れる必要があった、という事情だろうか。


    「貴方が加入するのであれば、今日のように迎えではなく、今後は一人で来てもらうことになります。後で詳細な地図を渡します」


    「そっか……じゃあ頑張って覚えるよ」


    「検索すればすぐにわかりますから、大丈夫だと思いますよ」


    　検索？　とタクトの頭に疑問符が浮かぶ。まさかネットで検索すれば組織名が出てくるとでもいうのか。


    　そこで莉り緒おとの会話が一旦途切れたので、タクトは別の話題を振った。


    「あの、雪ゆき城しろ……聞いていいかな」


    「どうぞ。私に答えられる範囲なら、お答えします」


    「雪城の家族も組織にいるのか？」


    　タクトがそう聞いたのは、子供に事情を隠していた御み厨くりや家と、他の錬金術師の家系でどう違うのかを知りたかったからだ。


    　ピクリ、と莉緒の頬ほおが動いた。


    「……いいえ、私のみです」


    「え？　でも、雪城の家は錬金術師の家系だって……」


    「父は、他の組織に加入していました。ですがもうその組織はありません。私がアガスティアにいるのは、事情があるからです」


    　タクトには、心なしか莉緒の声に刺とげが混じっているように聞こえた。


    　少し不審がりながらも、続けて聞く。


    「その事情って、今回のことに関係あるのか？」


    　しかし、彼女からすぐに返事は来なかった。


    　車中は無言に包まれ、妙な空気が張り詰める。


    「そんなことを知って、どうするつもりですか」


    　莉緒が聞く。まるで敵てき愾がい心しんを込めたような響きだった。


    「いや、単に興味、で……」


    「生あい憎にく、プライバシーの関係でお答えできません」


    　莉緒は一切タクトのほうを見ようとせず、会話は途絶えた。


    　先ほどまで普通だったのが、いきなり彼女の態度が変わりタクトは戸惑う。


    　何か、家族のことで問題があるのだろうか。


    「おいおい嬢ちゃん。折角の同級生なんだろ？　もうちっと優しくしてやれよ」


    　声は運転席からした。目を向けると、運転手の男がバックミラー越しに顔を見せている。垂れ目で無ぶ精しよう髭ひげを生はやした三十代くらいの男の顔が映っていた。


    「別に。普通の会話です。東あずまさんに咎とがめられる所以ゆえんはありません」


    「そうやって可愛かわいげのねぇ態度してっとモテねぇぞ」


    「そ……！　そんなの私には関係ありません！」


    　莉緒が運転席を睨にらみつけると、東と呼ばれた男はカラカラと笑う。


    「ええと……？」


    「ああ、悪い。名乗ってなかったな。東仁じんだ。よろしくな」


    　タクトはバックミラーに向けて会釈した。ちょうどそこで車は赤信号に捕まり止まる。


    「俺は組織全体のサポート役を担当してる。ジオ・グラム発生地の調査だとか、周辺の封鎖だとかな。まぁお前らの援護が最重要だ。しっかり守ってやるから、安心しとけ」


    「……東あずまさん。まだ彼は組織についての詳細を把握していません。余計なことを言わないでください」


    「別にいいじゃねぇか。そいつはビビって逃げ帰る玉じゃなさそうだしよ」


    　バックミラー越しに東がニヤリと笑っていた。


    　会話についていけないタクトは莉り緒おに尋ねた。


    「何の話？」


    「後で説明します」


    　莉緒がぶっきらぼうに答えると、信号が青に変わり、車は発進する。


    「ま、嬢ちゃんのそれは照れ隠しって思っとけよ、坊主」


    　東が冗談めかして言ったものの、当の莉緒は更に不機嫌そうになり、ますます居い心ごこ地ちが悪くなるタクトだった。


    



    　タクトを乗せた車は、きっかり三十分後にそこに到着した。


    　雑木林に覆おおわれた土地に、巨大な建造物が建っている。建造物を囲む塀にはプレートが掲げてあり、「財団法人　犀さい星せい薬理化学研究所」と書いてあった。


    　白い外壁の研究所で、特段に変わった様子はない。


    「じゃあ後でな」


    　東は運転席から告げると、また車を発進させてどこかへ移動していった。


    「こっちです」


    　莉緒は迷いなく研究施設の正面玄関に入った。簡素なフロアには受付とパンフレットなどの資料、それに待ち合わせのためのソファーがある。


    「ああ、莉緒さん。おかえりなさい」


    　フロアを通りかかった男が、莉緒に声をかけてきた。男は小太りで白衣に身を包み、人懐こそうな笑みを浮かべている。


    「ただいま戻りました。こちらが例の少年です。御み厨くりや君、こちらは副所長の間ま宮みやさん」


    　間宮と呼ばれた男は笑みを浮かべながらも、目に真剣な色を帯びて手を差し出す。


    「はじめまして間宮です。どうぞよろしく」


    「ど、どうも」


    　間宮はタクトの手を握るとブンブンと大きく振った。


    「適応化もしていない一介の研究者の私にはお手伝いできることなど限られていますが、治療薬については全力で頑張ります。お互い、尽力しましょう」


    　それだけ言うと間宮は手を離し、所長は奥にいますよ、とだけ伝えて去っていった。タクトはポカンとしながら莉り緒おを見る。


    「ここ、アガスティアの拠点、だよな？」


    「そうです」


    　莉緒は簡潔に答え、歩いていく。錬金術という一種のオカルトめいた怪しさは欠片かけらも感じられず、タクトは首をひねりながらもついていく。


    　莉緒は職員用通路に入ると、ど真ん中で立ち止まった。白い壁に近づき、掌てのひらで触る。


    　ピッ、という電子音が鳴った。直後、白い壁に亀裂が入り、内側から空気が漏れてくる。壁はスムーズな動きで左側にずれていった。


    　タクトが驚きとともに内部を覗のぞくと、そこには同じように白い通路が続いていた。


    「隠し扉……？」


    「敵対勢力が侵入したときのための防衛装置です」


    　侵入、という言葉には物々しさがあった。莉緒が歩き始めるのに続き、タクトも進んだ。


    　通路は白い外壁が続いていたが、やがて変化があった。壁がガラス張りとなり、向こう側の光景が二人に見えてくる。


    　室内には、巨大な円筒状の物体があった。透明な円筒の中は何かの液体で満たされているようで、気泡がぼこぼこと浮かび上がっている。白衣を着た人間が何やら記録を取っていた。


    　そして、溶液の中では、煌きらびやかに輝く物体が浮遊していた。


    　タクトは立ち止まり、目を凝らして確認する。


    　半透明で、正方形のブロックが何個か連なったような形状をした物質だった。形は違うが、工場で見たジオ・グラムと似ていた。


    　次の瞬間、楕だ円えん形の物体が見えた。瞬まばたきをした後で再確認すると、それは輪っかが捻ねじれたような奇妙な形状になっていた。更に時間を置くと、菱形の物体がネックレスのように繋つながった形状になった。


    　一つの物質が、数秒ごとにまったく違う形状に変質しているのだ。


    「我われ々われが回収したジオ・グラムです。貴方あなたが見たものと似通っているはず」


    　莉緒が一緒に覗く。タクトは変形を繰り返す不可思議な物質に目を奪われた。


    「……あんなもんが、体に入ってるんだな」


    　タクト自身は、寄生された体験をしていない。だからどのようにあの不思議な物質が体に入っていくのか、想像もつかない。


    　しかし同時に、彼は工場内で見たジオ・グラムのことが気にかかった。


    　寄生がもし、触れた瞬間に消え失せてしまうほどの超速で行われるのなら、どうなるか。


    「どうしました？」


    　莉緒が不審げに声をかけた。タクトは我に返り、咄とつ嗟さに思考とは別のことを話した。


    「あれを回収して治療の研究してるんだよな？　どれくらいまで進んでるんだ？」


    　莉り緒おは少しだけ目を伏せる。


    「残念ながら、まだほとんど成果は出ていません。なにせあれだけの特殊な物質だから、錬金術の知識をもってしても、すぐには……」


    「……そう、か」


    　現実を突きつけられ、タクトは気落ちするのを避けられなかった。


    「詳細についてはこれから紹介する所長が説明します。行きましょう」


    　莉緒は歩き出す。タクトは、もう一度円筒に入ったジオ・グラムを見つめた。


    　まだ治療法は確立していないにしても、これだけの研究施設ならば、ルナが書物から得た情報を与えればきっといい成果を出してくれるはずだ。そのためにも、ルナとは良好な協力関係を維い持じしていかなければいけない。首謀者のことも並行して、情報収集する必要はある。


    　あとは、ここの所長とやらがどんな人物なのか、によるだろう。


    　タクトは緊張しながら、莉緒の後を追った。


    



    　廊下を五分ほど歩き、突き当たりにある扉の前で立ち止まる。莉緒が前に立つと扉は自動で開いた。


    　室内は、木目デザインの壁で床には上質な絨じゆう毯たんが敷かれていた。ソファーとテーブルが中央に設置され、壁際のデスクで、白衣をきた男がパソコンに向かって何かの作業をしていた。


    「所長。お連れしました」


    「ああ、ご苦労様」


    　顔をあげたのは、閉じているかのような細長い目に、頬ほおがこけた痩やせぎすの眼鏡めがねをかけた男だった。髪には白いものが混じり、五十代くらいに見える。顔色が悪そうな面めん貌ぼうを緩和させる、柔和な笑みを浮かべていた。


    「君が御み厨くりやタクト君だね。遠いところまでわざわざすまなかった。さぁ座ってくれ」


    　タクトは莉緒と共にソファーに腰掛ける。所長も向かい合うようにソファーに座った。


    「まずは自己紹介しよう。ここ、犀さい星せい薬理化学研究所長の六ろく条じよう時とき宗むねといいます。同時に錬金術組織アガスティアの統括者でもある。この建物は一見すると錬金術に関係なさそうで、驚いたでしょう？」


    　タクトが素直に頷うなずくと、六条は笑みを深める。


    「過去より多くの科学者は錬金術師でもあった。万有引力を提唱したニュートンが有名だろう。十六世紀から始まった錬金術の継承は現在も続き、錬金術師家系の人間は表向きは科学者で、裏の世界では錬金術師として活動している者が多い。副所長の間ま宮みや君や僕のようにね。だけど昔と違い、公にその存在を世に示すことは禁じられ、こうしてカモフラージュしている。ある程度の情報隠いん蔽ぺいも行われているんだ」


    「なんで、禁じられてるんですか」


    「それは、ジオ・グラムによって起こった戦乱が原因だ。当時の文献によると、ジオ・グラムの力で黄金の精製や、長寿命化も可能であったと記されてある。それ故ゆえに、その価値に魅せられた貴族、軍が私利私欲のために奪い合い、結果としてジオ・グラムが消滅してしまった。そしてジオ・グラム及び錬金術の研究成果を世間から秘ひ匿とくし、無益な争いを生まぬよう自制してきたんだ。純粋な学術のためにね。だが今、その禁きん忌きが破られている状況にある」


    　何を指しているかタクトが気づくと、六ろく条じようが頷うなずいた。


    「既に莉り緒お君から聞いている通り、我われ々われは君の体内にも融合した、ジオ・グラムを巡り他の錬金術組織と対立している」


    　六条は静かな声こわ音ねで話し始める。


    　錬金術組織に伝わる古文書には、ジオ・グラムという幻の物質の存在が記されている。それは後世に伝わっていく段階で「賢者の石」という俗称がつけられていた。


    　その物質が都内に出現していることは、眠り姫症候群の続発をキッカケに気づいたという。


    「我々はジオ・グラムという物質がどこからやってきて、なぜ人体に融合し、能力に目覚める者と昏こん睡すいする人間に分かれるのか、独自に調査することにした」


    　ジオ・グラムは、文字通りあらゆる場所に出現した。ある空き地、建築現場の一角、下水道、ビルの壁の中、山中深くなど、節操がなくそこに法則もない。


    　アガスティアは培つちかってきた錬金術の知識を用いて、精度は低いながら出現場所を割り出す技術を編み出した。


    　だが、それはアガスティアに限った話ではなかった。他の錬金術組織も検出方法を構築し、そして、ジオ・グラムを欲する組織同士が、争奪戦を始めるのにそう時間はかからなかった。


    　そこで、タクトは思わず六条の話を遮さえぎる。


    「ちょっと、待ってください。昏睡現象はジオ・グラムのせいなんですよね。組織同士が協力して、治療法を見つけることもできるんじゃないですか」


    「残念ながら、全ての組織が同じ志を持っているわけではないんだ」


    　六条は少しだけ目を伏せ、答える。


    「ジオ・グラムは錬金術師にとっての悲願であり、組織の存在理由でもある。そして、この数百年間に裏社会で独自に形成されてきた大半の組織は、非合法かつ有益な研究実績を持つが故に政府や企業、マフィアなどと癒着している。そのため権力志向が拡大し、危険な思想に取り憑つかれている。彼らは一般人のことなど、眼中にないんだ」


    「そんな……！」


    「現に君も見たはずだ。ヘテログリフの非道な行為を」


    「ヘテロ、グリフ？」


    　聞き返すと、六条は眼鏡めがねのブリッジを中指で押し上げる。


    「黄金十字秘協会から派生した新興の錬金術組織だ。現在、大小問わず数十もの錬金術組織が世界中に確認されているが、ジオ・グラムの確保に動いているのは日本では京都御領秘術協会とここアガスティア。そして、海外に拠点を置くローゼンエレメンツとヘテログリフの二組織が、東京へ部隊を派遣してきている。このうちもっとも好戦的な組織がヘテログリフだ」


    「あのときガスマスクを被かぶっていた大勢の人間が、そうです」


    　莉り緒おが付け加える。


    「彼らは一般人を巻き込むことを厭いとわず、ましてや積極的に排除しようとする。京都やローゼンはまだ一般人には手を出さない。だけどヘテログリフはあんな日常の中で、平気で銃を撃つ。最低な組織です」


    　莉緒の辛しん辣らつな言葉には、実際に相対している者の実感と怒りが込められていた。


    　六ろく条じようは莉緒の言葉に頷うなずく。


    「僕たちが特効薬を作ろうとする唯一の組織だろう。今は莉緒君に協力してもらい、石の回収を行っている。サンプルを多く解析すれば、治療の手がかりが掴つかめるかもしれないからね。だけど敵対勢力がいる限り、回収も一筋縄ではいかない」


    　そこで、六条は真剣な表情でタクトを見つめた。


    「今日呼び立てたのはほかでもない。君に、ジオ・グラムを回収する仕事をお願いしたいんだ」


    「俺が……ですか」


    　タクトは軽く驚きつつも、仲間に入れとなぜ提案してきたのか察した。


    「適応化して『適応者』となった者は、別の石に触れても融合はしない。安全に確保できるからこそ、莉緒君や君の協力が不可欠になる」


    「だけど、他の人間でもできるんじゃないんですか？」


    「勿もち論ろん、素肌を露出しない完全防備状態であれば、接触は可能となる。だけど戦闘で装備が欠損し、素肌が露出する場合も多々あるだろう。そんなとき、どこに存在するかわからないジオ・グラムに触れてしまえば隊員が昏こん睡すいしてしまう。人員や装備、資金面にも限りがあるからこそ、不安要素の少ない莉緒君に回収してもらっていたんだ。加えて、次の出現から君に動いてもらえば作戦もより楽に──」


    「待ってください」


    　はっきりとした声が六条の話を遮さえぎる。


    「所長は、彼を作戦に投入するお考えのようですが、それには異議があります」


    　莉緒が刺すような眼光で六条を見据えていた。


    「私は、組織での保護を考えてご相談しました。乱戦が想定される作戦において、素人の彼をいきなり投入すればリスクが増大します。そうまでして回収役を増やすことが必要でしょうか」


    　本人を目の前にして、足手まといだ、と暗にほのめかしていた。当のタクトはきっぱりとした物言いに、口をぽかんと開けてしまう。


    「確かに、もっともな見解だ。しかし何も彼に銃を持って戦えと頼んでいるわけではないんだよ？　回収だけしてもらえばそれでいい。君も戦闘に専念できる。彼には、東あずま君に実戦向きのトレーニングを施ほどこしてもらうつもりだし」


    「お言葉ですが、所長。そのような付け焼き刃では作戦に支障をきたし、最悪は人質になるなど混乱を招く要因にもなりかねません。まずは彼を組織で保護しつつ、時間をかけて技術を習得してもらうことを提案します」


    　莉り緒おの言葉は理論武装されつつも険のある声こわ音ねで、圧力に押された六ろく条じようは苦笑していた。


    　そこで、タクトは会話に入り込む。


    「じゃあ雪ゆき城しろも、十分に特訓を積んでたのか？」


    　そう聞くと、莉緒は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔つきになった。


    「…………私の場合は、初期から、実戦参加しています」


    　歯切れ悪く答えるも彼女は、ですが、と付け加えて背筋を伸ばす。


    「争奪戦初期においては各組織が手探りの状態かつ、適応者の情報も出始めだったために有利に運べた、という事情があります。でも、今は違う。それに、私は日頃より剣道の鍛錬を積んでいましたし、能力との相性もよかったので実戦に耐えられたんです」


    「な、なるほど……ええと、でも、俺も武術経験はあってさ。今はやってないけど。トレーニングすれば、少しはマシになるんじゃないかな」


    　六条に肩入れした発言をすると、ギロリと莉緒が睨にらみつけた。


    「たとえ訓練したところで、貴方あなたの能力は戦闘に向いていないんですよ？　銃を持った人間を相手にするのに、どうやって退しりぞけるのですか」


    　タクトは口ごもり、工場でガスマスクの連中と交戦したことを思い出した。


    　死にかけるまでズタボロになった体験は、今でも背筋を冷たくさせる。


    　だが妹を救うために、彼には恐怖で竦すくんでいる暇ひまなどなかった。


    「……危険なことは、十分にわかってる。でも六条さんの言う通り、戦闘要員じゃないなら、俺だって役に立てるんじゃないかな」


    「いいえ。作戦に支障をきたす可能性があるなら、それこそが負担です。なら最初から連れていかなければいい」


    　莉緒はピシャリと拒絶した。


    　まるで莉緒の前に見えない壁があるような気さえした。


    「莉緒君……君の気持ちは、よくわかっているつもりだ」


    　そこで、六条が莉緒の肩に手を置き、神妙な顔つきになる。


    「だけど覚えておいてほしいのは、戦況はどんどん激化しているということだ。ここ一年の間のジオ・グラム出現においては全て他組織と争奪戦になっている。今後も激化するだろう。最善の策を取ることも、長としての務めなんだよ。わかってくれるね？」


    　諭されるように言われ、莉緒はうつむく。そしてスカートの裾すそをぎゅっと握りしめた。


    　まるで、何かに耐えているように。


    「それに何より、タクト君の意思も重要だ。危険度は非常に高い。それを承知で未成年の君に頼まなければいけないのは大人として恥だが……しかし、できれば前向きに──」


    「やりますよ、俺」


    　タクトが即答し、六ろく条じようは驚き顔になった。


    　六条らの信用を得ておくのが重要であるし、できることがあるのに見ているだけは嫌だ。


    「……ありがとう。君の気持ち、非常に助かる」


    　六条は肩の荷が下りたように笑みを浮かべる。そして仏頂面の莉り緒おを見た。


    「ただ、タクト君に戦場に連れていけるような適性がなければ、僕としても作戦に組み込むことはできない。そこで東あずま君にトレーニングがてら、彼の適性を判断してもらおうと思う。それでいいかな？」


    「……了解、しました」


    　渋々、といった様子ながらも莉緒は了承した。


    



    　それからも六条の説明は続いた。


    　タクトが興味深かったのは適応者になる人間の条件だった。


    　適応化するのは、遺伝子に特定の塩基配列を持つ人間のみと判明していた。


    　過去の錬金術師にもその遺伝子を持った人間が存在し、ジオ・グラムと融合できたことから「選ばれし者」と呼ばれていた記録も残っている。莉緒を含め、各錬金術組織にはその適応者が数人ほど確認されているという。


    　更に適応者となった人間は、能力使用時にはその身体機能が飛躍的に上がる。それが莉緒が超人的な動きをしていた理由だった。


    　しかし残念なことに六条たちは、肝心のジオ・グラムが出現する原因については調査中で、何も突き止めていないようだった。彼らはその現象が人為的かどうかもわかっていない。


    　今のところ、扉の場所を突き止めるには首謀者を見つけるしか方法がない。それは、タクトの手にかかっている。


    　首謀者の情報をどう集めるかタクトが思案していると、ドアが開く。


    　室内に入ってきたのは、東だった。


    「頼まれてたもの持ってきたぜ」


    「ああ、ありがとう」


    　東が持ってきた銀色のトレイを六条が受け取る。そこにはメスや消毒液、包帯などの医療器具が揃そろっていた。


    「とりあえず君の能力を把握しておこうと思うんだ。確か治ち癒ゆ能力、だったね。適応者は寄生された瞬間に何の力に目覚めたかわかるというが、まったくもって興味深いよ」


    　と、おもむろに六ろく条じようはトレイの中からメスを持ち上げ、白衣の袖そでをめくった。


    　タクトと莉り緒おが訝いぶかしげに見つめる中、六条は笑いながらメスで自分の腕をすっぱりと切る。


    「なっ……！」


    　タクトが驚きよう愕がくする前で、切られた部位から血が溢あふれ床にボタボタと落ちる。その切断面は深く、軽傷ではない。


    　莉緒が動揺の声を上げた。


    「所長!?　何をするんですか！」


    「実際に自分で確かめないとね。莉緒君のときもそうだっただろう？」


    「そ、それはそうですけど……！」


    「さぁタクト君、治ち癒ゆしてくれ。できれば早めにお願いしたい。この程度では死なないが、あまり気分のいいものではないからね」


    　六条の顔は青ざめながらも、笑みを浮かべていた。


    　自分の体を実験道具として使う六条の貪どん欲よくさに、タクトは呆あきれと畏い怖ふを感じる。


    　しかし、すぐに治さなければいけない状況で、彼は手を出せなかった。


    「どうしたんだい？」


    　六条が不審げに聞いてきたので、タクトは恐る恐る手を出し、六条の傷口にかざす。


    　自分しか治癒できないということが露見すれば、きっと不審がられるはずだ。儕ともがらの特性は機密のため彼らは知らないとしても、中途半端に発現する能力を怪しまれれば、動きにくくなる。


    （……知らなかったで、通していくしかないか）


    　六条には興味本位でいろいろ探られるかもしれないが我慢と誤ご魔ま化かしを続けよう、と判断したタクトは、能力を発動させる。


    　掌てのひらに緑色の燐りん光こうが迸ほとばしった。傷口に集い、光が強まり、室内を灯ともす。


    「……おおっ」


    　六条が感嘆の声を漏らした。反対に、タクトの目は驚愕で見開かれる。


    「な、おった……？」


    　呆ぼう然ぜんと、タクトが呟つぶやく。


    　傷口が、綺き麗れいさっぱり消えた。


    「なるほど。治癒力増加のようだね。念のため包帯も持ってきてたけど、それすらも必要ないねこれは」


    　六条は傷の消えた腕をさする。能力が効いている証拠だった。


    　その間もタクトは目を見開いて硬直し続ける。


    「ジオ・グラムは自身を極小に分解し遺伝子に情報を組み込むんだが、そこで能力が覚醒する。でも発現する能力は個人によってバラバラでね。多くは何らかの化学反応、物理現象を増幅させる触媒のような役割を持つが、単純に現象を変質改変するタイプもある。君は前者のようだ」


    　熱に浮かされたようにペラペラと喋しやべる六ろく条じようを前に、タクトは反応することができなかった。


    　掌てのひらを凝視する。他人に、治ち癒ゆの効果が発動した。


    （なん、で？　どうして……できたんだ？）


    　タクトは能力が発動して二年間、いろいろと能力を試してきた。しかし、一度も自分以外を治癒できたことはない。ルナも、それが儕ともがらの特性だと言っていた。


    　いきなり能力が変質している原因が掴つかめず、タクトは動揺するしかなかった。


    　莉り緒おは楽しそうな六条を見て、苦い顔つきになる。


    「……所長。安易な真ま似ねは慎んでください。見る限り、失った血液までは復元できていません。体力の衰えた体では危険です」


    　窘たしなめる言葉に、六条は苦笑いする。


    「はは、これは手厳しいね。でも確かに、傷を塞ふさぐ細胞増殖の加速だけだから失血には気をつけたほうがいい。タクト君も覚えておくといいよ」


    　声をかけられ、タクトは我われに返り六条へ向く。


    「あ、ああ……はい。気をつけ、ます」


    　上の空での返答を、六条は眼鏡めがねの奥の細い目で、じっと見つめていた。


    



    　トレーニングは、その日からすぐに始まった。


    　東あずまに通された部屋は、ただの箱型の部屋だった。クリーム色の壁には窓が一つあるだけで、天井も照明がぶら下がっているのみ。地面はコンクリートの床という、殺風景な室内。


    　遡さかのぼること数分前。東はタクトの武術経験についてを六条から聞き、どれくらい動けるかを確認したいと言ってきた。そして組み手の相手として莉緒を指名していた。


    　タクトは室内で莉緒の正面に立つ。能力の変化は気になっていたが、今は片隅に押し込める。


    　儕の能力は、ルナに相談する外ほかない。


    　莉緒は木刀を持ち出していたが、制服姿のままなのでひどく不釣り合いだった。


    『実戦は何でもありだ。体格差も武器の有無も関係ない。ルールのない戦闘でどれくらい動けるかを測る。いいな坊主』


    　室内に東の声が木霊こだまする。窓の外にはマイクを持った東がいた。


    『じゃ、好きなときに始めな』


    　莉緒が正せい眼がんに構える。剣道経験がないタクトでも、隙すきがないことはすぐにわかった。


    　タクトは肩の力を抜き、深呼吸してから構える。


    　あとは相手の動作を見極め回避運動に出るだけ、と考えた瞬間、莉緒の姿が消えた。


    「なっ」


    　声を上げたときには既に、莉緒に懐ふところに入られていた。そのまま木刀の横よこ薙なぎを脇腹に喰くらい、タクトは為なす術すべもなく吹き飛ぶ。


    「っぐぅあああああああ！」


    　そして床を転がりながら、あまりの激痛に悶もだえた。タクトは脇腹を押さえながらも立ち上がることができず、目を剥むきながら脂汗を流す。


    （な、んだ、これ……!?）


    　尋常じゃない痛みで息を吸うのも辛い。例えるなら、鉄棒で骨も内臓もぐちゃぐちゃに潰つぶされてしまったかのようだ。木刀で殴られたくらいでは、こんな激痛が起きるはずはない。


    　タクトは痛みに耐えながら、この威力が莉り緒お自身の膂りよ力りよくによるものでないことに気づく。


    『痛ぇか。まー食らった人間は例外なくそうなる。手加減されてるとはいえ気絶しないだけ根性あるよお前』


    　東あずまの声には少しばかりの同情が含まれていた。


    『お嬢ちゃんの「痛み」を増幅させる能力は、鉄製のアーマーでも仕込んでないと防げないぜ。それと、さっき所長から説明を受けなかったのか？　能力を発動させてるときは身体機能も上がるってこと。油断してただろ、お前』


    　タクトはハッとする。東の言うとおり、慢心していた。そして迂う闊かつさを反省しながら、脇腹に当てた手に意識を集中させる。掌てのひらから淡い緑の光が迸ほとばしった。


    　タクトがよろめきながらも立ち上がると、莉緒が柳りゆう眉びを上げた。


    「……治ち癒ゆ力で痛みの発生源を消したわけですか。でも脳に届く増幅された電気パルスは、決してそれだけでは消えていないはず」


    　莉緒が一人で納得している間に、タクトは再び対面で構える。


    　それを見た莉緒が呆あきれたようにため息を吐つく。


    「やめなさい。わかったと思うけど、身体機能の増幅は能力の使用とセットになる。ダメージを受けてからでないと発動できない貴方あなたの能力では、戦闘において不利なのよ」


    「いいや……まだだ。こんなのでも戦いようは、ある」


    　タクトは強引に笑みを作る。攻撃を受けてから、一つ閃ひらめくことがあったのだ。


    　確かに、ダメージが与えられないと治癒は発動できない。なら、攻撃を受けた瞬間に治癒してダメージを消し、身体機能を上げてカウンターを狙ねらう戦法がとれる、と。


    　そう考えていると、莉緒が双そう眸ぼうを細めて言った。


    「まさか貴方、攻撃を受けてカウンターを狙おうという算段ではないでしょうね」


    　タクトがギクリと頬ほおをひきつらせると、莉緒は呆れたように額ひたいを手で押さえた。


    「……そのような危険な戦法を、私が認めるとでも思うのですか」


    「で、でも、何もできないよりはマシだ」


    　タクトがそう言い返すと、莉緒は不快感を滲にじませ剣けん呑のんな表情を見せた。


    「減らず口を……なら、私は能力を使わない」


    「え？」


    「素の実力で貴方あなたを倒す。自力ですら敵かなわないと知るなら、たとえ頑固なわからず屋でも納得して引き下がるでしょう！」


    　構え、莉り緒おが突進してきた。


    　タクトは慌てて莉緒の動きを直視した。今度は動きが見える。剣道の実力者とはいえ、やはり能力を使用しなければそれは常人のものだ。


    　木刀の突きを、ギリギリで躱かわしながら莉緒の懐ふところに入り込む。莉緒は避けられたとわかるや否いなや、突きの態勢から自分の懐に向けて袈け裟さ斬ぎりで振り下ろしてきた。


    　だが、タクトはその動きを予測していた。


    　放たれた木刀を、回転しながら回避し、莉緒の背中にピタリと背をつける。


    「えっ」


    　莉緒から気の抜けた声が漏れる。そのときは既にタクトが脇に手を入れ、一本背負いの要領で莉緒を投げていた瞬間だった。空中を一回転した莉緒は前屈姿勢で落下し、膝と腕をついた土下座のような状態で地面に落ちた。


    　そしてタクトは、反撃されないように肩に手を置いて動きを封じた。


    『へぇ……面白い動きだな』


    　マイクから興味深げな東あずまの声が響いた。


    『習い事レベルって話にしちゃ、実戦向きではある。動きとしては発はつ勁けいに近い。流派は何だ？　中国の古武術とかか？』


    「え、っと……無む双そう源げん流りゆう極きよく限げん拳けん……」


    『……聞いたことねぇしダセェ。本当にそんな流派あんのか？』


    　タクトは顔を赤らめて黙る。だから嫌なんだ、と心の中で悪態をつく。


    　彼にこの武術を教えた武道家は父親の知り合いという熊みたいなおっさんだった。体力づくりのためだとタクトは幼少期に強制的に習わされていた。


    　武術の極意は重心移動と相手の力を受け流すことにある。そのために冷静に動きを見極めることと、反撃の技を叩たたきこまれた。


    　だが我流だというその適当な武術名はいたく恥ずかしかったので、彼はひた隠しにしてきた。


    　今なら、習わされた理由が何となくわかる。きっと御み厨くりや家の使命に関係していたのだと。


    　しかし父親と連絡が取れず、その武道家も行方ゆくえ知らずの今では、確かめようはない。


    「御厨君」


    　莉緒がピクリと身み動じろぎする。


    「ああ、悪い。すぐどくから」


    「違う…………スカート」


    　言われ、タクトがちらりと視線を動かすと、制服のスカートがめくれ上がっていた。


    　純白の布が視界に映り、大慌てで後ずさると莉緒はゆっくりと立ち上がった。


    「見ました？」


    「み……見てない」


    　莉り緒おがニコリと笑う。その笑みから殺気が放たれていた。


    「痛みで記憶を飛ばすには何回くらい叩たたけばいいのかしらね」


    　怖おぞ気けの走る台詞せりふを発し、莉緒が突進した。タクトは全速力で逃げる。


    　東あずまの笑い声が、マイクを通して響いた。


    



    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　トレーニングでくたくたになっていたタクトが帰宅したとき、自宅リビングにルナの姿はなかった。タクトはもしやと思い、勝手口に行く。やはり地下書庫への扉が開いていた。


    　階段を下りていくと、果たしてそこにルナはいた。ルナは古文書を開きその文面を食い入るようにして読んでいる。


    　だが、心なしかその目め尻じりが滲にじんでいるようだった。


    （泣いて、る？）


    　よく見えず更に一歩踏み込んだとき、本棚に触れて微かすかに音が鳴る。


    「誰ぢゃ!?」


    　ルナが弾かれたように振り返り、入り口に向けて掌てのひらを掲げた。タクトの面食らった表情を確認したルナは、能力の発動を止め恨めしそうに見る。


    「何ぢゃ、お主か。驚かせるでない」


    「す、すいません……」


    　タクトは室内に入り、ルナの足元に積まれた書物の山に気づく。


    「調査中、ですか。何か収穫は？」


    「……いいや。特に何も。昔の時代の気候や地理情報ぢゃよ」


    　ルナはそう言って本を閉じるが、タクトには違和感があった。そんなものを見て涙を浮かべるだろうか。それとも、見間違いだったのか。


    「で？　お主のほうはバレずに潜入できたのか」


    「ああ……はい。うまくいったと思うんですけど……ちょっと変なことが、あって」


    　タクトは、能力が他人にも効力を発揮したことを伝えた。ルナは双そう眸ぼうを細め腕を組む。


    「……能力の変化、とはのう」


    「確認なんですけど、儕ともがらは自分を治すことしかできないんですよね。じゃあ普通に治ち癒ゆのジオ・グラムに寄生されたら、そういう制限はどうなるんですか」


    「通常であれば制限などない。自分も他人も、同時に治癒することも可能ぢゃ。制限があるのは子孫に受け継ぐために起きる劣化のようなものぢゃからな。で、お主は能力がそのように変化した可能性を考えておるのか？」


    　タクトは首しゆ肯こうするが、ルナは難しい顔をしていた。


    「どうぢゃろうな。なにせここまで世代を重ねて能力を引き継いできたのは、前例がない。通常の力を発揮し始めたのか、あるいは別の要因があるのか」


    　その発言で、タクトは工場で見たジオ・グラムのことを思い返した。


    「あの、ゼラ・ハイヴでは、ジオ・グラムに二重に寄生される人はいるんですか」


    「二重？　そのような者など、見たことはないが」


    「じゃあ、そうなる可能性は僅わずかでもあるんですか？」


    　続けて聞くと、ルナが不審げな視線をタクトに向ける。


    「……何ぢゃお主。もしや、隠しておる事実でもあるのか？」


    　ルナの声が少し険しくなる。タクトは苦笑いして頭を掻かいた。


    「その、隠してるつもりはなかったんです。今までいろいろあって話すタイミングがなくて」


    　言い訳してからタクトは、工場でジオ・グラムに接触していたことを伝えた。


    　するとルナは、目を剥むきタクトを睨にらみつける。


    「そういう重大なことは早く言わぬか馬鹿者！」


    「ご、ごめんなさい」


    「まったく……しかし、二重寄生、か」


    　辟へき易えきとしていたルナは腰に手を当てて、タクトの体をジロジロと眺める。


    「ぢゃが、お主の体にもう一つの神しん璽じは出ておるのか？」


    「いや、それが出てなくて……」


    　ジオ・グラムに寄生されれば出るという黒い紋様のような痣あざ。それは彼の肩けん甲こう骨こつにある一つきりで、増えた形跡はなかった。


    　ルナはそれを聞いて、ふむ、と呟つぶやく。


    「先にも言うたが、儕ともがらとは特別な例ぢゃ。番人が転移したのも初ぢゃしのう。どんな変化があるかはわからぬ。面倒ぢゃが、異変について調べておいたほうが良かろう。厄やつ介かいの種なら、相応の対策をせねばならん」


    「そう、ですね」


    「随時調べるとして、潜入初日ではあるが、何か成果はあったか？」


    　タクトはその問いかけに逡しゆん巡じゆんしたが、伝えないわけにはいかずルナに説明する。


    「──ということで、今回の現象をまだ調査中らしく、アガスティアも首謀者の存在とかには行き着いていないようです。残念ですけど」


    「そうか」


    　落胆を予想していたタクトは、思いの外ほか薄い反応に驚いた。


    「落ち込まない、んですね」


    　ルナは鼻を鳴らし、肩をすくめる。


    「見くびるでないわ。お主が潜入した組織は争奪戦で幾度となく見ておる。仮面の女もな。連中は一貫してジオ・グラムの入手に奔ほん走そうしておった。お主が聞いてきた事情とも行動は一致する。もしも扉の情報を掴つかんでおるなら、少しは違った動きもしておったはずぢゃろう。簡単に事が進むと信じるほど阿あ呆ほうではないわ」


    　なるほど、と腑ふに落ちる半面、タクトは別の意味で驚いていた。


    　じっと見つめるタクトに、ルナが怪け訝げんな顔つきとなる。


    「何ぢゃ。妾わらわの顔に何かついておるのか？」


    「いや……何でもない、です」


    　タクトはルナから視線を逸そらし、歯切れ悪く答える。


    　そして、この書庫で躍やつ起きになっていた自分の姿を想像していた。きっと、終始苛いら立だち不安に顔を曇らせていたに違いない。


    　対してルナは、何も進展がなくても冷静に分析して考察して、落ち着いてる。


    　二年間、彼女のように堂々とした態度ではいられなかった。慕したってくれていた妹を救いたい気持ち、失うかもしれない恐怖。そして、子供が危険な状態にあるにも関わらず帰ってきてはくれない父親への憤いきどおりと、自ら追い出してしまった後悔。それらが焦燥と共にタクトを苛さいなみ、学校に通うどころではなかった。


    　だからこそ、今手に入れている治療のための可能性を、絶対に手放したくない。


    　 　タクトはため息を吐き、張り詰める気分を変えるために別の話題を振った。


    「そういや話は変わりますけど、ルナはどうやってジオ・グラムの出現を察知するんですか。


    アガスティアは大掛かりな設備を使ってるみたいなんですけど」


    「……ん？　ああ、これぢゃよ」


    　と言いながらルナは自分の谷間に手を突っ込む。大胆な動作にタクトは思わず赤面するが、ルナはあるものを取り出した。小さい円形の物体で、方位磁針のように矢印がついている。


    「この羅ら針しん盤ばんは能力の発動を感知し、場所を示す。ゼラでは全員が能力を有するが故ゆえ、賊ぞくの侵入や、敵襲があった際は周囲で能力を発動している人間の所在をこの羅針盤で探り、対処に当たる。または行方不明者の捜索などぢゃな」


    　タクトは小さな羅針盤を凝視し、ルナの発言を理解した。


    「そうか、争奪戦では適応者が能力を使うから、場所がわかるっていう──」


    　と、その途中、タクトの頭に、ある疑問が浮かび上がった。


    「待てよ……扉が開いたとき、儕ともがらはどうやって扉を探すんだ……？」


    　確かめようとルナを見ると、彼女はすぐに答えた。


    「一族に伝わる契約の伝承によれば、探索手段は儕が有しておるとのことぢゃ」


    「やっぱりあるんですね。そういうのは、ルナは持ってないんですか」


    「たわけ。持っておったら即座に扉に向かっておるわ」


    　ルナはやれやれと首を振るも、真ま面じ目めな顔つきで続ける。


    「この地球で起こる異界門顕現マグヌス・オプスを検知するよう設定されておる故ゆえに、ゼラにあっても意味はないからのう。監視任務のためにも、儕ともがらが有しておったほうが都合がよかった。そのせいで妾わらわがこんな苦労を強しいられることになったわけぢゃが」


    　憮ぶ然ぜんとするルナに苦笑いしたタクトは、そこであることに気づき声を上げた。


    「じゃあ、ここにその探索できるものがあるかもしれないですよ！」


    「いいや、妾もその可能性に思い至ったが、どうやらないようぢゃ。推測ぢゃが、お主の父親が持ち出したのぢゃろう」


    　そこで、タクトは眉まゆ根ねを寄せた。その言葉は、ある不自然さを際立たせた。


    「じゃあなんで、扉の場所がわかるのに、親父は何もしないんだ……？」


    　そもそも、一族の当主なら儕として覚醒しなければいけないはずだ。異界門顕現の発動を感知して戻ってくるべきところが、その気配が一切ない。


    　彼の問いにルナは答えず、本を放り捨て入り口に向かって歩き、階段手前で止まった。


    「ルナ？」


    「探索手段は手元に置いておいた。そして、姿を現さなくなったことから鑑かんがみるに……何らかの行動に出て、戻れなくなった、という可能性がある」


    　タクトは息を呑のむ。


    「そ、れって……」


    　続く言葉を、声に出せなかった。


    「さぁ？　どうちゃろうな。妾にも、わからぬことはある」


    　そして、風呂にでも入るか、と言いながらルナは階段を上っていった。


    　残されたタクトは立ち尽くしたまま、動けない。


    



    　どれくらいの時間そうしていたのか。タクトは、ようやく緩慢な動きで部屋を見渡した。


    　ここにあるのは父親の残ざん滓し。だが、考えも感情もそれらから読み取ることはできない。


    　家族の中で母親だけは父親の、御み厨くりや顕あき嗣つぐのことを知り、納得していたのかもしれない。


    　それでも、幼い彼は母が辛そうなのを感じ取っていた。温和な母親が父親に不満の一つもこぼすことなく、耐えているのを知っていた。


    　だから、せめて父親の代わりに母親と妹を守れる兄でいようと、誓った。


    　だが、タクトが中学生になって、母親が倒れた。難病で、治る余地はほとんどなかった。


    　タクトと結ゆ月づきは父親に戻ってくるよう必死に懇願し、母もそれを望んだ。それは最後の我わが儘ままだったのだろう。


    　しかし、母親が病死するまで父の顕嗣は、ついに帰ってこなかった。


    　──仕方なかった。仕事なんだ。


    　それが母親の葬式で残した父親の言葉だ。タクトは絶望とともに怒り狂い、二度と会いたくないと怒鳴りつけた。そして父親は、彼らを母方の親戚に託して、本当にいなくなった。


    　タクトは葬式の日のことを昨日のことのように思い起こし、前髪をぐしゃりと掴つかむ。


    　父を憎んでいた。それは、帰ってこなかったことに対して、ではない。


    　母の死に取り乱しもせず、死に際に会えなかったことを後悔もせず、言い訳したことに、だ。


    　今なら当主として、家族でも口をつぐむしかなかった父親の責任の重さを、感じ取れる。


    　そんな父親を、何も知らなかったとはいえ、タクトは会いたくないと突き放した。


    　タクトは父を憎みつつも、そのことをずっと気にかけていた。父親が戻ってこない現状に、あの台詞せりふのせいで父親を深く傷つけてしまったのではないかと、怒りと悔いが混ざり合った。


    　だが、父親に本心を聞ける日は、来るのだろうか。


    　複雑に感情が絡みあう彼の胸中で、ぼんやりとした不安だけが大きくなっていく。


    



    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　タクトがアガスティアへと加入し、トレーニングを受ける日々が始まった。ちょうど、学校が春休みに突入し、朝から晩まで東あずまに模擬戦闘や非殺傷武器の扱いなどを教わった。


    　ルナの方も熱心に書庫の情報を調べているようで、タクトはいい報しらせが舞い込むのを期待した。


    　そして彼女はタクトの家で過ごすことに慣れ、便利な文明機器の恩恵に与あずかっていた。


    　なんでも二年間は言葉が通じないためほとんど野宿状態で、小動物を焼いて食ったり残飯を漁あさる生活を送っていたという。


    　なので、その惨めな境遇に陥おちいっていた不満をぶつけるが如ごとく、ルナは遠慮なくタクトをこき使って悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活をしていた。


    　はけ口にされているタクトは良行な関係を維持するためだと、自分に言い聞かせて我わが儘ままな王女の世話に勤いそしむ。


    　そうして何の異状もない、平穏な数日が過ぎていった。


    



    「よし、五分休憩だ。その後は組み手に入る」


    　東の声で、腕立て伏せをしていたタクトはそのままコンクリートの床に突っ伏した。


    　彼はぜいぜいと荒い息を吐き滝のように汗を流しているが、東は容赦なく横腹を軽く蹴けって寝るなと命じる。


    　その様子を、待機室の窓ガラス越しに莉り緒おは傍ぼう観かんしていた。


    　タクトは震ふるえる腕で上半身を上げ、なんとか座り込んだ。だが無情にも休憩時間はあっという間に過ぎ、東との組み手が始まる。


    　疲労が著いちじるしい様子のタクトは、赤子の手をひねるがごとく東に倒される。


    　それでも、彼はすぐに起き上がり、立ち向かっていった。


    （なぜ……）


    　莉り緒おはタクトを見ながら、複雑な胸中を表すように眉み間けんに皺しわを寄せた。


    　彼は訓練が始まって一度も弱音を吐いたことはない。いくら武術経験があるとはいえ、東あずまの訓練は軍隊仕込みであり、生なま半はん可かなものではないというのに。


    　戦場に出ると即答したことも、彼女には理解できなかった。死ぬかもしれない危険な頼みをなぜそんな簡単に受け入れられるのか。


    　妹が昏こん睡すい状態だからか、と莉緒は想像してみた。だが、彼の功績と治療薬の開発は必ずしも比例するわけではない。念入りに特訓した後でも、問題ないというのに。


    　莉緒はため息を吐つき、その場を後にしようとして、そこでドアが開いた。


    「おや、見学かい？」


    　六ろく条じようがいつもの柔和な笑みを浮かべながら部屋に入ってきた。後ろには間ま宮みやもいたが、資料を受け取った彼は研究室に戻ると言って去っていく。


    「いやぁ、頑張ってるね彼」


    　莉緒の隣に並んだ六条は、興味深そうにタクトを見つめる。莉緒はその横顔に、溜ためていた疑問を思わずぶつけていた。


    「所長……どうして、彼に黙っておいたのですか」


    　その言葉が何を指すのか、六条はすぐにわかったようだった。笑みを消し振り向く。
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    「彼の家族はジオ・グラムの影響で昏こん睡すい状態だ。それが理由、では納得できないかい？」


    　その言葉に、莉り緒おは目を伏せガラス窓に手を置く。


    　六ろく条じようはタクトに、全ての事情を説明しなかった。


    　話さなかった部分とは、莉緒自身に深く関係することだった。


    　だからこそ、六条がなぜその部分のみタクトに隠したのかは、すぐに察した。六条は、自分のことを気遣ってくれたのだ、と。


    「でも……いずれ、彼も気づくことになります」


    「うん、そうだろう。だけど一気に全てを伝えることもない。余計な動揺を起こすことで、心身に異常がおきるとも限らない。今は現状を整理し、トレーニングに打ち込んでもらうほうがベストだと思ったんだ」


    　そこで六条は莉緒の肩に軽く手を置く。


    「時が来れば、彼にも打ち明ける。もちろん、僕の口からね」


    「……」


    「いつも言っているけれど、そもそも君が父君のことを責任に感じる必要はないんだ。それに彼は心優しい少年だ。君を恨むような事態にはならないと思う。だからそれまで、自分の気持ちを整えることを勧めるよ」


    　ニコリと笑うと、六条は壁に設置していたマイクを取って通話ボタンを押す。


    『訓練中すまない。東あずま君と打ち合わせしたいことがあるんだ。終わったらきてくれ』


    「了解。すぐ行く」


    　東が答え、構えを解く。そこでタクトは安あん堵どしたように息を吐き、その場に座り込んだ。それを見て東がニヤリと笑う。


    「今日はこれで終わりだが、明日も同じセットでいくぞ」


    　タクトはげんなりしたが、東は彼の背中をバシンと平手で叩たたく。


    「返事は」


    「り、了解……」


    　タクトの様子に笑った東は、汗を拭ふきながら待機室に戻る。そして六条と顔を合わせて何やら話し始め、そのまま二人はドアを開けて出ていった。


    　莉緒は、六条の背中に向けて軽く会釈する。


    　そして、出かかっていたもう一つの疑問を飲み込んだ。


    　それは、タクトをすぐに作戦に組み込もうとした理由についてだ。


    　確かに回収役を増やして全体の負担を軽減させることは、必須だろう。しかし、彼は適応者でもある。素人同然の新たな適応者に各陣営がどう反応するか、予測しづらい。


    　だが、全ての作戦は六条が決めている。莉緒自身でも考え至らないような、深い理由があるかもしれない。


    　それに彼女自身は、六ろく条じように大きな恩を感じている。六条が治療薬を開発すると決め、組織に招いてくれなかったら、きっと莉り緒おは今も悩み苦しんでいた。


    　今では六条のことを親と同じぐらい尊敬している。疑問はあってもその気持ちは変わらない。


    「あれ、雪ゆき城しろ？」


    　ドアが開き、大汗をかいたタクトが待機室に戻ってきた。


    　莉緒はビクリとして振り返る。今まさに彼のことを考えていたせいで、顔を見た途と端たんに心臓が跳ね上がった。しかし、タクトは特に気にした様子もなく辺りを見回して言う。


    「東あずまさんはもう行った？」


    「……ええ。所長と、出て行きました」


    「そっか」


    　タクトはタオルで汗を拭ふきながらベンチに座る。その位置は莉緒に近く、莉緒は条件反射的に体を硬くした。


    「しかし、凄すごいよな」


    「何が、ですか……」


    　莉緒は胸の前で手を重ねる。できるなら今はあまり喋しやべりたくないが、彼はお構いなしに話しかけてくる。


    「六条さんがさ。研究所に隠し通路とかトレーニング室まで作って、おまけに東さんたちを雇って部隊まで指揮してる。全部、六条さんがここまで作ってきたんだよな？」


    「……いいえ、全てではないです」


    　莉緒は本音とは裏腹に、会話に付き合う。あまり無む碍げにしても彼に不信感を抱いだかせてしまう。


    「え、そうなのか？」


    「アガスティアは犀さい星せい財閥の支援を受けています。その資金力がなければここまで強固な組織体制には至らなかったでしょう。東さんたちを紹介してきたのも、犀星財閥だと聞いています」


    　タクトは腕を組んで考える仕草をとる。


    「犀星財閥って、聞いたことがあるな」


    「知らないはずはありません。日本の五大財閥の一つですよ。経済界に繋つながりが深く、ニュースを見てれば何度か耳にしたはず」


    「ああ……あんまり興味がなくて」


    　タクトは苦笑いするも、その後に少しだけ声を低くして言った。


    「でも、そんな財閥が支援する理由って……ジオ・グラムを利用したい、とかじゃないだろうな」


    　莉緒は否定するために首を振った。


    「心配には及びません。犀星財閥は明治時代より、錬金術組織を援助してその研究成果を広く社会に還元する協力関係を担ってきました。ですので、治療薬を作るというアガスティアの大義に賛同し、援助を申し出てくれたに過ぎません」


    　そして、財閥の支援はアガスティアの補助だけに留とどまらない。その影響力を駆使して、争奪戦の戦せん禍かをうまく表社会から秘ひ匿とくしている。財閥は、真実が明るみに出て東京が混乱に飲み込まれることを、防いでくれているのだ。


    　そうなんだな、とタクトはひとり納得する。


    　会話が一旦途切れ、その隙すきに莉り緒おは部屋を出ようと一歩踏み出した。


    「あと……もう一つ聞いてもいいか」


    　そのとき、遠慮したような口ぶりで、タクトが質問を投げかけた。


    「雪ゆき城しろはさ、戦うのは怖くないのか」


    　莉緒は踏み出したところで固まる。そして、ぎこちなく振り向き彼を見た。


    「どういう意味ですか」


    　彼女自身が意図したわけではないが、自然に刺とげのこもった声になってしまった。


    　そのため、タクトは慌てて取り繕つくろったように言う。


    「その、なんていうか……雪城も、俺と同じ高校生だしさ。東あずまさんみたいに仕事として戦ってるわけじゃないし……どうして戦えるのかな、と思って」


    　彼は頬ほおを掻かきながら、莉緒に視線を送る。その心を覗のぞこうとする目に、莉緒は恐れを抱いだいた。


    「それは、錬金術師としての使命感ってやつ、なのか？」


    「私は……」


    　そこで莉緒は顔を逸そらし、ぎゅっと手を握りしめる。


    「……そんなこと、貴方あなたには関係のない話です」


    　そして突き放すように言って、莉緒は出口まで向かった。


    　タクトの横を通り過ぎる際、彼の寂しそうな顔が見えて、彼女の心は痛む。


    　だが、ここで逃げなければきっと、彼は莉緒を知ろうとすることをやめなかっただろう。


    　部屋を出てドアが閉まる。そこで、莉緒は重苦しいため息を吐ついた。


    　彼の考えがわからなかった。妹のことで余裕がないはずなのに、他人の戦う理由などに気を回している。自分のことだけを、優先していればいいのに。


    （心優しい、か……）


    　莉緒は六ろく条じようの言葉を思い出すが、頭を振って歩き出し、今後のことを考える。


    　彼がどうあろうと、六条に相談したのも連れてきたのも莉緒自身だ。彼女はそこに対しての責任を放棄するつもりはない。


    　何より、彼が戦場に出て傷つくことが、莉緒にとって一番の恐怖だ。戦場に出ないことが一番だが、それが叶かなわないなら、取るべき行動は一つしかなかった。
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    　夢を、見ていた。意識が闇の中にありながら、タクトははっきりと夢だと自覚していた。


    「お父様！　見て見て！」


    　声を上げたのは少女だった。どこかの屋敷だろうか、真っ赤な絨じゆう毯たんの上を必死に走る姿はまだあどけなく、幼い。ドレス姿の少女の頭部からは小さな獣の耳が生はえ、臀でん部ぶから伸びた一房の尻しつ尾ぽは楽しげに左右にブンブンと揺れていた。


    　少女は、廊下の先にいる父親と思おぼしき男の前に立ち、抱かかえていた大きな本を見せる。


    「この問題が解けました！　皆よりも早く！　すごいでしょ？」


    　少女は愛らしい笑顔で、褒ほめてほしいと言わんばかりに尻尾を振る。


    　だが、父親は厳しい顔を更に険しくして、持っていた本を取り上げた。


    「なぜこんなものを持っている」


    「あっ……！」


    「お前に知恵など不要。有効に活用できる場のないお前に、小こ賢ざかしさなど邪魔だ。そんなことに精を出す暇ひまがあるなら、自身の能力を磨け。お前は、そのためにいるのだ」


    　本を近くにいた従者に預け、父親は背を向けて去っていく。


    　少女は泣き笑いのような表情で固まり、その尻尾は垂れ下がっていた。


    　そして彼女の元から本は全て取り上げられた。知識欲は尽ことごとく押し潰つぶされ、箱庭のような屋敷の中で一人きりで過ごす。
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    　少女には数人の兄や姉がいたが、誰も少女を妹として扱ってはくれなかった。まるで物や虫ケラのように蔑さげすみ、罵ば声せいを浴びせ、遊んでくれることは一度もなかった。生まれたときから、それが当たり前だった。


    　──生いけ贄にえが、何を対等になろうとしてるんだ。


    　兄の一人が言った言葉は、幼い彼女には意味がわからなかった。だが時を経て成長し、従者から告げられた役目のことを聞いて、全てを悟る。


    　その家系では必ず一人、祖先が課した重要な使命、異界の扉を守る番人を選出する。


    　だが、その使命は名誉ではなく、例えるなら呪のろいや罰。見たことも聞いたこともない世界に連れていかれ、対価となる報酬も地位もなく、ただ祖先からの命により、その土地の人間を命がけで救わなければいけないという、完全に善意に準じた行為。


    　一国を統すべる一族は、表向きは世界を守るという崇高な役割を享受し、だがその矛ほこ先さきを重要な地位や役職につくことがない末弟へと押しつけるようになった。使命のために、重役の席を空けるわけにはいかないという手前勝手な理由で。


    　彼女も、代々の膿うみを一身に受けるために産み出された、一人だった。


    　彼女の母親は大金を貰もらう代わりに少女を産んだに過ぎず、その姿は屋敷にない。誰もが生贄である彼女をいないものとして扱い、彼女もいつしか、必要とされる努力をやめた。


    　使命が執行されることは非常に稀まれであり、どこか地方に嫁とつがされその命を終えることが常である。誰もが、彼女自身もそういう運命になると考えていた。


    　だが気づいたとき、彼女は見知らぬ土地にいた。


    　そして、そこでも独りなのは変わらなかった。


    　誰にも見られず、必要とされないまま、寒空の下で膝を抱かかえるルナの頬ほおを、涙が伝う。


    



    　タクトが目覚めたとき、薄暗い天井が視界に映った。


    　布ふ団とんの中でもそもそと動き、枕元にあった時計を確認する。時刻は夜中の三時四十分。


    「……おのれ」


    　険のある声が聞こえ振り返る。タクトが寝ている客用布団の隣のベッドで、ワイシャツ一枚姿のルナが上半身を起こし、額ひたいを押さえていた。


    　彼女の提案で用心のために一緒の部屋に寝ているわけだが、こんな時間に二人同時に起きるのは稀まれだ。しかもその目つきは剣けん呑のんで、彼女は苛いら立だっているようだった。


    「ルナ？　どうしたん、ですか」


    　タクトが聞くと、ジロリとルナが睨にらみつける。


    「……お主、まさか見てはおらぬぢゃろうな」


    　鋭い声こわ音ねの質問に、タクトは最初何のことかわからなかった。


    　だが、先ほどの不思議な夢のことを指しているのではと勘づき、眉まゆを上げる。


    「もしかして、夢のこと、ですか？」


    　言うと、ルナは鼻面に皺しわを寄せ、荒々しく頭を掻かく。


    「何なのぢゃ……契ちぎりにこんな作用があるなど聞いておらぬ……！」


    　悪態を吐ついた彼女の獣耳が、しなりと伏せられた。


    　タクトはそこで、夢という形で彼女の情報が流れてきたことを察する。


    「じ、じゃあさっきの女の子は、やっぱりルナ……？」


    　言うと、ルナはビクリと震ふるえる。そして勢いよくベッドに寝て頭まで布ふ団とんを被かぶった。


    「違う！　何を見たか知らぬが妾わらわではない！　そんなことはすぐに忘れよ！」


    　布団の中からルナが焦あせったように叫び、そして小声でポツリと言った。


    「……妾もお主のを、忘れてやるから」


    　タクトは目を見開き、布団を蹴け飛とばして立ち上がった。


    「ち、ちょっと待った！　ルナは俺のを見たんですか？　どんな夢です!?」


    　ルナからの返答はない。タクトは慌てて布団の上からルナの肩を掴つかんで揺さぶった。


    「教えてくださいよ！　何が見えたんですか！」


    「ええいうるさい！　忘れよと言うておる！」


    　布団を剥はがされまいと抵抗する彼女は、是が非でも顔を見せないつもりだった。


    　タクトは手を離し、渋じゆう面めんを作りルナを見つめる。


    「……俺の家族のことを、知ったんですか」


    　返事は、ない。しばらくそうしていたが、タクトは客用の布団に座り込む。


    　静寂が過よぎる。彼女が何の夢を見たのかタクトは非常に気になったが、頑かたくなな態度のルナはきっと教えてくれないだろうと思う。


    　そして、思考は彼女の夢へと滑った。


    　彼女の日頃の態度からタクトは、王女としてさぞ丁重に扱われていたのだろうと想像していた。だが、現実はそれと正反対。しかも、役目を押し付けられた、単なる道具扱いだ。


    　ルナの兄弟たちの態度を思い出して、タクトは胸クソが悪くなる。いくらなんでも、年とし端はのいかない少女に対して行う仕打ちではない。


    （生いけ贄にえって……兄貴が言うことじゃないだろ）


    　顔も知らない彼女の兄に憤いきどおったとき、タクトは気づく。


    　彼女の傲ごう岸がん不ふ遜そんな姿はおそらく地球に来てからのもので、強がっている部分もあるかもしれない。それに彼女が書物を見ながら涙を浮かべていたのは、望郷の念から来る心細さと焦燥に苛さいなまれていたからではないのか。


    「……」


    　彼女も、決して強い人間ではない。不安に押し潰つぶされそうになっているのではないか。


    「……ルナ。前に、家族のためだけに、なんで命を張るのかって、聞きましたよね？」


    　気づけば彼は自然と話し始めていた。布ふ団とんはピクリとも動かなかったが、タクトは構わずに続ける。


    「俺しかいない、ってこともあるけど……こんな状況になったのは、俺が間違ったことをしたせいかも、って、考えることがあるんです」


    　タクトはある可能性を思い描いていた。


    　もし、自分が母の葬式の日に父親を糾弾しなければ、二度と会いたくないと蔑さげすまなければ、父親は自宅にいたのかもしれない。そうすれば自分が儕ともがらになることも、結ゆ月づきが昏こん睡すいすることも避けられたかもしれない、と。


    　それは、父親の事情を知らない上での、都合のいい妄想にすぎないとわかっている。


    　だが、二年間も何もできない無力感を噛かみ締め続けてきた彼は、こんな最悪な状態を未然に回避できたのではと、考えずにいられなかった。


    「多分俺は、偶然にルナを呼べなかったら、自分の行動を後悔ばかりしてました」


    　タクトは自じ嘲ちよう気味に笑う。


    「だから今、自分ができることを全力でやらなきゃいけない。それが命を懸かけることになっても。過去は変えられないけど、今から挽回することは、できるから」


    　ルナは寝ているのか、黙って聞いているのかわからない。言おうかどうか迷ったが、タクトはその言葉を口にしていた。


    「……だからその、ルナも、今ならきっと変えられると思う。お父さんとの、こととか」


    　言いながら、タクトはなぜ自分が彼女に心情を吐と露ろしているのか、その理由を悟った。


    　同じように父親と確執を持つ彼女に、自分のような後悔をしてほしくないのだ、と。


    　タクトは父親を拒んだまま、会えるかどうかもわからない状況だ。わだかまりを解消できる時間が訪れるのか、謝罪することができるのか、定かではない。


    　だが、ルナは違う。彼女は帰還さえすれば、話をする時間はいくらでもあるのだ。


    　ルナの過去が夢の通りであれば、悲惨としか言いようがない境遇だ。彼女が家族を恨み憎んでいるのか、諦めているのかまでは読み取れない。


    　しかし、家族を助けるのは普通とタクトが告げたとき、ルナは痛みを受けている表情だった。


    　きっと、彼女の中には、愛情を求める心が残っている。なら、まだ遅くはない。


    「俺、ルナを絶対に帰還させます。それで堂々と、使命を果たしてきたって言ってください」


    　それはタクトの本心だ。改めて、彼が戦う理由が一つ加わっていた。


    　ルナからはやはり返事がなく、寝てしまったかな、と考えたタクトは、独り言を呟つぶやいていたようで急に気恥ずかしくなり、そそくさと寝て布団を被る。


    　そのとき、ベッドから小声が聞こえた。


    「…………余計な、お世話ぢゃ」


    　振り向くと、ルナが布団から耳だけを出している。


    　タクトは微笑を浮かべて、目を閉じた。

  


  
    



    　第三章　争奪戦


    



    　その日は訓練を終え、タクトは夜遅く帰宅してから夕飯を作っていた。


    「なぁあれは何をしておるのぢゃ」


    　ソファーでくつろぎながら、ルナはテレビを眺めて質問してくる。


    　タクトは台所で料理をしながら、ため息を吐ついて答えた。


    「……ええと。問題に答えられないと落下するんです」


    「なんぢゃと!?　生死をかけておるのか……なんと酔狂な」


    　ルナはテレビの映像に驚きながら見入っている。その間に手を動かしていると、芸人がクイズに不正解して床から落とされルナが声を上げた。


    「おい死んだぞ！　答えぬと次のおなごもまずいな……答えはわかるかタクト！」


    「……多分、二番です」


    　タクトの選択は正解だったようで、なかなかやるな、とルナが感心する。


    　その後も事あるごとにルナの質問攻めに遭い、タクトは一向に料理が進まなかった。


    　ルナは言葉が理解できないせいで番組の内容にいちいち解説を求めていた。今も落下した芸人が普通に画面に現れたので、生き返ったと大騒ぎしている。


    　タクトは説明に疲れてげっそりしつつも、彼女が見ていないところでは笑みを浮かべた。


    　夢を見て以来、ルナの態度は少しずつだが軟らかくなってきている。そしてタクトの方も、ルナをただ協力を仰あおぐだけの関係ではなく、同じ傷を持った仲間だと思い始めていた。


    　そのとき、机に置いた携帯から着信音が響く。こんな時間に誰だろう、とタクトは火を止めて向かう。


    　つい先日登録したばかりの、雪ゆき城しろ莉り緒お、という名前がディスプレイに表示されているのを目にして、慌てて電話にでる。


    「も、もしもし？」


    『……やけに慌てた様子ですね』


    　いつもの硬質な声だ。しかし莉緒の背後が何やら騒がしい。まだ研究所にいるのだろうか。


    「夕飯作ってたんで……それより何かあったのか」


    『残念ですが食事は後回しにしてください。これから数時間ほど、私たちに同行してもらいます』


    　彼は何が起こったのか大体想像がついた。そして少し声を潜ひそめる。


    「ジオ・グラム、か？」


    『ええ。至急、駒こま江え駅まで来てください』


    「研究所じゃなく？」


    『その地区から反応があったようです。今、観測隊が反応地点に急行して調査していますが、身一つで構いません。現地で合流後、私たちも向かいます』


    「てことは、俺も作戦チームに入ってるってことだよな」


    『……不本意ではありますが、所長からの命令です。従わざるを得ません。東あずまさんも、許可を出しました』


    　タクトは、よし、と拳を握る。


    「わかった。すぐ行く」


    『現場ではくれぐれも私たちの指示に従うように。では』


    　念を押した台詞せりふの後に電話が切られた。緊張が体を巡る。


    　ジオ・グラムが出現した、ということは、戦闘になる可能性が高いだろう。


    「ルナ……聞いてたと思うけど」


    「……わかっておる」


    　ソファーに寝転がるルナは硬質な声で答え、立ち上がった。タクトはそこへ歩み寄る。


    「妾わらわも現場に向かうが、もし首謀者に繋つながるような情報や、怪しい者がいればあのケイタイとやらで伝えよ」


    　わかりました、とタクトが答えると、そこでルナが指を突きつけた。


    「それと、お主との関係性を疑われるのはまずい。共謀していると悟られては危険が増すからな。それ故ゆえ、お主らの戦闘に妾わらわは一切関与せぬ。わかったな？」


    　タクトは真剣な面おも持もちになる。もとより助けてもらおうとは考えていないが、一層に気を引き締めた。


    　だがそこで、ルナが一歩近づいた。


    「では、契ちぎりを済ませておくかのう」


    「え？　でも、ルナは介入しないんじゃ？」


    「愚か者。お主と離れておる間に何かあってはまずいぢゃろう。我わが身を守るためぢゃ」


    　彼女の言うことは一理ある。戦場では、何が起こるかわからない。


    　わかりました、とタクトが頷うなずくと、ルナが顔を近づけてくる。


    　ほのかに甘い匂いが漂い彼の心拍数が上昇した。思春期真っ盛りで、そういう行為に何も感じないわけではない。


    　反対にルナはどう思っているのか気にかけたとき、あることに思い至る。


    「っていうか血を吸えばよくないですか」


    　唇が触れる直前でルナが止まり、半目になって肩をすくめた。


    「妾に現地人の血を飲めと？　そのような気色悪い真ま似ねができるか」


    「そ、それを言うなら、こっちのやり方のほうが気色悪いでしょう？」


    「口の中に血液の味が広がるほうが嫌ぢゃ。いいから、はようせんか」


    　タクトは手で顎あごをぐいと引っ張られた。が、接触寸前で掌てのひらで妨害する。


    「待ってください。血でも試してみましょう。俺は回復できるから別に苦じゃないし」


    「嫌ぢゃ！　血など飲みとうない！　そんなもの必要ないわ！」


    　駄々をこねるルナを置いて、タクトは台所に向かう。そして包丁を手にして戻り、刃先を腕に向けた。


    「多分、ちょっとでいいはずです。確認するだけなんで、我慢してください」


    　タクトは、実際に発動するかを目で見ておきたかったのもあるが、毎回キスをしなければならないむず痒がゆさから逃のがれる術すべがあるなら、そちらの方法を採れないかと考えていた。


    　しかし、不満で口を尖とがらせていたルナは、タクトが刃先で肌に傷をつけようとした瞬間、右手を掲げて彼の顔面間近に炎を生み出す。


    「うおぁ!?」


    　仰天したタクトは包丁を落とし、その隙すきにルナがひょいと飛びかかった。


    「んむっ」


    　唇と唇が接触する。


    　体からほのかな光が発生し、胸の内から温かさと懐かしさが込み上がる。浮遊感にも似た感触に身を委ゆだねていると唇は離され、光も消えていった。


    「ち、ちょっとルナ！」


    「ふふん、隙すきありというやつぢゃな」


    　タクトは邪魔されたことに怒ろうとしたが、してやったりという彼女の笑みが思いの外ほかに可愛かわいらしくて、強く出られなかった。


    　結局タクトは頭を掻かき、ため息を吐つく。


    「……まぁいいや。発動したなら、俺は行きますよ」


    「うむ。初うい陣じんぢゃ。気を抜くでないぞ」


    　タクトは頷うなずき、玄関まで向かった。


    



    　駅のホームから改札口を出てタクトは莉り緒おの姿を捜す。ロータリーで止まる見慣れた黒塗りの車を発見し、近づくと運転席から東あずまが顔を出した。


    「早く乗れ。出るぞ」


    　後部座席に乗り込むと莉緒も乗車していた。しかしその格好をタクトはまじまじと凝視してしまう。


    　莉緒はあの工場のように青一色の格好で、やはり仮面を被かぶっていた。


    「なにか？」


    「いや……改めて見ると、凄すごいな」


    「やはり、貴方あなたもそう思いますか」


    　莉緒は誇らしげに頷く。


    「この防弾繊せん維いで作られたマントのデザイン。精錬されていて、とても格好いいですよね」


    「え？　……雪ゆき城しろ、本気なのか？」


    「え？　私、何か変なこと言いましたか？」


    　莉緒は、タクトがなぜ驚きの反応を示したかわからないようで、首を傾かしげていた。


    　タクトが苦笑いすると、運転している東が笑いながらアタッシェケースを渡した。


    「お前の分だ。着とけ」


    「え」


    　タクトはアタッシェケースを開ける。中には青い色の衣装一式に仮面。それと通信装備などが入っている。困惑して莉緒を見ると、笑みを含んでいた。


    「御み厨くりや君もきっと似合うと思います。あ、私は見ないようにするので気にしないで」


    　仲間ができた喜びを浮かべ、莉緒が窓の外へ視線を移した。


    　タクトは躊躇ためらっていたが、早くしろと東からせっつかれ、渋々ながら着替えを始める。


    　そうして数分後、彼は莉緒と同じように青い防護服を見に纏まとっていた。莉緒と違いジャケットタイプなのだが、やはりコスプレのようだ。


    　仮面を装着してバックミラーに映った自分を確認し、タクトはそっと目を背そむけた。


    「……あの、それで、出現場所はどこですか」


    「地面の下だ」


    「下って──」


    　不意に下と言われ戸惑うタクトだったが、ふと東あずまの示しているものに思い当たる。


    「下水道、ですか？」


    「正確には下水処理施設に付随する貯水場だ。俺たちは下水道から侵入する」


    「まさか、水の中に潜るんじゃ」


    「安心しろ。下水道には施設員が通れる通路があるし、最近は雨も降っていないから貯水場は泳ぐほどじゃない」


    「な、なるほど」


    「だが猶ゆう予よはそんなにねぇぞ。公共施設だからな、侵入がバレればすぐに警察が飛んでくる。俺は少数部隊を連れて通路を確保しながら先導してやるから、お前たち二人はそのまま現場まで駆け抜けろ。うまくいけばそのまま石を入手できる」


    　うまくいけば、という言葉に、タクトは他の存在を連想した。


    「危険なのは、警察だけじゃない、ってことですか」


    「無論、他の組織が動いているのも察知しています」


    　莉り緒おが代わりに答える。仮面の奥から覗のぞく瞳ひとみは剣けん呑のんな光を携たずさえていた。


    「鉢合わせする可能性は高いだろうな。今回はどこからでも侵入可能だ。お前は初の実戦だが、指示に従ってればいい」


    　東の言葉に頷うなずきながら、タクトは唾つばを飲み込む。


    　車はオフィス街の中の、とある高層ビルの地下駐車場へと入っていく。一番下である地下三階に到着するも、人ひと気けはない。


    　東と莉緒が車から降りたのでタクトも合わせて降りた。すると、既に駐車場に停めてあった何の変哲もないワゴン車の扉が突然開く。


    　驚いてワゴン車の方を見ると、そこから同じように青一色のジャケットを纏まとった人間が数人降りてきた。


    　顔はニット製の覆ふく面めんで覆おおわれ、目と口の部分だけ穴が開いていた。


    「監視はジャミング中です。あと数十分はダミー映像が流れます」


    「入り口は封鎖しておきました。周辺の通行状況、警察の無線通信も傍受中です」


    「ルートですが、水道局の検査時間とズレるように設定したところ、この一点がよいと思われます。あとは障害となる遮しゃ蔽へい物ぶつ及び監視設備ですが、我われ々われで遮断作業を行います」


    　東の前に集まった覆面の男たちが次々に報告して行く。タクトが圧倒されていると、東は頷いて言った。


    「よし、作戦を開始する。ガキ共をエスコートしてやれ」


    「「了解」」


    　野太い男の声が重なり、覆面の男たちは走り出す。そして地下駐車場のマンホールをいとも容易たやすく開けると、無駄のない動作で内部へ入っていった。


    「お前は嬢ちゃんに同行しろ。無駄なことはするなよ」


    　東あずまも覆ふく面めんを被かぶりながら、下水道へ入っていった。


    　残された莉り緒おは片手に木刀を持ち、もう片方の手で耳に通信用イヤホンを装着していた。


    「つけてください。東さんたちからルートの指示がくるから」


    「あ、ああ」


    　装着すると莉緒はマンホールへ歩いていく。そして片足を突っ込んだところで振り向いた。


    「御み厨くりや君。これは、貴方あなたが選択したことでもあります。だから、自分のことは自分で守るように、常に気を張っていてください。私の助けは来ないものと思うように。いいですね？」


    「……わかった」


    　タクトが真剣な面おも持もちで答えると、彼女は頷うなずいて地下へ下りていく。


    　そして彼もまた、意を決して闇の中へと下りていった。


    



    　先行する部隊は暗視スコープを頼りに、下水道を移動する。


    　視界の悪さも、泥濘ぬかるんだ地面も、酷ひどい悪臭も彼らを止める要因とはならない。東をはじめほとんどの人間が実戦経験のある退役軍人であり、これくらいの悪条件は慣れていた。


    　先頭を走る隊員が丁てい字路が見えた場所で立ち止まり、壁沿いに慎重に進む。それから周囲を確認し、指で後続の東たちへサインを送った。


    『よし、進め』


    　東の合図で、隊員たちが丁字路を右に進軍する。その方向を東はマイクでタクトたちに伝えつつ、並走する隊員にモバイルパソコンで下水道のマップを表示させた。貯水施設までの最短ルートは既に確認済みだが、この先の地点で他の下水道と合流する。危険なポイントだ。


    　イヤホンから、男の慌てた声が響いた。


    『敵襲！』


    　同時に、水の音に混じって銃声が轟とどろいた。


    『方向二時！』


    　先頭の隊員から状況が伝わる。東は仲間と共にその場で姿勢を低くして銃を構えた。


    　角を曲がったところからガスマスクを装着したヘテログリフの人間が現れる。


    　東は冷静に、引き金を引く。銃弾がガスマスクに着弾し、仰のけ反ぞって倒れた。


    　だがそのガスマスクの背後から新手の集団が姿を現す。マズルフラッシュの光が暗闇を一瞬だけ切り取った。


    　東は壁沿いに逃げつつ、進路とは別の通路に入り込み、身を潜ひそめながら応戦する。


    　足止めされてしまった東は舌打ちし、なんとか突破しようと試みるが、ヘテログリフのほうが人数が多く、銃弾の嵐が止まらない。


    　そのとき、東あずまが銃弾をリロードする隙すきをつき、ガスマスクの二人が通路を強引に突破した。


    　東は咄とつ嗟さに銃撃するが、進行を防ぐことはできずガスマスクが後続のタクトたちへと向かっていく。東はマイクに向かって声を上げた。


    「すまん二匹抜けた！」


    『了解』


    　抑揚のない声は莉り緒おのものだった。


    　直後、ガスマスクと思おぼしき男の叫び声が二人分、下水道に響く。


    　そして木刀を持った仮面の女と、その後ろをついて走る少年が東たちの前に姿を見せた。


    「適応者だ！　殺せ！」


    　東たちを狙ねらっていたガスマスクの集団が、狙いを彼らに向けた。


    　だが、銃撃が重なる寸前に莉緒がタクトを壁際に押しやりつつ、自身は跳躍。弾丸の群れを回避し空中で反転して天井を蹴ける。そこから斜めに滑空してガスマスク集団に肉薄した。


    　銃を向けた一人に、莉緒は空中で木刀を一いつ閃せん。横よこ薙なぎの一撃がガスマスク一人の首に当たると、男はそのまま意識を失い前のめりに崩れ落ちる。


    　莉緒が着地すると、その瞬間をガスマスクたちが狙っていた。


    「危ない！」


    　タクトが叫んだ瞬間、莉緒は身を屈かがめて射線から外れ低姿勢で飛び出し、木刀を切り上げ更に数人をなぎ倒す。


    　その彼女の背後を狙ったガスマスクは、東が狙い撃ちにして防いだ。


    　そして莉緒の斬ざん撃げきと東の援護により、ガスマスク集団は全て倒れ伏す。


    「クリアだ。急ぐぞ」


    　東が告げ、隊員たちと連れ立って屍しかばねを越えて進む。


    　その背後では莉緒がタクトの元へ戻っていた。


    「何が危ないのですか？」


    　余裕の声こわ音ねに、少年が苦笑いする気配が伝わった。


    



    『ポイント到着。光源反応アリだ』


    　ヘテログリフとの戦闘を幾度かやり過ごし、二人が到着した場所には穴があった。その前で覆ふく面めん姿の男たちが集まっている。


    　合流したタクトたちを見て、東が顎あごをしゃくる。


    「こっからはお前らの番だ」


    「了解。探索開始します」


    　莉緒が答え、穴を通りゆっくりと室内に入っていく。タクトもそれに続いた。


    　貯水場とされるその空間は、天井が高く巨大な柱が何本も列を作り立っていた。雨水を一時的に溜ためておく場所だけあって、かなり広い敷地になっている。


    　莉り緒おは慎重な足取りで歩を進める。タクトも目を凝らして進んだ。


    　果たして見つけることはできるだろうか、と不安が過よぎる。


    　だが、そんなタクトの不安は一瞬にして杞き憂ゆうと化した。


    「あっ……」


    　彼の正面に、ぼんやりとした光が空中に浮かんでいた。恐る恐る近づくと、淡いホタルのような光は、まるで二人に気づいたかのように光を増していく。


    　空中に、菱形の物体が浮いていた。それは瞬まばたきをすると一瞬にして輪っかになり、次の瞬間には雨粒のように散り散りになり、更には雪の結晶のように六角形となる。


    「ジオ・グラム、だな」


    「ええ。今回はすんなり発見できてよかった。これだけ広い空間なら容易たやすいだろうとは踏んでいたけど、どうやら素直ないい子のようです。へそ曲がりは、ものすごくわかりづらい場所に潜ひそんでいることもあるから」


    　なるほど、とタクトは頷うなずく。


    「捕獲ですが、これを使います」


    　と、莉緒は懐ふところから取り出した透明な楕だ円えん形の物体を渡してくる。受け取ると上下二つに分かれ、理科で使うシャーレにそっくりだった。


    「では、捕まえてください」


    「俺が？」


    「これも練習です」


    　タクトは莉緒からジオ・グラムに視線を移す。心なしか少しずつ天井に上がっていた。


    「早くしないと、逃げますよ」


    　莉緒の声に後押しされ、タクトは右手をゆっくりと伸ばし触れた。


    （っつ……！）


    　瞬間、電気が走ったような感触がした。


    　タクトはそのまま握りしめて手元に引き寄せる。ジオ・グラム自体はまったく何の重みもなく、空気か雲でも掴つかんでいるみたいだった。


    　タクトは掌てのひらの中にあることを確認して、透明な容器にそっと入れ蓋ふたをする。


    「東あずまさん。捕獲完了しました」


    　莉緒がマイクに向かって報告する。タクトは胸を撫なで下ろしながら容器をジャケットに備え付けられたポケットに入れた。


    　瞬間、銃声が轟とどろく。


    『っ！　敵襲！』


    　東あずまの狼ろう狽ばいした声と共に銃声が重なる。タクトと莉り緒おは即座に巨大な円柱の陰に隠れた。


    「こっちだ」


    　背後から声。タクトは弾かれたように振り返る。


    　その鼻先に、鋭利な刃物があった。


    「はっ！」


    　裂れつ帛ぱくの声とともに莉緒が木刀を振り下ろす。衝突寸前で弾かれ、床に落ちた。


    　タクトは乾いた音を立てて転がっていったそれを目視する。それは、ナイフだった。黒い光沢を放つスローイングナイフ。


    　その瞬間にタクトの心臓は激しく脈動した。莉緒が弾くのがあと少し遅れていれば、顔面に突き刺さっていたのだ。


    「話は聞いてるぜぇ。痛みの増幅なんて愉快な力を持ってる適応者」


    　薄暗い広大な空間から声が響いてくる。


    　莉緒は静かに木刀を構え、虚こ空くうを睨にらみつけた。


    「何者ですか。姿を現しなさい」


    「バァカ、都合よく真正面から殺しにかかるわけねぇだろ」


    　声と共に、ナイフの群れが莉緒に飛来した。莉緒が数多のナイフを木刀の一振りで弾き飛ばす。だがナイフの投とう擲てきは止まらない。円柱の陰を縫ぬうように様々な方向から飛んでくる。


    　莉緒は舌打ちし、ナイフを弾くと同時に走り出した。


    　そして一気に跳躍し、円柱を蹴けり上げながら更に高く天井近くまで登る。


    「そこっ！」


    　空中から周囲を観察した莉緒は、円柱を蹴飛ばし滑空する。円柱の陰に隠れていた敵はナイフを飛ばすも莉緒に全て弾き飛ばされた。


    　そして木刀を袈け裟さ斬ぎりに一いつ閃せん。鋭い一撃は空を切る。敵は寸前のところで横っ飛びし、円柱の陰から転がり出てきた。


    　そして、その姿が晒さらされる。


    「まるで曲芸だな」


    　埃ほこりを払いながら立ち上がったのは、革ジャンを身に纏まとった背の低い男だった。しかし髪の毛は赤く染め上げられ剣山のように立ち上がり、耳にはピアスがいくつもつけられている。三白眼の目はギョロギョロと周囲を見回し、八重歯を覗のぞかせて歪いびつな笑みを浮かべていた。


    　しかし、更に異様なのが両腕に嵌はめられた銀色の鉄甲だった。まるで中世の鎧よろいとして使っていたような銀の鉄甲を装着し、動かすたびにガチャガチャと音が鳴る。


    　着地した莉緒は男の出いで立ちを観察して、言った。


    「肌を露出していること、その運動能力から察するに……ヘテログリフの適応者、ですね」


    　男はニヤァと唇を釣り上げる。目がギラギラと鈍く光っていた。


    　そのとき、タクトの耳にノイズ混じりの東あずまの声が届いた。


    『おい！　そいつには深入りするな！』


    　莉り緒おが耳に装着したイヤホンを押さえる。


    「既に情報が入っているのですか？」


    『そいつは裏の世界では有名な糞くそ野郎でな。マフィアに所属する殺し専門の処理屋で、名はバッゼオ・アルマーノ。まさかヘテログリフの人間だったとは』


    　東の説明に、タクトは息を呑のむ。その間にも、イヤホンから銃声音が流れた。東もまた戦闘の最中にいるようだった。


    「殺し専門って……！」


    「ははん？　さすがアガスティアさん、お早い気づきで」


    　バッゼオと呼ばれた男は指を動かし、そのたびにキシキシと金属の擦すれる音が響く。


    「部下どもがちんたらしてるんでな、遊びに来てやったんだよ。とっとと石を渡せば楽に殺してやるぜ」


    「素直に聞くとでも？」


    　莉緒が臆おくすることなく睨にらみつけると、バッゼオは唇を弧に釣り上げる。


    「だよなぁ。久々に対等に殺し合えるんだ。すぐに音を上げるなよ？」


    　バッゼオは懐ふところに手を入れ、指の間にギッシリとナイフを掴つかみ取ると、腕を大きく振って投とう擲てきした。
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    　それはあり得ない速さで空を滑り、一瞬のうちにタクトたちの間合いに侵入した。


    　全てのナイフを莉り緒おは的確に撃ち落とすも、顔には微かすかな驚きがあった。タクトも目を見開く。その投擲速度は適応者の卓たく越えつした身体能力を加味しても速すぎた。何らかの能力を使用しているのか。バッゼオは投擲しながら走り出す。莉緒は弾き飛ばしながら追いかけた。


    『こっちはすぐに援護できん！　頃合いを見て逃げろ！　いいな！』


    　東あずまが警戒を伝えるも、莉緒はバッゼオに果敢に攻めていく。


    　だが、投擲を弾き飛ばしてもその攻撃で足止めされ、接近することができない。ナイフを弾きあるいは受け流すうち、莉緒の位置はだんだんと動かなくなっていった。


    　何か相手の動きを崩すことでもしなければ、流れは変えられない。


    　タクトは必死に考えた。牽けん制せいだけでもいい、自分に援護ができないか。


    （そうだ……！）


    　ウエストポーチから閃せん光こう弾だんを取り出す。暗闇を照らせばバッゼオの位置も特定できる。


    　訓練でやった手順を思い出しながら、タクトはピンに指をかけた。


    　その腕に激痛が走る。


    「っあぁ！」


    　暗闇から飛来したナイフが彼の腕を貫き、持っていた閃光弾が地面に落ちた。


    　タクトはあまりの痛みで片膝を付き、ナイフを抜き取る。傷口から大量の血が溢あふれた。


    　狼ろう狽ばいしながらも左手を傷口に当て、タクトは治ち癒ゆを施ほどこそうと意識する。


    「邪魔するんじゃねぇよガキ」


    　ギクリとしてタクトが見上げた先に、円柱にナイフを突き刺しぶら下がっているバッゼオがいた。


    「死んどけ」


    　懐ふところから取り出された何本ものナイフが投擲され、一瞬でタクトに到達する。


    「御み厨くりや君！」


    　莉緒の叫び声。タクトの視界が揺れ動き、天井が映った。


    　倒れたタクトは、一瞬なにが起こったか理解できなかった。のし掛かる重さに、押し倒されたのだと気づき手を回す。


    「ゆ、雪ゆき城しろ──」


    　手に温かくヌルッとした感触。ゆっくりどかすと、莉緒はそのまま地面に力なく倒れた。


    　彼女の背中に数本のナイフが刺さり、血が止めどなく溢れ出ている。


    「雪城っ！」


    　タクトが声を荒らげると、莉緒は血の気の引いた顔で彼を見た。


    「御厨、君……無事……？」


    「俺のことより雪ゆき城しろのほうが！」


    「逃げ……な、さい……」


    　掠かすれた声で呟つぶやく。その唇は青くなり、生気が失われていく。


    「おいおい、もうこれでお終しまいなのか？」


    　バッゼオがつまらなさそうに呟き、二人の背後に着地する。だがタクトは莉り緒おから目が離せなかった。


    「なんで俺を庇かばったんだ……！」


    　助けはないと思えと、莉緒自身が言っていたはずなのに。


    　彼女は答えない。体温が奪われ、息が弱々しくなり、目の光が消えていく。


    　このままタクトが逃げれば、彼女は死ぬ。


    　そんなこと、できるはずがない。


    　タクトは莉緒の背中に刺さっているナイフを掴つかんだ。


    「ごめん……!!」


    　その一言とともに一気に引き抜く。


    「うあああああああうぅぅ……！」


    　莉緒が悲鳴を上げる。タクトは痛々しい姿に顔を歪ゆがめたが、残りのナイフも抜き取る。莉緒はそのたびに声をあげたが、痛みで意識のほうは繋つなぎとめられた。


    　そしてタクトは手をかざし、力を込めた。


    　緑色の淡い光が放出され、傷口へ染みこんでいく。


    　一瞬の間を置いて、傷口がどんどんと塞ふさがれ始めた。止まる気配のなかった血はピタリと止まり、肉の裂さけ目が修復されていく。


    　莉緒の顔色は温かみを取り戻し、苦痛に歪んでいた表情も幾分か安らいでいた。


    「よし、これで──」


    　瞬間、タクトの背中にナイフが深々と突き刺さった。


    「があああっ！」


    　タクトが体をくの字に折ると、バッゼオがくっくっと肩を揺らしながら近づく。


    「なるほど、回復の適応者か。便利なもんだ。上の連中が色めき立つのも無理はない……こんな茶番に俺を出張らせるわけだ」


    　バッゼオが指を軋きしませナイフを投とう擲てきした。動けないタクトの背や腕、足に突き刺さる。


    　脳が焼けるほどの痛みに絶叫する。タクトは耐え切れず、莉緒と同時に自分へも治ち癒ゆをかけようとした。


    　だが、自身の身体に意識を向けても、緑色の燐りん光こうが発生しない。


    （っ!?　なんで……！）


    　莉緒は確かに治癒できているのに、自分には能力の効果が出ていない。


    　そんな馬鹿な、と困惑するなか、バッゼオから放たれた蹴けりがタクトの横腹を抉えぐる。


    　吹き飛ばされたタクトは、血を流しながら地面を転がった。


    「だが治すだけじゃ能がないなぁ」


    　そしてバッゼオは倒れている莉り緒おの腹をつま先で蹴飛ばす。


    　莉緒は激しくむせ返り、胃液を吐いた。


    「お前も女ならもう少しくらい楽しませろよ」


    　目め尻じりを釣り上げ、バッゼオは逆手に持ち替えたナイフの刃先を、莉緒の露出している首筋に突きつける。


    「やめろっ……！」


    　制止の声に、バッゼオが気けだるげに振り向いた。


    　タクトはよろめきながら立ち上がり、刺さっているナイフを抜いて治ち癒ゆを施ほどこす。


    　緑色の光は彼の傷を治癒して、裂傷が消えていく。


    　タクトは安あん堵どと困惑を同時に感じた。なぜ先ほどは発動しなかったのか。


    　だが、気にしている場合ではない。意識を切り替えバッゼオを睨にらみつける。


    「雪ゆき城しろから離れろ！」


    「はっ、雑ざ魚こが粋いきがってまぁ」


    　バッゼオは懐ふところからナイフを取り出し投とう擲てきした。その超速はタクトにはどうせ視認できない。


    　だから、あえてそのまま直進する。


    　ナイフはタクトの腕や足に突き刺さる。


    「うおおおおおあ！」


    　だが、その突進は止まらない。


    　タクトは走りながら突き刺さっているナイフを抜き、即座に修復した。


    　その瞬間、彼の移動速度が急激に上昇する。


    　バッゼオが目を見張ったとき、タクトは既に肉薄していた。


    　放たれた蹴りを腕でいなし、懐に入り込む。そこから掌しよう底ていを腹部へ放った。


    　直撃する、かに見えたが、バッゼオが逆手に持っていたナイフをその腕へ突き刺した。


    「ぎあっ……！」


    　苦く悶もんに歪ゆがむタクトの顔面を、肘ひじ鉄てつが打ち払う。後方に薙なぎ倒されるも、すぐに起きて横っ飛びする。直後、彼がいた場所にナイフが突き刺さる。


    「わざと能力を使い身体機能を上げてるわけか。少しは遊びがいも出てきたじゃねぇか」


    　懐からナイフを取り出し、バッゼオが愉ゆ悦えつを滲にじませる。


    「別にお前でも構わんぜ。ジオ・グラムの力を感じさせてくれるならなぁ」


    　獲物を品定めする視線に、タクトは唾つばを飲み込む。


    「お前も、クソみたいな連中の上位に立った実感があるだろう？　だが、これでも足りない。まだふざけた野郎どもが俺の上にいやがる。だからもっとジオ・グラムを集め、選ばれた人間が生態系ピラミッドの上に立つ必要がある。豚のような連中が慌てふためくのはたまらねぇだろうなぁヒヒヒヒ」


    　タクトはその言葉に、腹の底から怒りが湧いた。


    「お前は……！」


    　剣けん呑のんな目で睨にらみつけ、激情に任せて言葉をぶつける。


    「そんなことのために関係ない人まで殺してるのかよっ！」


    「ああ？　随分と面白い台詞せりふだな。貴様らも似たようなもんだろうに」


    　タクトの思考に一瞬、空白が生じる。


    「……なに？」


    「俺もお前も、全て掌てのひらの上で踊らされてる道化じぁねえか。んなことはとっくに理解した上で、この大層な化ばかし合いに加わってやってるんだ。何のつもりかは知らねぇが、殺し合える上に石まで手に入るなら、喜んで踊ってやるよ」


    　タクトにはバッゼオの発言が理解できなかった。この男は何を言いたがっているのか。


    「ま、そんなことはどうでもいい。今は楽しもうやキッヒッヒ！」


    　ナイフが投とう擲てきされ、タクトはその場で身構えた。


    　足にナイフが突き刺さった瞬間、治ち癒ゆを発動。そしてバッゼオめがけて走る。続けてナイフが飛来したが、それらの軌道を彼は視認して回避していた。


    　タクトは今、治癒を行った瞬間のみに発生する、身体機能の向上を活用してなんとかバッゼオの動きに食らいついていた。


    　だが、いくら接近しようとしても、ナイフを避ける瞬間だけは足止めを食らってしまう。


    　バッゼオはその隙すきに、暗闇に乗じて姿を消していた。


    　タクトは、空気を裂さく微かすかな音を捉える。


    　身み動じろぎした彼の肩にナイフが突き刺さる。ギリギリで致命傷は避けられた。ナイフを抜きながら治癒しつつ、バッゼオが左側に新たに出現したのを目で捉えたタクトは駆け出す。


    　だが、バッゼオは大きく跳躍すると近場の柱にナイフを突き刺してぶら下がり、たたらを踏んだタクトめがけて数本のナイフを振り放つ。


    　タクトは咄とつ嗟さに横へ飛び、地面を転げる。


    　しかしその進行方向には、タクトの動きを予測していたかのようにナイフが飛来していた。


    「ぐぅぉああ……！」


    　灼しやく熱ねつの痛みに全身が悲鳴を上げる。タクトは地面に倒れながらもナイフを抜こうとしたが、その手は震ふるえていた。血を流しすぎているのだ。


    　歯を食いしばり治癒を施ほどこした彼の首筋に、ナイフが突きつけられた。


    「終わりだ小僧」


    　ナイフが更に食い込み、背筋が冷たくなる。怒りで忘れていた恐怖が鎌首をもたげた。


    　そのとき、タクトの視界に青の軌跡が映った。


    　気配に振り返ったバッゼオに、木刀が叩たたきつけられる。


    「っごぉ!?」


    　斬ざん撃げきを受けたバッゼオは後方に吹き飛ばされる。


    　莉り緒おが傍らに立ったのを見て、タクトは思わず声を上げた。


    「雪ゆき城しろ！　大丈夫なのか!?」


    「ええ……貴方あなたに治ち癒ゆしてもらったおかげで、問題ないわ」


    　だがその顔色はお世辞にも良好とは言えなかった。しかし彼女は木刀を構え前を見据えている。その視線の先には、ガクガクと震ふるえよだれを垂らし膝をつくバッゼオがいた。


    「ぐ、ぐぅうう……！　この、糞くそが……！」


    　怒りで目を剥むきながらもバッゼオは動くことができない。増幅した痛みの影響が大きいのだ。


    「ここは任せて。御み厨くりや君は逃げて」


    　莉緒が、バッゼオから視線を外さずに言い放った。


    「そっ！　そんなことできるわけないだろ！」


    「いいから早く！」


    　莉緒がタクトを睨にらみつける。


    　だがそう言われても、タクトには彼女を置いて逃げることなどできない。


    　その間に回復したらしいバッゼオが立ち上がり、憤ふん怒ぬの形相で腕を引き絞っていた。


    「……ハッ、これが増幅された痛みって奴か。すげぇなこれは」


    　バッゼオは血走る目で、口元を歪ゆがめ犬歯を剥むき出しにした。


    「教えてくれた礼に残さず受け取れよ！」


    　ナイフが投とう擲てきされる。気づいた莉緒は回避するが、タクトは腕にわざとナイフを食らった。


    　そのダメージを元に治癒をしながら、タクトはバッゼオめがけて走る。バッゼオが更にナイフを放ったが、彼は治癒中であるためそれらを回避していた。


    「貴方わざと攻撃を……！」


    　タクトの戦法に気づいた莉緒が声を荒らげる。


    　同時にバッゼオが、陰いん惨さんな笑みを浮かべて言った。


    「お前のその回復。どれくらいまでナイフを受けきれるか実験してみようじゃねぇか」


    　タクトは警戒しながらも訝いぶかしんだ。なぜわざわざターゲットの指定を漏らしたのか。


    　だが視界の端に、莉緒が険しい剣幕でタクトのほうへ駆けているのを見て、彼は気づいた。


    （誘導……！）


    　狙ねらいは莉緒のほうだ。タクトを守る間に、彼女が無防備になるのを狙っている。


    　だが、タクトが彼女の治癒を行えば、先ほどのように自身の回復ができないかもしれない。


    　迷っている暇ひまは、なかった。


    　バッゼオがナイフを投とう擲てきした。


    　タクトに接近したナイフを莉り緒おが弾き飛ばす。同時に数本のナイフが莉緒に突き刺さる。


    　タクトはか細い声を上げる莉緒に走り寄って抱きしめ、ナイフを抜き取りながら治ち癒ゆを開始。


    　瞬間、タクトの太もも、脇腹、肩、二の腕にナイフが次々と突き刺さる。


    「っがああああああ！」


    　咆ほう哮こうに似た叫び声を上げるタクトの意識が揺さぶられる。


    　同時に彼は自分の身体も治癒をかけようとしたが、やはりできなかった。


    「ダメ！　逃げて！」


    　莉緒の悲痛な叫び。更にナイフが投擲され、タクトの身体に突き刺さる。


    「キッハハハハハ！」


    　笑い声と共にバッゼオが、トドメの一振りを放った。それはタクトの頭部を狙ねらっている。


    　彼は、意識してそうしたわけではない。ただ、朦もう朧ろうとする中で防衛本能が働き、頭部を守ろうと反射的に左手が動いた。


    　その手が赤い燐りん光こうを纏まとう。そして、ナイフの刃先が掌てのひらに接触した瞬間。


    　まるで透明な壁に激突したかのように、ナイフは刃先から歪ゆがみ破砕して地面に落ちた。


    　必殺の一撃が不可思議な顛てん末まつになったことで、バッゼオが目を見開く。


    （こ、れは……？）


    　タクトはその現象を目の当たりにして、何かの手応えを感じた。しかし、彼にはその感触を追いかけるだけの気力はなく、治癒能力も切れた。


    　バッゼオが不審がっている隙すきに、莉緒がタクトを抱かかえ逃げようとする。


    「逃げるんじゃあねぇよ！」


    　気づいたバッゼオが二人めがけてナイフを振り放つ。


    　それが直撃する寸前、暗闇を吹き飛ばす紅が空を滑り、ナイフを飲み込む。


    「……は？」


    　バッゼオの間の抜けた声がした。その方向へ、天井から炎の塊が襲いかかる。バッゼオは炎に巻き込まれるも、炎の中から飛び出して地面を転がり、即座に立ち上がる。


    「すばしこいのう」


    　炎を纏まとった人影が降り立ち、悠然と歩を進める。


    　大きめのジャケットにジーンズ姿の女が、そこにいた。帽子を深く被かぶり顔は見えない。


    「てめぇは……！」


    　バッゼオが睨にらみつける前で、ルナは余裕のある笑みを見せる。


    「妾わらわも交ぜてもらおうかのう」


    　バッゼオはナイフを取り出し警戒態勢を取るが、聞き慣れない言語に眉まゆをひそめていた。


    「報告のあった炎使いか。いずれ現れるとは思っていたが……貴様、どこの国の人間だ？」


    「うむ、何を言っているかわからんのう。やはり通訳がいるか」


    　二人の会話は成り立っておらず、意い識しき朦もう朧ろうとしたタクトのみが把握していた。


    「ま、どっちみち捕まえれば済むことだ」


    　バッゼオの両腕がバネを弾いたかのように振り放たれ、ナイフが空を滑る。対するルナは右手を掲げるだけ。


    　その右手を中心として紫電が迸ほとばしった。次の瞬間、掌てのひらから巨大な炎の塊が放出され唸うなりを上げながらバッゼオに向かう。


    「っ！」


    　数十本はあったかというナイフの束は全て炎に巻き取られた。そのまま炎はバッゼオをも喰くらいつくさんと襲いかかる。バッゼオは横っ飛びに回避することで炎から逃のがれた。が、そこへ木刀を振り上げた莉り緒おが肉薄する。袈け裟さ斬ぎりの一いつ閃せんがバッゼオの右肩に食い込んだ。


    「ごぉああああ！」


    　叫び声を上げながら転がるが、バッゼオは追撃してきた莉緒めがけてナイフを投とう擲てきする。莉緒がナイフを弾いた隙すきにバッゼオは後方へ大きく跳躍して距離を開けた。


    「ぐぅ、ぎぃ……！」


    　ガクガクと震ふるえるバッゼオに、ルナは炎を纏まといながら、莉緒も木刀を構え接近する。


    　しかし、バッゼオは唇を釣り上げると、ナイフを取り出して引き絞った。


    「……女二人を相手にするってのも興奮するが、ここで死ぬのもつまらん」


    　ナイフが投擲される。莉緒は木刀で弾き、ルナは炎で焼き尽くす。その炎がバッゼオのいた場所を赤く染めた。


    　しかし炎が消え去る頃、そこにはバッゼオの姿はなく、何の痕こん跡せきもない。


    　そして、あれほど激しく紡つむがれていた戦闘の音は止やみ、無音が広がる。


    　ルナが振り返り、紅の瞳ひとみと莉緒の鋭い眼光がぶつかった。


    「……貴女あなたのことは気になっていました。そのような強力な能力を有していながら、私たちの情報網にまったく引っかかることなく唐突に現れた。どこの所属かもわからず、しかも単独で動いている。貴女、本当に錬金術組織に所属する適応者なのですか？」


    　莉緒の鋭い質問をルナは聞き取ることはできていなかったが、まるで理解したかのように挑発的な笑みを浮かべる。


    　莉緒が静かに木刀を構えたとき、覆ふく面めんを被かぶった男たちが突入してきた。


    「動くな！　そこで止まれ！」


    　東あずまが銃口をルナに向ける。他の隊員たちも銃を構え、ルナを包囲した。


    「答えろ！　貴様、どこの所属だ。目的はジオ・グラムか」


    「もしや妾わらわのことを聞いておるのか？　ならば徒労に終わるだけぢゃて、やめておけ」


    　ルナは炎を両手に作り出す。隊員たちが一斉に警戒し引き金に指をかけた。


    「お主は戻っておれ。あとで計画を練り直す」


    　ルナはチラリとタクトに目配せをして、両手の炎を地面に向けて放出した。炎は地面に衝突するといきなり猛たけり上がり、ルナもろとも巻き込んで炎の渦が天井付近まで立ちのぼる。


    　炎を避けるため集団が一歩下がると、予想に反してすぐに炎は消え去った。しかしそこにルナの姿はない。


    　東あずまたちはしばらく銃を構えて警戒していたが、ややあって銃を下ろす。


    「作戦終了」


    　その言葉が聞こえた瞬間、タクトは固い地面に倒れ伏した。


    「御み厨くりや君!?」


    　狼ろう狽ばいする莉り緒おの声がタクトの耳に届く。だが、瞼まぶたは鉛のように重く自然に閉じていき、口を開くこともできなかった。


    　そのまま彼の意識は奈落の底に落ちていった。


    



    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　男は椅い子すに座り、ディスプレイを食い入るように眺める。


    　あらゆる角度から撮影された、監視カメラの映像。その全てがある人間を捉えている。


    　大きなジャケットに帽子を目ま深ぶかまで被かぶった女。


    　炎を生み出す姿を瞬まばたきもせず凝視し、女が口にした言語を味わうように聞き入る。


    　そして男は別の映像をディスプレイに流した。それは同じく監視カメラの映像だったが、青い防弾服を身にまとった少年の姿が映し出される。


    　一度だけ、少年に向けられたナイフが、掌てのひらに当たった瞬間に歪ゆがみ地面に落ちた。


    「……やはり、そうか。まさかとは思ったが、二重能力とはね」


    　男はデスクに肘ひじをつき、くぐもった笑い声を上げる。


    　そして、手元にあった電話機を取り、電話をかける。相手はすぐに出た。


    「作戦変更を伝える。捕縛対象を二名に拡大。どちらも生きたまま捕えろ。対象が移動することも考慮し、予備も動員するように」


    『では、万が一の場合はアルファを優先し、オメガを攪かく乱らんします』


    「失敗は許さない。そのために雇ったんだ」


    　了解、と簡潔な返事で、相手は電話を切る。


    　男はパソコンのモニターを消し、革製の椅子に深々ともたれかかった。


    　そして、三日月のように唇の端が釣り上がり、愉ゆ悦えつを滲にじませる。


    「ようやく、このときが来た。二年前の計画を、進めるときだ」


    



    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　彼女は暗い室内で、携帯のディスプレイをずっと眺めていた。


    　何度電話をかけても、相手は出ない。戻っていろと言ったのに、音沙さ汰たもない。


    「どこにおるのぢゃ……タクト」


    　そう呟つぶやいたとき、ルナは儕ともがらの少年を心配しているという自分の心情に気づく。


    　その感情に、ルナは戸惑った。それは決して、契ちぎりができなくなることを危き惧ぐする打算的なものではなく、本当に彼の安否を案じていた。


    　今まで彼女が不安で竦すくむのは、あくまで自分自身の未来を考えたときのみだった。


    　協力者と会えないまま、刻々と期限が迫る現実に怯おびえていた。このまま二度とゼラの大地を踏むことなく死ぬのかと、彼女は弱気でいた。


    　だから儕の前では、そんなみっともない姿を見せまいと、強く凜り々りしい自分を意識した。


    　それが、彼に過去を見られたときから、少しずつその虚勢が剥はがれている。


    「……絶対に帰還させると、言うたではないか」


    　ルナは呟く。彼の言葉を、噛かみ締めるように。


    　そんなふうに優しくされたのは、彼女は初めてだった。


    　ルナはタクトの言葉がもたらす温かさに浸りつつ、我われに返りまた彼の携帯に電話をかける。


    　コールが続く中、ルナはアガスティアに侵入しようとも考えたが、能力に制限のかかっている今では戦力などほとんどない。酷ひどくじれったいが、家に留とどまるしかなかった。


    　ようやく、この事件の推論が固まってきているというのに。


    「早く出よ……タクト」


    　ルナは電話から、彼の声が聞こえてくるのを願った。


    



    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　目が覚めたとき、彼の目には見知らぬ天井が映った。


    　ゆっくりと視線を動かす。白を基調とした簡素な作りの部屋で、結ゆ月づきの病室とそっくりな内装だった。


    　タクトはそこで、自分が病院のベッドで寝ていることに気づく。


    「御み厨くりや君！」


    　隣から聞き覚えのある声。視線を動かすと、莉り緒おがベッド横の椅い子すに座っていた。


    　タクトは更に視線を下に動かす。莉緒がタクトの手を握りしめていた。


    「こ、これはその」


    　莉緒が慌てて手を離す。頬ほおを赤らめる彼女を、タクトは胡う乱ろんげに見つめた。


    「俺は、どうして、ここに？」


    「裂傷と出血多量で気絶して、すぐに病院に搬送したんです。でも安心して。多分貴方あなたが無意識の内に自分に治ち癒ゆをかけていたせいで、後遺症の残る傷はなかった。輸血もしたし、運動機能にも支障はないそうです」


    　タクトは自分の掌てのひらを眺める。莉り緒おに向けて、つまり体外に向けて放出していた回復能力が、対象がいなくなることで自らに戻ったのか。


    　もしかすると、治癒の対象を切り替える現象が起きたせいかもと、タクトは考える。


    「……俺、何時間くらい、寝てたんだ」


    「十二時間弱、ですね」


    　窓の外を見ると、日差しが強く昼間のようだった。


    　上半身を起こしたところで、タクトは顔をしかめる。ギシギシと体が軋きしんだ。


    「駄目よ！　まだ安静にしてないと」


    「いや、大丈夫……それより、任務はうまくいったのか？」


    「ええ。ジオ・グラムも無事に入手できました。正直かなり危あやうかったけど、あの炎使いが現れて窮きゆう地ちを脱せた……まるであの人に助けられたみたいで、釈然としないけれど」


    　実際にも助けてもらったということは、タクトしか知り得ないことだった。


    　しかし、当初は彼女は戦闘に介入するはずではなかった。ルナがリスクを負ってまで儕ともがらであるタクトを助けに入らざるを得なかった。


    　ルナが現れたことで、もしも今より状態が悪化することがあれば、それはタクトの失態だ。


    　彼はそう考え渋じゆう面めんを作る。


    「……一つ。貴方に、聞きたいことがあります」


    　タクトはギクリとして振り向いた。まさかルナとの関係のことかと不安になったが、莉緒が語ったのは別のことだった。


    「なぜあのとき、逃げずに私を治癒し続けたのですか」


    　硬質な声が響く。咎めるような口ぶりだった。


    「なぜって……怪け我がしてる雪ゆき城しろを捨てて逃げるなんてできないよ」


    「だけど、そのせいで貴方がこんなに大怪我をしてしまった。運がよかったから助かりましたが、一歩間違えれば死んでいたかもしれない」


    　莉緒は唇を噛かみ、まるで泣き出しそうなほどに顔を歪ゆがめる。


    「……私なんかのために、傷ついてほしくなかった」


    　タクトは、なぜ彼女がそこまで自じ虐ぎやく的てきな心境に陥おちいっているのかわからない。


    　逆に彼は、疑問が湧き出て聞き返していた。


    「じゃあ、俺も聞くけど……なんで雪城は俺を庇かばってくれたんだ？　自分のことは自分で守れって言ったのは、雪城だったじゃないか」


    「それは……」


    　莉り緒おは顔をしかめ、口をつぐむ。


    　沈黙が過よぎった。痛々しいほどの無音の中、タクトはただ戸惑い彼女を見つめる。


    　莉緒はスカートの裾すそをぎゅっと握りしめ、言った。


    「……貴方あなたには、妹さんがいる。その子を残して、貴方が死ぬなんて私には……耐えられない。だから約束してください。今度危険な目に遭ったら、私を置いて逃げる、と」


    「な……！　そんな約束できるわけないだろ!?」


    「どうして？　貴方にとって私は他人よ。肉親を優先することが、そんなにおかしなことなの!?」


    　そして彼女は、まるで痛みを堪こらえるような表情で、呟つぶやく。


    「……私のように、失ってからでは遅いのよ」


    　その言葉を受けて、タクトは目を見開く。彼の胸中はざわりと騒いだ。


    「それってまさか、家族の誰かを……？」


    　莉緒は沈痛な表情でうつむき、口をつぐむ。


    　その様子に、タクトは何と言葉をかけていいか迷った。誰を失ったかなど聞くことはできない。そんな無粋な質問は投げかけられない。


    　二人で黙りこみ静寂が室内を支配する。しかしタクトは考え込んだ末に、彼女に話しかけた。それは問いかけではなく、自らの過去を言葉にすることだった。


    「……あのさ。雪ゆき城しろには言ってなかったけど、俺も……母親を病気で亡くしてるんだ」


    　唐突の告白に莉緒が目を見開いたが、タクトは構わず続けた。


    「親父もいないし、残ってるのは妹の結ゆ月づきだけだから。雪城の言う通り、妹を優先したほうがいいっていうのは、よくわかる」


    「そ……そうです。尚なお更さらに、正しい選択ではないですか」


    　莉緒は困惑を過らせつつも、タクトの言葉を肯定した。だが、タクトは緩ゆるやかに首を振る。


    「でも、だからって雪城を置いてくことは俺にはできない」


    「どうして？　貴方が生き延びなければ妹さんは一人になってしまう！」


    「それでも俺は大切な人が死んだ辛さを知ってる。俺のせいで、雪城を大事に思う人が悲しむのは耐えられない。それは今、雪城が俺に言ってることと同じだよ」


    　莉緒はハッとした様子になる。彼女の脳裏には、近しい誰かが浮かんでいるのだろうか。


    「家族を守れ、っていうのはわかる。俺は死ぬつもりなんてない。でも、自分の都合を優先して誰かを不幸にしてまで、思い通りの未来を作ろうなんて思いたくない」


    　それは父を憎んだ末に培つちかわれた、彼の根源にある思想だった。


    　自分の都合を優先した父親のせいで、母親は最後まで心が満たされることはなかった。


    　今でこそ任務のためだと理解できるが、当時はそれを知る術すべもなく見放されたと感じてひたすらに心が荒すさんだ。


    　だからこそ、自分はそうはなるまいと考えるようになった。


    「置いて逃げろ、なんて言わないでくれよ。俺はそんなことしないから」


    　タクトがそう言い切ったとき、莉り緒おは言葉を失った様子で、その瞳ひとみは揺れていた。


    「ごめん、なさい」


    　ポツリと呟つぶやき、その唇が微かすかに震ふるえる。


    「ごめんなさい。ごめん、なさい……」


    「い、いやあの……こっちこそいきなりこんなこと喋しやべって、ごめん」


    「違う、の……そうじゃない。私は、貴方あなたの気持ちも知らず、自分勝手なことばかり言って……貴方や、妹さんの責任も取ろうとせず、逃げるだけで……」


    　その言葉に、タクトは違和感を覚えた。責任とは何を示しているのか。


    「……何を言ってるんだよ？」


    　タクトが問うと、莉緒は迷う素そ振ぶりを見せるも、ゆっくりと口を開き答えた。


    



    「この世界にジオ・グラムを呼び出したのは、私の父です」


    



    　タクトは唖あ然ぜんとした。


    　冗談の類たぐいを疑ったが、今の少女の口からデタラメが出てくるとは思えない。
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    「雪ゆき城しろのお父さんが……呼びだした？」


    　弱々しく莉り緒おが頷うなずく。


    「私の父親、雪城玄げん盛じようは、ある錬金術組織の長おさでした。父はある時期、錬金術に関する特殊な文献を入手しました。その文献には錬金術の悲願である『賢者の石』を得るための禁きん呪じゆ異界門顕現マグヌス・オプスについて、克明に記されていたようです」


    　ルナから聞かされていた禁呪の名前を聞かされ、タクトの心臓が跳ねた。


    「父はその文献を、必死に解読しようとしていました。それこそ昼夜問わず、まるで何かに取り憑つかれたかのように。私はそのとき呑のん気きに、研究が忙しいんだなと勝手に解釈して何もしなかった……あのとき止められたのは、私だったかもしれないのに」


    　遠くを見つめる莉緒の瞳ひとみは、昔を思い出しているように揺れ動く。


    「二年前、隣県の研究施設が爆発事故を起こしたことを、覚えていますか？」


    　唐突に話題が変わったものの、タクトは記憶から引っ張りだした事件の概要を思い浮かべ、頷く。


    「確か半径三キロメートルは吹き飛んで粉々になったって、騒がれてたな」


    「そうです……その事故は父が引き起こしました。ジオ・グラムをこの世界に呼び込むため、膨大なエネルギーを生み出したことが原因で」


    「あ、あれが、ジオ・グラムを……？」


    　コクリ、と莉緒は頷く。


    「そして、父はその事故で死にました。何人もの仲間と共に」


    　静かに告げられた事実にタクトは息を呑のむ。彼女が失った家族は父親なのだ。


    「でも研究所がなくなっても、膨大な空間干渉エネルギーの影響による次元の歪ゆがみは残ってしまった。そこから、賢者の石であると思われる物質が出現するようになった」


    　莉緒は笑う。自じ虐ぎやく的てきで、陰いん鬱うつな笑みを。


    「後の騒動は、貴方あなたも知っている通りです。野放しにされた石は人々を昏こん睡すい状態にさせ始めた。錬金術組織はジオ・グラムを巡って争いを始める。全て、私の父のしたことが原因です」


    　膝の上に置かれた莉緒の拳こぶしが、小刻みに揺れる。


    「母は、ショックで精神を病み病院から出られません。私も、怖くて仕方がなかった。どこかの誰かが、父のせいで人生を狂わされている……それは、止めることのできた私たちにも責任があると……お前が悪いと、憎まれてる気がして」


    「……だから、戦ってるのか」


    　タクトの言葉に莉緒の笑みが歪み、彼女は唇を噛かみ締める。


    「……私は、貴方が協力することになったとき凄すごく嫌だった。いえ、怖かった。貴方が真実を知ることも、争奪戦のせいで傷つくことも」


    　脳裏に、タクトが作戦に参入することを拒んでいたときの莉緒の姿が浮かぶ。


    　あれは、自分の心を平静に保とうとする、必死の抵抗だったのだ。


    「……戦うことは、私に残された唯一の贖しよく罪ざい。それだけは、死んでも遂げます。でも貴方あなたには守るべき家族がいる。あんな戦い方はせず、自分のことを大切に──」


    　言葉の途中で、タクトは莉り緒おの手を強引に握りしめていた。


    　不意を突かれ、莉緒が驚く。


    「……違うと思う。そんなの、雪ゆき城しろの責任なんかじゃない」


    　しかし、タクトの言葉に莉緒はゆっくりと首を振る。


    「所長もそう言ってくれた。でも、私は家族だから。あんなに信頼して、大好きだった父親の異変に気づかなかったのは、確かに私だから。せめて、私にできることはしないと。何もしなかったら、私はもう生きてなどいけない。そんな資格はない」


    　そのとき、頑固とも言える彼女の姿を、タクトは自分と重ねてしまっていた。


    　最悪の状況を回避できたかもしれないという後悔が自責の念に変化して、心にわだかまる。


    　その感触をタクトも十分に知っている。


    　そして彼女もタクトと同じく、過去に押し潰つぶされないために、自分にできることを全力でやり遂げようとしているのだ。


    　たとえ、命を懸かけてでも。


    「……俺は、雪城が決めたことだから、戦いをやめろなんて言えない」


    　タクトは、目を伏せる彼女に向けてはっきりと告げる。


    「でも俺にも手伝わせてほしい。何も雪城だけが負うことじゃない」


    　莉緒は弾かれたように顔を上げる。


    「な、何を言うの。貴方は被害者なのよ？」


    「そうだとしても、俺だって見てるだけはしたくない」


    　莉緒を自分と重ねているからこそ、タクトは余計に放っておけなくなった。


    　一人で自責の念に抗あらがい続ける莉緒にはきっと助けがいるのだ。


    「誰の責任だとか、そんなのどうだっていい。俺たちの目的は同じ、それだけでいいじゃないか。俺のこと頼ってくれていい。俺も雪城に頼るから」


    　タクトは握った手を少しだけ強める。


    「だから、一緒に頑張ろう」


    「……御み厨くりや、君」


    　莉緒はうつむき左手で口元を隠す。そして涙がシーツにこぼれ落ちていく。


    「ごめんなさい……ありがとう」


    　莉緒も軽く、タクトの手を握り返した。照れ隠しかもしれない。罪悪感かもしれない。


    　それでも少女の華きや奢しやな指の感触に、タクトは笑みをほころばせた。


    　しばらくそうして莉緒が落ち着くのを待つ。莉緒は深呼吸して袖そでで涙を拭ぬぐった。


    「……そうだ、ずっと伝え忘れていたことがあるんです」


    　莉り緒おは、自分の持っていた通学カバンを探り始める。


    「貴方あなたと初めて出会った工場で、指輪を見つけたんです。もしかして御み厨くりや君のかもしれないと思ったのですが」


    　タクトはその言葉に面食らった。もしや、ルナが落としたという触媒のことだろうか。


    「ああ……雪ゆき城しろが持っててくれたのか。えっと、それ、母さんの形見でさ」


    　咄とつ嗟さに嘘うそをつくと、莉緒が慌てた様子になる。


    「そんな大事な物だったのですか……！　あ、あれ、おかしいな。入れたと思ったのに」


    　莉緒は鞄かばんを探るが見つけられないでいる。タクトは見かねて首を振った。


    「いいよ、また今度で──」


    「家に取りに帰ります！　すぐに戻ってくるから！」


    　莉緒は立ち上がると速攻でドアを開けて走っていってしまった。口をポカンと開けたタクトは思わず苦笑いする。


    「あっちのほうが、素なんだろうな……」


    　呟つぶやいたとき、彼の胸中に湧き上がったのは怒りだった。


    　心優しい莉緒を、あれほどまでに追い詰めた雪城玄げん盛じようの存在。その男を知る必要がある。


    　タクトは軋きしむ体に鞭むちを打って、すぐにベッドから降りた。


    



    　その日の夕刻。病室を無断で抜け出したタクトは、研究所へと入っていた。


    　既に何度も通っている真っ白な廊下を早足で進み、見知った職員らへの挨あい拶さつなども後回しにして所長室の前に立つ。


    「どうぞ」


    　部屋の中から六ろく条じようの声が漏れる。タクトは軽く会釈だけして室内に入る。


    　六条はタクトの姿を見ると眉まゆを上げる。


    「ど、どうしたんだこんなところへ。君は今夜一晩は入院しているはずでは？」


    「聞きたいことがあって、来ました」


    　六条は慌てて立ち上がり、タクトにソファーへ座るよう促す。六条はタクトの対面に座り不安そうに眉を曇らせた。


    「今回は大変だったと報告を聞いている。初回から君にこれほどの苦痛を強いることになって本当に申し訳ない……だからこそ今は安静にしていてほしいんだ。聞きたいことというのは、怪け我がを押してでも必要なことなのかい？」


    「はい。雪城の父親が、この騒動を引き起こした理由を教えてください」


    　六条の細い目が大きく開いた。


    「……それは、莉緒君が？」


    　頷うなずくと六ろく条じようはしばらく黙りこむ。やきもきしてタクトは問い詰めた。


    「なぜ、黙っていたんですか」


    「……彼女が責任を感じていたことを知っていた。ましてや君のご家族は被害者だ。彼女と君の関係性を考慮し、しかるべき時期に打ち明ける予定だった……だけど、彼女の口から語られたのなら、もうその必要もないか……」


    　六条は眼鏡めがねのブリッジを押し上げて立ち上がると棚に移動し、カップに温かい茶を淹いれた。それを持ってソファーに座り直し、タクトの前にカップを置く。


    「僕は彼女の父親、雪ゆき城しろ玄げん盛じよう君とは古い付き合いでね。だからというわけではないが、彼が禁きん忌きという深しん淵えんに至ってしまった感情は理解できる。錬金術の悲願を前に止まることはできなかったのだろう。研究者とは得てしてそういう側面を持つ」


    　自じ嘲ちよう気味に言い、六条は首を振る。


    「推測でしかないが、そこに名誉欲がなかったとも言い切れないだろう。成功していれば彼の名は裏の世界まで轟とどろいていたことだろうし、所属する組織も強大な権力を手にできた」


    　タクトは鼻頭に皺しわを寄せ嫌悪する。それはあのバッゼオと同類の思考だ。


    　六条は一息吐つきソファーにもたれかかる。


    「莉り緒お君は玄盛君の代わりに償つぐなうため戦場に身を置いている。自分にジオ・グラムの耐性があるか調べてくれと頼み込んできたときは正直驚いたが、それだけ父親のことを思っての行為だ。このまま娘が血を流し続けるのも彼にとっては本意ではないだろう。早く終わらせなければいけない」


    「……そう、ですね」


    　タクトはカップの中の茶を眺める。自分の顔が歪ゆがんで映り、揺らめく。


    　複雑な心境のまましばらくそうしていたが、タクトは意を決して口を開いた。


    　聞かなければいけない。そのためにここまで来たのだ。


    　首謀者が死んでいる今、扉がどうなっているのかを。


    「……ジオ・グラムが出現した原因がわかっているなら、止めることはできないんですか」


    「理論上は可能だ。玄盛君が空間干渉に使用した重力変動場、つまり特異点を見つけ出し消失させればいい。だけど、その特異点は事故の後に位相がズレてしまい、その場には存在しなかったんだ」


    　衝撃的な内容に、タクトは目を見開く。


    「今もジオ・グラムの発生が続いていることから、存在はしていると想定できるんだが……どこにあるかも、まったく見当がつかないんだ」


    　六条は申し訳なさそうな表情で語る。


    　タクトは愕がく然ぜんとし、言葉を失った。


    　扉はどこにあるかわからない。止める術すべはあっても、試しようがない。


    　首謀者である玄げん盛じようが死んでしまっていては、情報を得ることも不可能だ。


    　完全に行き詰まっていた。


    　タクトは夢の内容を思い出し口元を歪ゆがめる。


    　異界の地で二年間も孤独に過ごした彼女に、これ以上まだ苦しめというのか。


    　タクトはなんとかしようと頭を回転させたが、解決策は出てこない。


    「……わかり、ました。いろいろと教えてもらい、ありがとうございます」


    「いいんだ。他にも何かあれば遠慮なく聞いてくれ。君はもう僕たちの仲間なんだから」


    　六ろく条じようの言葉にタクトは軽く頭を下げ、所長室を後にした。


    



    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　そこは湾岸倉庫の一角だった。夜の海からさざ波の音が聞こえ、海面に月が映る。


    　人通りのない海岸に面した道路に、一台のワゴン車が停車していた。


    　ワゴン車の中で男はナイフを弄もてあそびながら、後部座席から足を運転席のシートに乗せていた。


    　懐ふところから携帯の着信音。男はナイフを無造作に放り投げ、助手席にいる人間の背中に突き刺さる。


    　だが助手席の男は、ナイフが突き刺さっても微動だにしなかった。ダッシュボードに頭を突っ伏しているその男は首から血を流し、既に絶命している。運転席に座る作業着姿の男も同じく、事切れていた。


    　後部座席の男は緩慢な動作で、鳴り続ける携帯を取り出し耳に当てる。


    『上層部の制圧は完了しました。今どちらに？』


    「なに、上が付けた鈴も鬱うつ陶とうしかったんでな。準備運動がてら遊んでたところだ」


    　男が運転席をブーツで蹴ける。振動で、死体となった運転手が助手席のほうへずり落ちた。


    『では至急合流を。対象が動きました。追跡し施設を割り出します』


    「ようやく舞台役者はお役御免だなぁ。監督に挨あい拶さつでも行っとくか、キヒヒ」


    　陰いん惨さんな笑みを浮かべながら、男が後部座席のドアを蹴飛ばして外に出る。


    　男は車から離れていく途中で、革パンツのポケットから小型の箱を取り出し放り投げた。


    　放物線を描いたそれが車のトランクに当たったとき、男から音もなく放たれたナイフが箱を貫く。


    　瞬間、爆発が起こり、車は中の人間ごと炎に包まれた。


    



    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　時刻はすっかり夜になっていた。タクトは急いで自宅への帰路を辿たどっていた。


    　ルナを結構待たせてしまっていることに焦あせりながら、ようやく自宅に到着し、玄関の前に立つ。


    　だが開ける前に、彼は逡しゆん巡じゆんする。


    「……どうやって、話すかな」


    　独り言を呟つぶやき、タクトは眉まゆ根ねを寄せる。今度こそ彼女は落胆するのだろう。


    　慰めの言葉も思いつかないが、帰らないわけにもいかず彼はドアを開けた。


    「ただいま……」


    　遠慮がちに声をかけるも返事はない。廊下の電気はつけっぱなしだ。タクトは盗っ人のような足取りで慎重に進み、リビングのドアを半分だけ開けた。


    　室内にはスナック菓子の袋や空からになったペットボトルが散らばっているのみ。


    　ルナの姿がないことを確認し、地下書庫だろうかとタクトは踵きびすを返す。


    　そこに突然、ルナの顔面があった。


    「おそぉおおおおおおいいいい！」


    　正面から大音量の声を叩たたきつけられ、タクトは文字通りひっくり返った。


    　リビングで尻しり餅もちをついたタクトの目の前でルナが仁に王おう立だちする。その顔は憤ふん怒ぬで赤く染まり、これでもかというくらいに頬ほおを膨ふくらませていた。


    「貴様一体どこで何をしておった！　連絡しても一向に出ないで！」


    　と、ルナは妹の携帯を見せつける。何度も連絡を行った形跡があった。


    　タクトは、あっと声を上げて自分の携帯を取り出すが、充電が切れていた。


    「すいません……気絶して治療を受けてたから、気づかなかった」


    「ふん、鍛錬が足らぬ！　そんなもの根性で治さぬか。妾わらわへの給仕が最優先であるぞ！」


    　鼻息荒いルナに対し、タクトは気を遣ったのがアホらしくなった。


    　だが、まずは伝えるべき言葉がある。気を取り直して彼は立ち上がった。


    「……遅くなってすいません。あと、助けてくれてありがとう。来てくれて正直、嬉うれしかった」


    　タクトがそう言った途端、ルナはそっぽを向き腕を組む。


    「別にお主のためではないわ！　儕ともがらが死んでは契約もできんからな！」


    「そうだとしても感謝してます」


    　ルナの横顔がかっと赤くなり尻しつ尾ぽが振られる。その反応にタクトは含み笑いした。


    　するとそこで、ルナが横目で視線を送り小さな声で言った。


    「……それよりもお主。もう喋しやべり方を戻してもよいぞ」


    「え、っと、敬語のことですか？　でもこれルナがそうしろって言ったんじゃ」


    「うるさい！　堅苦しい台詞せりふばかりで肩が凝こるのぢゃ！　やっぱり慣れん！」


    　ルナの不機嫌そうな台詞に、タクトは苦笑した。言葉通り彼女が嫌になったのか、それとも最初の関係から少し踏み込んでくれた証あかしなのか。どちらにせよ反対する気はなく、タクトはわかったと頷うなずく。


    　だがそこで彼の脳裏に、ルナの過去を映した夢の映像が過よぎった。


    　タクトは眉を曇らせる。その様子をルナが胡う乱ろんげに見た。


    「なんぢゃ、何かあったのか」


    　タクトはうつむく。しかし息を大きく吐いて答えた。


    「……首謀者と、扉についてが……わかったんだ」


    　それは決して朗報という口ぶりではなく、ルナは腕を組んだまま神妙な顔で振り向く。


    「よかろう。では飯の後に聞く」


    「……いや話は」


    「ご！　は！　んっ！」


    　怒鳴られ、タクトは台所に追い立てられる。そんなにひもじかったのか。


    　しかし、内心で留めておくことができず、タクトは手を動かしながら今までの経緯を話した。


    　雪ゆき城しろ玄げん盛じようが首謀者であり、死亡していること。扉はどこにあるかわからないこと。


    　説明の最中はルナの顔を見られず、話し終えてようやくタクトは顔を上げる。


    　ルナは無表情でソファーに座り、ぼんやりと中ちゆう空くうを見上げていた。


    「…………なるほど」


    　数秒後にようやくそれだけを呟つぶやく。そしてまた黙りこんだ。


    　タクトは違和感を覚えた。どれほどの衝撃だろうと考えていたのに、なぜここまで冷静にいられるのか。


    「……どうしたんだ、ルナ」


    「なに、ようやく全容が見えてきた、と思うてな」


    　それはタクトがまったく予想していない発言だった。


    「この騒動の裏にはまだ、黒幕が潜ひそんでおる」


    「なっ……！」


    「考えてもみよ。首謀者である雪城玄盛は死に、異界門顕現マグヌス・オプスは不完全なまま放置されておるというが、ジオ・グラムの転移は止まっていない。つまるところ、誰かが扉を不完全な状態のまま維持している、ということぢゃ。この住すみ処かに来たときに説明したであろうが」


    　タクトは、あっと声を上げる。ルナの言う通りだ。なぜそこに気づかなかったのか。


    「で、でも一体だれが……」


    　タクトはそこでハッとした。可能性があるとしたら、一人。


    「まさか、雪城玄盛が……？」


    　しかしその言葉を受けても、ルナの反応は鈍かった。


    「可能性は確かにある……ぢゃが、雪城玄盛が生きていたとして、姿を隠す意図は何なのか。ジオ・グラムが目的であれば、争奪戦の場に出てきてもよかろう」


    「ええと……それは出てこれない事情がある、とか」


    「さて、どのような思惑があるかは知らぬが、しかし裏を返せば黒幕にとってこの争奪戦は決して否定的ではないということぢゃろうな。むしろ戦乱が助長されている節がある」


    「助長？」


    「妾わらわは二年間も争奪戦を観察してきたが、必ずや各陣営の尖せん兵ぺいが衝突しておる。ぢゃが、考えてみれば正面衝突の回数は少なくなるはずぢゃ。石さえ手に入ればよいわけで、先んじての奪取や罠わなの設置などで事足りる。そもそもジオ・グラムを各自好きに入手できるなら、昏こん睡すい患者とやらが増え続けることもないのではないか？」


    　その説明に納得しつつ、タクトは彼女が何を言いたいかを悟った。


    「じゃあルナは、争奪戦になるような状況にあると……そう考えてるのか」


    「うむ。例えば、実は各組織はジオ・グラム検出方法など持っていなかったとかな」


    　タクトはその言葉に眉まゆをひそめた。


    「持っていなかったって……それじゃ、そもそも見つけられないと思うけど」


    「ちゃんと考えてみよ。方法は一つではない。ジオ・グラムは観測できずとも、他の組織の動きくらいは把握できるぢゃろう？」


    　そこで彼の顔に理解の色が広がった。


    「つまり幾つかの組織は、敵対組織からの強奪を狙ねらってる……！」


    「そう、そのような条件であれば、正面衝突せざるを得ない」


    　だがその仮定は不穏な予想を彼にもたらした。


    「そ、そうだとしたら、探索技術のあるアガスティアの情報が漏れてるんじゃ！」


    　タクトが慌てると、そこでルナが立ち上がり彼を手招きした。


    「いいところぢゃが、今はその話を後回しにせねばならん」


    　タクトは訝いぶかしみながらもコンロの火を止めて、充電していた携帯を持ちルナに近づいた。


    「残念ぢゃが飯も諦めよう」


    「え？」


    「どうやら、黒幕のほうからお出ましのようぢゃ」


    　タクトが目を見開いた瞬間、唇が重ねられる。同時に部屋全ての電化製品が一斉に機能を停止し、暗闇の中で二人を包む淡い光だけが灯ともった。


    　次いで、窓ガラスが叩たたき割られたような甲高い破砕音。


    「！」


    　紫電が迸ほとばしり、紅い閃せん光こうが一瞬だけ室内を照らした。


    　真っ暗のリビングには、ガラス片が飛び散っていた。揺れ動くカーテンの隙間から黒い物体が蠢うごめき出てくる。それは全身を黒の服に包み、覆ふく面めんを被かぶった人間たちだった。手には銃器。タクトがそれだけを確認した途端に、また室内は黒に染まる。


    「ぐおっ！」


    　男の苦く悶もんの声。そして打撃音が重なる。


    　耳をつんざくような銃声音と共にマズルフラッシュの閃光。銃弾がリビングを蹂じゆう躙りんし、タクトはすぐさま姿勢を低くした。


    「外へ出ろタクトっ！」


    　ルナが叫び炎を生み出す。タクトは考えをまとめる間もなく一気に玄関まで走った。


    　だが玄関にも侵入者の姿。ライフルで銃撃され、タクトの肩を銃弾が掠かすめた。バランスを崩すも、タクトは傷口へ掌てのひらを当て回復。そのままの勢いで覆ふく面めんごとドアに体当たりして外に出た。


    　タクトはすぐに自宅前の道路まで飛び出す。


    　だが次の瞬間、彼の全身を衝撃が貫いた。


    　吹き飛ばされ空中をきりもみした後、かたい地面に激突する。


    　タクトは立ち上がろうとして、凄すさまじい激痛に苦く悶もんの声を上げた。どこが怪け我がをしているかなど無視して手当たり次第に手を当てて治ち癒ゆをかけた。ものの数秒で痛みは引いていく。


    　上半身を起こし振り向くと、大型の車が停車していた。


    　その車の前には銃を構えた覆面がいた。覆面は躊躇ためらいなく彼に銃口を向け、引き金を引く。


    　発射された銃弾は、タクトの胸と腹にそれぞれめり込んだ。


    　声にならない叫び声を上げ、タクトは地面を転げ回る。


    「おい、ゴム弾だからって手加減はしろよ。死んじまったら意味がない」


    「問題ない。動きを止めただけだ」


    「なら早く気絶させろ。すぐに回復するぞ」


    　覆面が近づきタクトに手を伸ばす。


    　瞬間、リビングから炎の渦が吹き出し夜や闇あんを焼いた。


    　炎に包まれた覆面たちが蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出してくる。


    　そして炎を纏まとったルナが空へと跳躍した。


    「タクトっ！」


    　覆面が舌打ちし腕を動かす。握っていた銃のグリップがタクトの首筋を痛打し、途端に彼の意識は遠のいていった。


    



    　揺れ動く振動で、タクトは意識を取り戻した。目を開けた瞬間、弾かれたように上半身を起こす。そこで彼のこめかみに何かが当てられた。


    「動くな」


    　淡々として抑揚のない声。


    　タクトの隣で覆面姿の男が銃を突きつけていた。黒色の防弾服に身を包み、顔は覆面で隠されている。


    　タクトは身み動じろぎしようとして、体が軋きしんだ。両手が腰の後ろで縛られて動かせない。


    　首を回すこともできず、目を動かすだけで周囲の状況を確かめる。そこは金属製の壁に囲まれた室内で天井はかなり低い。そして床から微かすかな振動が伝わっていた。


    　金属製の壁のうち、一面には小さな窓がある。そこから見えたのは、車の運転席と運転している帽子を被かぶった男の姿。どうやら車中にいるらしいとタクトは気づく。


    「ここは？」


    「喋しやべるな」


    　ゴリ、とこめかみに銃口が食い込む。恐怖が跳ね上がるも、彼は言われた通りにはしない。


    「……俺を、どうするんだ」


    「喋るなと言ったろう」


    　男が銃をタクトの鼻面に持ってくる。


    　だがタクトは、この男たちが自分を殺すつもりがないことを、捕らえられる前に聞いていた。


    　そのため、挑発的なまでに続けた。


    「なんで俺を狙ねらうんだ」


    　瞬間、男がカッと目を見開き、銃を持った腕を大きく振った。


    「大人しく寝てやがれ！」


    　タクトはその攻撃を予測し屈かがんで回避する。そして低姿勢のまま体当たりした。男は床を転がって壁に背中を打ち付ける。


    　タクトはすぐさま立ち上がり、運転席のほうを振り向いた。その瞬間、彼の太ももにゴム弾がめり込む。


    　窓から、運転席の男が銃を向けていた。


    「っぐううう！」


    　激痛で立っていられずしゃがみ込むと、腹部に鈍痛。蹴け飛とばされたタクトは後方の壁に激突した。


    「てめぇ、調子に乗ってんじゃねぇぞ！」


    　激怒した男がにじり寄ってくる。タクトは咳せき込みながら片かた膝ひざをつく。


    　刹せつ那な、車が大きく横揺れした。右う往おう左さ往おうする激しい揺れに襲われる。


    　運転席の向こう、フロントガラスを紅い閃せん光こうが埋め尽くしていた。


    　車体がたわむような揺れの後に衝撃が走る。タクトは雑多物と揉もみくちゃになり様々な場所に衝突して倒れた。


    　揺れが収まったところで、タクトは顔を上げた。車のドアが開いていることに気づき、気絶している覆ふく面めん男を置いて、そのまま這はうように外へと身を投げ出す。


    　外はどこかの道路で、周囲はビルに囲まれているが一定の距離があり、しかも道路自体の位置が高いところを見ると高速道路のようだった。


    　そして中央分離帯も壁高欄も炎に包まれていた。焼け焦こげる嫌な匂においにタクトが顔をしかめていると彼の背後から足音。


    　振り返ると、鮮やかな青白色の髪をなびかせたルナが立っていた。


    「まったく世話のかかる儕ともがらぢゃて」


    　帽子で耳だけ隠したルナは、タクトの姿を見て一息吐つく。


    「ルナ……！」


    「すぐにこの場を離れるぞ」


    　近づいてきたルナがタクトの腕を拘束する縄を解く。そしてタクトの脇に手を差し込み、膝を持って抱かかえ上げた。


    「ち、ちょっと！」


    　タクトの抗議を無視して、ルナが跳躍して首都高速道路の壁を飛び越える。


    　そこから落下し、眼下の地面に難なく着地した。


    　しかし飛び降りてきた二人を見て、通行人が悲鳴を起こす。頭上の火災に気を取られて歩みを止めていたらしく人がかなり大勢いた。


    「あ、あんたたち大丈夫か？」


    　初老の男性が声をかけてくる。まずいと判断し、タクトは大丈夫ですと簡潔に答え、人だかりの中を足早に突っ切った。ルナもついてくる。


    「早く逃げよう。ここにいると危ない」


    「たわけたことを。来るなら迎え撃つまでよ」


    「ダメだ！　一般人が多すぎる。巻き込むのは……！」


    「この期ごに及んで悠長なことを言っている場合か！」


    　タクトがルナに反論しようと振り向いた、その瞬間だった。


    　高速道路から轟ごう音おんが響き、何台ものバイクが料金所の開閉バーを強引に突破してきた。バイクは二人乗りで、フルフェイスのヘルメットで顔を隠している。しかも、後部座席のライダーが手にしているのは、無骨なライフル。


    　発砲音が街路に響き、銃弾が降り注ぐ。往来する車のフロントガラスが弾け次々と衝突事故が起こり、悲鳴が沸き起こった。


    「こんなところで！」


    　タクトが激げつ昂こうするも、その間にバイクは道路を塞ふさぐ車両の隙間を縫ぬうように進み、彼らに接近していた。


    　一刻も早く離れるため、タクトは走り出す。悲鳴の中を銃弾が飛び交い、あらゆる箇所に穴が穿うがたれガラスや金属片が飛び散った。


    「遅い！」


    　並走していたルナはそう叫ぶとタクトの脇に手を回し引き寄せ、一気に跳躍した。


    　重力に逆らい体が浮かび上がる。ルナは街灯を蹴けり、背の高い街路樹まで跳躍して枝に掴つかまると、そこを起点にまた飛び上がって小さい雑居ビルの屋上に着地する。そして隣のビルに軽々と飛び移っていった。


    　眼下でバイクが追っていたが、難なくビルとビルを飛び移っていくルナに引き離され、ついには完全に連中の姿は見えなくなる。


    　一旦ビルの屋上に降り立ったところで、タクトは降ろされる。そして周囲の道路に敵の姿がないことを確かめ、一息ついてから双そう眸ぼうを細めた。


    「あの連中……どことなくヘテログリフに似てたような気がする。ルナはどう思う？」


    　ガスマスクでこそないが、覆ふく面めんやメットで顔を隠している上に黒一色の装備だ。何より民間人を巻き込むことに躊躇ためらいのない非ひ道どうさがある。


    「どうぢゃろうな。姿形などいくらでも似せられよう。それにお主がその組織に狙ねらわれる理由に、心当たりはあるか？」


    「いや、戦ったのは一度きりだから、なんとも……」


    「……考えようによっては、その一度が此こ度たびの状況を招いているとも仮定できる、か」


    　ルナがポツリと呟つぶやいた声にタクトが眉まゆを上げる。だが彼女は肩をすくめ、タクトの脇に再び手を入れた。


    「とりあえずこんな場所におっても仕方あるまい。下に降りて連中の目的を探るぞ」


    　ルナは雑居ビルの屋上から配管パイプに手をかけて滑るように降り地面へ着地した。そこはビルとビルの隙間の路地裏で、その奥は繁華街へと続いているようだった。


    　地面に下ろされたタクトは、路地を進もうと一歩踏み出す。


    　その肩をルナが掴つかみ、引き止めた。


    「存外に目のいい連中のようぢゃな」


    　剣けん呑のんな表情のルナの視線を辿たどったタクトは、ギョッとした。


    　路地の奥に、黒服に身を包んだ覆面姿の人間が立っていた。その手には全身よりも長い金属製の六角棍こんが握られている。


    　タクトは喉のどを鳴らし一歩下がった。瞬間、覆面の姿が消える。


    「っ!?　どこに──」


    「上ぢゃ」


    　タクトの後ろでルナが冷静に呟き、その背中を押す。そのまま前のめりにたたらを踏んだとき、彼の真後ろで衝撃。


    　先ほどまでタクトが立っていた地面は棍こん棒ぼうがめり込み、陥かん没ぼつして亀裂が入っていた。


    　覆面は棍棒を引き抜きルナめがけて横よこ薙なぎする。ルナは屈かがんで回避し、地面を蹴けり瞬時に肉薄。放たれた右拳を覆面が避よけるも、間かん髪はつ容いれずルナの左手が炎を放った。


    　が、空を滑る炎は、覆面が棍棒を杖代わりにして体を浮かし回避する。


    　タクトは目を疑った。


    　覆面の両足はビルの外壁に接地していた。そのまま落下することなく壁を地面にして立つ。


    　男は、タクトの視点から九十度回転した向きで立っているのだ。


    　ルナは驚きもせず追撃で炎を放つが、覆ふく面めんはそこから向かいのビルの外壁へ飛び、両手足をくっつけ落下することもなくへばりついた。


    「貴様も適応者とやらの類たぐいか」


    　ルナは言いながら、両手に作った炎を振り放つ。覆面は跳躍して向かいの壁に張り付き、更に同じ動作で壁を行き来する。超速で繰り返される動きに、覆面の姿が捉えられなくなる。


    「ええいまどろっこしい！」


    　ルナが炎を膨ふくれ上がらせる。ギョッとしたタクトはすぐにその場から走った。


    　次の瞬間、上空一面を埋めるほどの赤い閃せん光こうが迸ほとばしる。


    　タクトは熱風に背中を押されながらも振り返った。


    　ビルの間に渦巻く赤と黒の粉ふん塵じんの中から、人影が飛び出てくる。顔面を腕でガードしていた覆面が、放物線を描くように落下しながらタクトめがけて棍こん棒ぼうを振りはなった。


    　気づいたタクトはその場を飛びずさる。棍こん棒ぼうはコンクリートの地面を深く穿うがつ。


    　覆面は着地して更にタクトを追撃しようとするが、すぐに自らの背後へ棍棒を振った。襲いかかっていた炎は、棍棒の回転によって散らされた。


    「お主の相手は妾わらわぢゃろうが」


    　炎を纏まとったルナがゆっくりと歩み寄る。その瞳ひとみは殺気と共に爛らん々らんと輝いている。


    「先に逃げよ、後から追いつく！」


    　叫ぶと同時にルナが疾走し、覆面も合わせるように駆け出して棍棒を振り放った。


    　その隙すきにタクトは立ち上がり、様子を窺うかがいながらジリジリと後退する。


    　覆面はルナの炎を跳躍で回避したり棍棒で防ぐが、ジワジワと攻め立てられていく。


    「はっ、妾の敵ではないのう」


    　ルナが放つ炎が、覆面に直撃した。吹き飛ばされた覆面は地面を転がる。


    　黒い防弾服は難燃素材のようですぐに鎮火したが、全身から煙が上がっていた。


    　覆面はよろめきながら立ち上がり、その懐ふところから拳銃を取り出してルナに向ける。


    「何ぢゃ、もう能力はおしまいか？」


    　ルナが失笑する。が、覆面はぐりんと腕を後ろに向け、視線を向けもせず引き金を引いた。


    　発射された銃弾は、離れた距離にいるタクトの腹部を穿つ。


    「がぁあ！」


    　衝撃と激痛で、タクトはバランスを崩して地面に倒れ伏した。


    「貴様またしても……！」


    　ルナが牙きばを剥むき、両手に炎を巻きつかせながら覆面めがけて突進する。


    　だが、その瞬間だった。腕の炎は水でもぶちまけられたかのごとく突如消失する。


    　ルナは目を見開いて驚きよう愕がくし、たたらを踏んだ。


    「しまっ──」


    　覆ふく面めんが彼女に接近し、棍こん棒ぼうを横よこ薙なぎに放つ。ルナは直撃を受け、後方へと吹き飛ばされた。


    　地面に仰あお向むけに倒れる頃には、跳躍していた覆面が垂直落下。ルナの腹めがけて棍棒を突き刺した。


    「がはっ！」


    　棍棒がルナの腹にめり込み、衝撃で地面が割れた。ルナの口から血ち反へ吐どが出る。


    　タクトはその光景を目の当たりにして愕がく然ぜんとした。


    （まさか効果が切れたのか!?）


    　契ちぎりを交わしていくら時間が経過したか把握できていないが、切れたのは間違いない。


    　覆面は、トドメを刺そうと棍棒をもう一度振り上げていた。


    　タクトは目を見開き、吠ほえた。


    「やめろっ！」


    　治ち癒ゆしながら立ち上がり、覆面へと一気に走る。


    　だが、そのタクトの横腹に、覆面が放った棍棒がめり込んだ。


    　横薙ぎの一撃で肋ろつ骨こつが音を立てて折れ、肉が潰つぶれる。勢いそのままにタクトはビルの外壁に追いやられ、その首を棍棒で押さえつけられた。


    　酸素を求めて覆面の腕を掴つかむも、膂りよ力りよくが凄すさまじくビクともしない。


    　視界が滲にじみ、意識が霞かすむ。


    　だが、タクトは掌てのひらを脇腹に当てて治癒を発動。


    　肉体に活力が漲みなぎる。痛みが吹き飛び、彼の身体機能が飛躍的に上がった。


    「ぐ、う、おおおおおお！」


    　足を振り上げ、覆面の顎あごを蹴け飛とばす。仰のけ反ぞった覆面の手が緩ゆるんだ隙すきに、タクトはその腹部を両足で蹴飛ばし、拘束から脱出した。


    　タクトは二、三度咳をしながら、ルナに走り寄り顔を覗のぞき込む。


    「ルナ！」


    　呼びかけた瞬間、閉じられていた目が開いた。


    　そしてタクトの血がついた手を掴み、付着した血を舐なめる。


    　ルナの体が契ちぎりの発動を示す淡い光に包まれる。同時に、タクトは背後に殺気を感じた。


    　振り返った彼の目に、棍棒を振り上げる覆面の姿が映る。


    　だが次の瞬間、覆面の体は炎に巻き込まれながら後方に吹き飛ばされていった。


    　右手をかざしていたルナは、ゆっくりと上半身を起こす。


    「ううむ……やっぱり血は苦くて嫌ぢゃ」


    　場違いな台詞せりふを言いながら、ルナは痛みに顔をしかめた。


    「すぐに治療を！」


    「いや、追手が来る前に離れるぞ」


    　タクトはルナに肩を貸しながら路地裏を出る。振り返ると炎に包まれた覆ふく面めんがピクリとも動かず、地面に倒れていた。


    



    　人目を避けながら二人が辿たどり着いた潜伏先は、ホテルだった。


    　ただし、いかがわしい種類の、だが。


    　どう見ても未成年であるタクトは服に血がべっとりとついているし、ルナに至っては異世界人のため身分証明書もない。一番入りやすいところといえば、パネルで選ぶタイプの休憩型ホテルしかなかったのだ。


    　どうにか部屋まで辿り着いたところで、二人はベッドに腰を下ろし一息吐つく。


    　そこで、タクトはルナに話しかける。


    「さっき炎が消えたのは、契ちぎりの効果が切れた、ってことなのか」


    「うむ。発動時間は二時間程度しかもたんようでな。どうやらそれを経過しておったようぢゃな。お主を追跡したときに、だいぶ時間を食ってしまったか」


    　タクトは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をする。窮きゆう地ちに陥おちいったのは、自分のせいだった。


    　しかしそんなタクトの頬ほおを、ルナはいきなりつねった。


    「ひででで！」


    「いちいち落ち込むな！　そんな余裕はないのぢゃぞ！」


    　ルナが指を離し腕を組む。タクトは頬を擦さすりながら、彼女に焦あせりが出ているのに気づいた。


    「……どうやら、思った以上に厄やつ介かいな状況のようぢゃ。彼奴きやつらの目的はわからぬが、お主を標的とし、かつ妾わらわとの分断を狙ねらっていた様子からすると、番人の存在をあいててててて」


    　突然、ルナは体をくの字に折る。額ひたいに玉の汗を浮かび上がらせ、腹を押さえていた。


    　タクトは慌ててルナに近寄った。


    「ちょっと見せて！」


    　ルナのシャツをめくると、その素肌は広範囲が浅黒く変色し酷ひどい内出血が起こっていた。


    　タクトは怒りを飲み込みながら、彼女の腹部に手を当て集中する。緑色の淡い光が発生し、ルナの腹部を包む。その温かく柔らかい光によって、徐々に変色は消えた。


    　治ち癒ゆを終えたタクトに、真剣な表情のルナが口を開く。


    　だが彼女が声を発する前に、タクトの持っていた携帯から着信音が鳴った。タクトはビクリとして携帯を取り出す。


    　メールの着信があった。相手は見知らぬ相手から。メールには画像が添付されている。


    　心臓が高鳴った。胸のざわめきを感じながらメールを開くと、表示されたその画像には、病室で寝ている、結ゆ月づきの姿が映し出されていた。


    「──っ!?」


    　携帯が手から離れ絨じゆう毯たんに落ち、表示された画像がルナの目にも届く。


    　ルナは画像を目にして、顔を歪ゆがめた。


    「な、んで、どうして……？」


    　タクトは混乱し、頭が真っ白になる。


    「誰か、結ゆ月づきのそばにいるのか……？」


    　狼ろう狽ばいしながら携帯を拾い、目を皿のようにする。間違いなく結月を撮影したものだ。しかも室内は暗く、今この時間に撮ったものかもしれなかった。


    「こ、これは何で、写真の、意味は……」


    「……人質、ぢゃろうな」


    　ルナが一段低い声で答える。現実を突きつけられ、タクトは戦せん慄りつする。


    　そして、弾かれたように立ち上がった。


    「待て！」


    　入り口に向かおうとしたタクトに、ルナが制止の声をかける。その表情は険しい。


    「どう考えても罠わなぢゃ。向かうことは許さぬ」


    「な、なに言ってるんだ！　結月を放っておけって言うのかよ!?」


    　ルナは答えない。タクトが苛いら立だつと、ルナはゆっくり首を振る。


    「先ほどの続きぢゃが、どうやら敵は番人と儕ともがらの存在も、契ちぎりによる制約解除についても把握しておる。故ゆえにお主と妾わらわを分断し、無力化を狙ねらったのぢゃろう」


    「そんな……秘ひ匿とくされてるんじゃ!?」


    「どこからか漏れたかあるいは……何にせよ儕であるお主を、肉親を使って誘おびき寄せようとしておる。お主がいなくなれば、それは妾の力を削そぐことに繋つながる」


    　タクトは何も言えず、黙った。ルナの説明を理解するも、心中は結月のことで焦しよう燥そうばかり募つのる。


    　そのとき、タクトは別の案を思いついた。


    「そうだ……！　ならアガスティアに、六ろく条じようさんに頼めばいい！」


    　タクトは名案に顔を晴らし、ルナの前に立った。


    「きっと助けてくれるはずだ！　今電話をするから──」


    　と、携帯を取り出したその手を、ルナが止めた。


    「ならん」


    「どうして!?」


    「其そ奴やつらがお主の敵でないという確証がない」


    　タクトは目を剥むくが、ルナは言い聞かせるように告げた。


    「儕と番人の情報が漏れておる可能性が高い今、お主を知る組織が怪しいとは考えられぬのか」


    「だ、だけどそれはヘテログリフも俺を知ってるわけだし、他の組織が前々から俺を調べてたってことも考えられるじゃないか」


    「ぢゃとして、アガスティアのみをなぜ信用できる？　もとより諜ちよう報ほうのために入った縁のない組織になど、頼るのは馬鹿げておる」


    　ルナの言葉は正論だった。彼の理性は同調するが、感情では反論したくなった。莉り緒おや六ろく条じようの切なる願いを聞いているだけに、簡単に疑いたくない、と。


    　空気が張り詰める。タクトは拳を爪が食い込むほどに握りしめた。


    「……だからって、結ゆ月づきを放っておけるわけない」


    　その言葉に、ルナは真正面から見返した。自分のほうが正しいという目つきだ。それが彼にとって余計に腹立たしかった。


    「俺は行きます……たった一人の家族なんだ」


    「お主は……！　まだわからんのか、まずは連中の正体を探るのが先ぢゃ！」


    「それで結月が手遅れになったら意味なんてないんだ！」


    　ルナの目に怒りの色が混ざる。


    「意味がないぢゃと？　浅はかな行動のほうが無意味よ！　貴様は妾わらわに従属する儕ともがらであり使命を全まつとうするためだけに存在するのぢゃろうが！　妾に従え馬鹿者がっ！」


    　タクトは目を見開き、彼女の口から出てきた台詞せりふにショックを受けた。


    　それは、彼女を道具扱いしてきた連中と、同じ考え方ではないのか。


    「とにかく妾の側にいればよい！　これは命令ぢゃ！」


    　ビキリ、とタクトのこめかみに青筋が立つ。


    「命令のために！　親父や母さんだけじゃなく妹まで失えって言うのかよ！」


    　怒声に、ぴくり、とルナの耳が揺れる。


    「ルナは現地人の俺たちのことなんか、どうでもよくて、そんなこと言えるかもしれないけど……！　俺は結月を助けるために今までやってきたんだ！」


    　ルナはその言葉に、動揺したように顔を歪ゆがめた。


    「ち……違う、お主だけでもと思うて……！」


    　消え入りそうな声にタクトは気を取られかけたが、すぐにルナが強こわ張ばった声で続けた。


    「妾は……この機会を逃のがすわけにはいかんのぢゃ……命令に従ってくれ、タクト！」


    「なんで……妹のことに協力してくれる条件だったろ!?　こんなんじゃルナに従った意味なんて──」


    　そこでルナが勢いよく立ち上がり、タクトの襟を掴つかんだ。そして自分の口元に引き寄せる。


    　だがタクトは反発心から、寸前のところで腕で口を覆おおって防いだ。


    　ルナはカッと目を見開き、腕を大きく振り上げる。だが振り下ろされることはなく、空中で止まった。


    「……お主も、同じなのか」


    　呟つぶやく声は微かすかに震ふるえていた。タクトはハッとする。


    　その目元には、涙が溜たまっていた。


    「お主も、妾わらわを利用するだけなのか……」


    　腕がゆっくりと下ろされる。ルナは涙を滲にじませながら、力なく笑った。


    「はは……馬鹿馬鹿しい。なにを、期待しておったのぢゃろうな……妾を受け入れてくれる人間なぞ、おるわけもないのに」


    　ズキリ、とタクトの胸は痛んだ。彼女が兄弟から罵ば声せいを浴びせられる光景が蘇よみがえり、動揺する。


    　だが、その痛みから逃のがれるように、彼は後ずさっていた。


    「どのみち最初から、どうだってよかった……生きるのも、死ぬのも」


    　ルナは、脱力したようにベッドに座り込む。


    「……好きにせよ。どこへとも行くがよい」


    　そのままルナはうなだれて沈黙する。


    　タクトは顔を歪ゆがめるも、声をかけることなく反転してドアを開けた。


    　後ろを振り返らず、彼は一いつ心しん不ふ乱らんに駆けていく。


    



    　タクトは、ルナの残影を振り払いながら、妹のいる病院まで駆けていた。


    　だが、数秒ごとに増していく恐怖に耐えられなくなり、彼は気づけば駐車場に隠れて六ろく条じようの携帯に電話をかけていた。

  


  [image: ]


  
    　ルナが組織を頼るべきでないと言った言葉は、彼の頭に残ってはいる。だが、襲撃者がヘテログリフではないかと推測するタクトにとって、アガスティアを容疑者の立場に引き上げる考えは起きなかった。


    　それに、アガスティアがタクトを狙ねらっているなら、その機会はいつだってあったのだ。


    　そう自分の考えを補強していると、携帯から相手の声が聞こえてきた。


    『はい六ろく条じようですが──』


    「六条さんですか！　助けてください妹が！　結ゆ月づきがっ！」


    　切せつ羽ぱ詰つまった声に、電話の向こうで六条が息を呑のむ気配が伝わった。


    『……タクト君か？　何があった』


    「さっき、結月の写真が送られてきて……そこで撮ってる写真なんです。誰かがそこにいて、結月が人質に……！」


    『落ち着くんだ。要点が見えてこない。まず君はどこにいる。何があった』


    　タクトは冷静な六条の声に促され、今までの経緯を早口で説明する。


    『わかった。すぐに慈じ栄えい大病院に部隊を派遣させよう。君はどこにいる』


    　タクトは携帯で調べていた現在地を伝える。


    「今は駐車場に隠れてますけど、すぐに病院に向かいます！」


    『待つんだ、東あずま君を迎えに行かせる。まず我われ々われと合流すべきだ』


    「でも何かあったらどうするんですか!?」


    『迂う闊かつな行動は命取りになると言ってるんだよ。すぐに駆けつけるから』


    「冗談じゃない！　こうしてる間にも結月が危険な目に遭うかもしれないんだ！」


    　ルナを振りきってきたのに、これ以上待てと言われてもタクトに従う気はなかった。


    『タクト君、冷静になって考えてくれ。もしも連中の狙いが君で、妹さんが人質になっているとしたら、その彼女を傷つけ、ましてや命を奪うことに意味はない。そうだろう？』


    　タクトは言葉に詰まる。六条の説明は、彼の焦あせりに冷水を浴びせかけた。


    『君の単独行動で、折角の連絡が無意味になるかもしれない。すまないが耐えてくれ』


    　電話は一方的に切れる。


    　タクトは逸はやる気持ちを抑えて、その場に留とどまるしかなかった。


    　ルナよりも六条を信頼しているというわけではない。だが彼女は、妹を助けるために動いてはくれない。だから、妹を助けられる可能性のあるほうを選ぶしかない。


    　タクトはそう、自分自身に言い訳をした。彼女に逆らったことを、正当化するために。


    　──お主も、妾わらわを利用するだけなのか。


    　言葉がタクトの頭の中で響く。連動するように、ズキズキと胸の奥が痛む。


    　だが、タクトは首を振った。今は妹のことだけ考えるべきだ。


    　そのとき、駐車場に見慣れた黒塗りのセダンが現れた。


    「坊主か！　早く乗れ急ぐぞ！」


    　停車した車の運転席から、サングラスをかけた東あずまが顔を出す。


    　タクトは安あん堵どし、すぐに後部座席に乗り込んだ。車は急発進し、一般道へ出る。


    「病院のほうは救出班も割り当ててる。心配するな」


    「……はい」


    　それでも不安は増大し、タクトは祈るように両手を合わせてうつむく。


    「……すいません。俺のことで、こんな目に」


    「気にするな。もう仲間だろうが」


    　車はタクトを乗せて、妹のいる慈じ栄えい大病院に急行する。


    



    　病院の駐車場に着くと、広い駐車場の一角には不自然に車が密集していた。


    「ここにいるのが救出部隊だ」


    　東の説明にタクトは頷うなずいて車から降りる。すると、周囲の車から覆ふく面めんを被かぶったアガスティアの隊員も降りてきた。


    （あれ……？）


    　タクトはその男たちを見て違和感を覚えた。彼らの格好は争奪戦時の青を基調とした防弾服ではなく、黒で統一されている。


    　そして、自宅に襲来した連中や、高速道路から現れたライダーたちのものと似ていた。


    　更にタクトは気づく。彼が立っている場所を中心として、周囲を車が囲んでいた。それはまるで、外部から中を覗のぞけないように配置してあるようでもあった。


    　タクトが訝いぶかしんでいると、運転席から東が降りてくる。タクトは振り返り聞いた。


    「東さん、これはどういうことで──」


    　言葉の途中で、東が銃のグリップでタクトを殴り飛ばした。


    　タクトが地面に転がると、隊員たちがすかさず地面に押し付け、動きを封じた。


    「がっ……！　ぐ、東、さん……？」


    　かろうじて頭だけを上げる。そこには無表情の東が立っていた。


    「目標、捕獲完了しました」


    　東はタクトのほうを見ることなく、耳に装着していたインカムで告げる。


    　すると、タクトの正面に止まっている車のドアが開き、一人の男が出てきた。


    　初対面のときと変わらぬ笑顔で、六ろく条じようが悠然と歩み寄る。


    「残念だ、タクト君。病院に泊まっていれば、こんな手段に出ずに済んだものを」


    　さも悲しんだかのように六条がうそぶきながらため息を吐つく。


    「六条、さん……？　何を、言ってるんですか？」


    「何だ。この状況を見てまだ気づかないのかい？　もう少し君は利口だと思ってたんだがね」


    　六ろく条じようが呆あきれたように笑う。


    　タクトはハンマーで殴られたような衝撃を受け、心臓が暴れ狂った。


    「そ、んな……どうして？　治療薬を作るって……そのための組織が、どうして俺を!?」


    「まぁ、当初は君ではなく、番人のほうのみ欲しかったんだけどね。事情が変わって、君も手に入れる必要があった。で、この作戦を思いついたんだよ」


    　六条は愉快そうに説明する。タクトは限界まで目を見開いた。


    　番人、という言葉。そして、襲来する連中が、ルナの戦力を削そぐためにタクトと分断しようとしていたこと。


    　これらから導けるのは、六条が、番人システムも制約も把握しているということだ。


    「しかし、君のような子供が儕ともがらだったわけだね。二年前に殺した男は覚醒していなかったからねぇ。今まで行動しなかった理由は気になるが、ようやく出てきてくれてほっとしたよ」


    　軽い調子で語られた内容に、タクトはまた衝撃を受ける。


    　二年前に殺した。それは、誰のことだ。


    「さて……肝心の番人がいないが、どこに行ったのかな？」


    　呆ぼう然ぜんとするタクトの前に、六条が近づいてしゃがみ込み、目線を合わせる。


    「君一人なのは何かの作戦かと思ったけど、その様子だと違うようだね。まぁどちらでも構わないんだ。儕と契約できない番人など捕獲は造作もない。でも個体の活動限界が迫ってるからね、なるべく早く捕獲しないとまずいんだ」


    　活動限界という言葉が、引っかかった。


    　だが、次々と出される情報と六条たちの急変に、タクトの思考も心もついていかなかった。ぐちゃぐちゃにかき混ぜられて、考えをまとめることもできない。


    　しかし、タクトの混乱が落ち着くのを六条が待つはずもなく、六条は立ち上がると病院を顎あごでしゃくった。


    「君の妹、結ゆ月づきちゃん、だったかな？　そこに四人ほど待機させてる」


    「っ！」


    「僕も非人道的な真ま似ねはしたくない。素直に言うことを聞いてくれると助かる」


    「や、やめろ！　結月に手を出すな！」


    「聞きたいのはそういう返事じゃない」


    　六条が指を弾く。すると彼を拘束していた覆ふく面めんが動いた。


    　巨漢の振り上げた拳が、タクトの腹部にめり込む。せり上がってきた胃液と共に呻うめくと、今度は足の裏で顔面を蹴け飛とばされ地面に転がる。更に複数のつま先があらゆる箇所にめり込み、鈍痛が津波のように襲った。


    　ひとしきり蹴りを入れられた後、タクトは地面に崩れたまま血ち反へ吐どを吐く。


    「君の能力ならそんな傷を与えても無意味だろう。だけど我わが身可愛かわいさに治ち癒ゆするなら、今度は別の対象へ移るまでだ。なに、意識のない病人なら、何をされても騒がないから楽だ」


    　その言葉で、彼の乱雑な心中に憎悪と殺意が駆け巡った。


    　タクトはよろめきながら上半身を起こし、六ろく条じようを睨にらみつける。


    「さぁ、番人はどこにいる？　追跡の助言でもいいんだ。それだけで君の妹は助かる」


    　タクトは奥歯を噛かみ締め、ギリ、と音が鳴った。


    　一体なぜ、こうなっているのか。タクトには、事態の全ぜん貌ぼうを把握できない。


    　だが、確かなことは、六条たちに騙だまされていたこと。


    　そして、従わなければ、確実に妹が殺されるということ。


    　憎悪の隙間で、タクトは激しく懊おう悩のうした。それこそホテルのことや、妹の携帯番号を伝えれば済むだろう。


    「早くしたまえ。そう長居はできないんだよ」


    　脂汗が吹き出す。どちらか一方を見捨てなければいけない。助けるのを選ぶなら当然、家族だ。異世界人など、所詮繋つながりの薄い、遠い世界の他人、とタクトは自身に言い聞かす。


    　だが、天てん秤びんが傾き出した彼の脳裏に、ルナの声が蘇よみがえった。


    　──お主だけでもと思うて……！


    　タクトはハッとした。


    　彼女は、危険な場に赴おもむこうとするのを、止めたかったのではないか。


    　焦あせりすぎて彼女の言葉を受け止めきれていなかった。だがもしそれが本当なら、彼女は自分だけを優先していたわけではない。なのにタクトは、あんな辛しん辣らつな言葉を投げてしまった。


    　そして思い返す。自分の都合を優先して誰かが傷つくのは嫌だという、自身の言葉を。


    　それを今、自ら破っていた。


    　タクトは思わず自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。莉り緒おを諭しておきながら、このザマだ。


    　その自分の不甲斐なさを噛み締めて、タクトは六条に答えを返した。


    「…………誰が、教えるかよ」


    　自分の行為は愚かで、どうしようもない。


    　だが、彼女に絶対に帰還させると誓ったのは、本心だ。自分が地球で唯一の味方だからこそ、タクトは彼女を助けたいと思った。


    　もう遅いかもしれないが、せめてこれ以上、彼女を傷つけたくはない。


    　その返事に鼻白んだ六条は肩をすくめる。


    「仕方ない。君には言葉だけでは足りないようだ」


    　六条が踵きびすを返した瞬間、タクトは身み動じろぎした。


    　こうなれば一か八か、六条を捕らえ人質にする。危険だが、それしか方法はない。


    　大きく息を吸って飛びかかろうとした、その瞬間──。


    「やれやれ、くだらぬ駆け引きぢゃのう」　


    　聞き慣れた声が耳を打ち、タクトは弾かれたように振り返る。


    　駐車場の端から、歩いてくる人影があった。帽子を目ま深ぶかに被かぶり、青白い髪をなびかせた一人の女が集団の前に現れる。


    「どう、して……？」


    　タクトが目を疑うのと同時に、六ろく条じようが声を上げた。


    「やはり近くに潜ひそんでいましたか。隙すきを窺うかがっていたのでしょうけど」


    　その言葉に、ルナが柳りゆう眉びを上げる。


    「ほう……ゼラの言語か。どこでそれを知った」


    　タクトはギョッとした。今、タクトの耳にはちゃんと理解できる言語で聞こえてきたため、異世界語であるとはわからなかった。


    「なに、我わが組織で数百年の年月をかけて解析した賜物です。通じたのは何より」


    　六条が笑みを浮かべる。やはりタクトには会話が理解できた。


    　螺ら旋せん咒じゆの影響で、ルナ以外の他人が喋しやべるゼラの言語でも、聞き取れるのかもしれない。


    　そこで六条は、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに頭を下げる。


    「お初にお目にかかりますハウローン卿きよう。貴女あなた様を心よりお待ち申し上げておりました。強引な手段で接触をはかったことには謝罪いたします」


    「白々しいのう。そう思うなら、すぐにこの者どもを引っ込めよ」


    「それはできません」


    　六条はニヤリと唇の端はを釣り上げ、眼鏡めがねのブリッジを中指で上げる。


    「なにせこの二年間、貴女だけを待ち焦こがれていたのですから。ようやく念願が叶かなった。この場で取り逃がすようなことなどできはしないのですよ。貴女には我われ々われに従ってもらう」


    　六条の言葉に、ルナはため息を吐つく。そして、おもむろに帽子を脱ぎ、空中へ放り投げた。


    　月夜に浮かび上がる頭部の獣耳を目にして、包囲している男たちがどよめく。


    「おお……！　その身体的特徴！　やはり異世界ゼラ・ハイヴの住人！　私が追い求めていた錬金術の真祖がここに！」


    　その中で子供のように騒ぐ六条に向かって、ルナは肩をすくめる。


    「この騒動、そしてお主らの目的。それは、妾わらわということか。で、お主が此こ度たびの騒動の首謀者ということでよいのかのう」


    　ルナの一言に、タクトはビクリと体を震ふるわせ、ゆっくりと六条に目を向ける。


    　六条は、変わらず笑みを浮かべたままだった。


    「……ふふ、話が早いですね。できれば我々に快くご協力願いたいのですが」


    「断る、と言ったら？」


    　ルナが掌てのひらに炎を生み出す。瞬間、覆ふく面めんたちに緊張が走った。


    　だが、六条は余裕の表情で懐ふところから拳銃を取り出し、それをタクトの後頭部に向ける。


    「難儀なものですな、契約というのは。こうして儕ともがらを殺せば、貴女あなたはこの先も能力に制限をかけられたままです」


    「……やはり筒抜けか。つくづく祖先のジジイの間抜けさ加減には参る。これほど漏ろう洩えいしていては血の盟約など欠片かけらの意味もないというに」


    　ルナは嘆息すると、炎を消す。


    　そして、おもむろに両手を上げた。


    「やめぢゃ、やめ。降参する」


    　タクトは一瞬、何を言い出したのか理解できなかった。降参、とはどういうことだ。


    　六ろく条じようは細い目を微かすかに開き、驚きを示す。


    「ほう？　やけに殊勝な態度ですね……この少年を配慮してのことですかな」


    「そんなこと、お主には関係なかろう」


    　ルナがぶっきらぼうに答える。六条は警戒していたが、ルナが本当に抵抗しないつもりでいることを悟ると、タクトに向けていた銃を下ろす。


    「……まぁ、どのような理由であれ、手に入るのであれば問題ありません」


    「ならば、人質も解放するがよい。かような醜悪な行為は好かぬ」


    「安心してください、私も悪魔ではない。必要もなくなりましたし、貴女に免じて彼の妹に手出しすることはやめましょう。すぐに撤収させますよ」


    　ルナはふんと鼻息を吐く。そして六条が合図をすると、隊員が彼女に近づいた。


    　ルナはされるがままに腕を拘束されると、そのまま車に連れていかれる。


    「待て、待ってくれ……どういうことだよ……ルナ」


    　呆ぼう然ぜんとするタクトは、ルナの後ろ姿に問いかける。


    「……すまなかったのう、タクト」


    　それだけ呟つぶやくと、彼女は車に押しやられてその姿を見ることはできなくなった。


    　そしてタクトもまた拘束され、強引に車の中へと押し込まれた。ドアが閉まり、目隠しをされ暗闇に閉ざされる。


    　絶望だけが、彼の心を支配した。

  


  
    



    　第四章　真実と理想


    



    　目を覚ました彼は、真っ暗な空間に寝ていた。緩慢な動作で上半身だけ起こし目を凝らす。


    　正面に鉄てつ柵さくがあった。左右も頭上も鉄柵に囲まれたそこは、檻おりの中だった。


    　更に周囲を見回すと、檻だけでなく機械部品や木材などが無造作に置かれている。どこかの倉庫なのだろうか。


    　タクトは立ち上がり、鉄柵を掴つかんでみるが当然ビクともしない。唯一の扉は、しっかりと施せ錠じようされているため自力で開けるのは不可能に近い。


    　そしてタクトはズルズルと座り込む。


    （六ろく条じようさんたちに……騙だまされてたんだよな）


    　事実を改めて認識し、虚しさに襲われる。


    　アガスティアは治療薬を作る唯一の組織だと期待していた。志を共にする善良な人たちだと信じていた。


    　それは、全て嘘うそだったのだ。


    　タクトは投げやりな態度で足を放り出し、鉄柵に後頭部をつける。


    　そのとき、闇の中に光が差し込んだ。


    　タクトが驚き振り向くと、誰かが室内に入ってきた。逆光だがすぐに誰かに気づく。


    「東あずま、さん……」


    「気分はどうだ」


    　東はタクトの目の前に立つと、かけていたサングラスを外す。


    　目元には大きな痣あざと、火傷やけどの跡がくっきりと表れていた。


    「お前らのせいだぜ？　治療費を請求してやりたいくらいだ」


    　東は皮肉げな笑みを浮かべながらしゃがみ込み、視線を合わせてくる。


    「お前が怪しい人物を連れ込んでるってのはすぐにわかったんだが、耳と尻しつ尾ぽさえ隠してればわかんねぇもんだな。異世界人てのはもっと化け物じみてると思ってたんだが」


    　世間話でもするように一方的に喋しやべる。その東の目には少しだけ哀れみの色が浮かぶ。


    「お前は一生ここからは出られない。モルモットとして飼い殺しの運命だ。こればかりはしょうがねぇな。早めに諦めろ」


    　タクトは鉄てつ柵さくに手をかけ、握りしめる。今更どうにもならない、という胸中の中で、膨ふくれ上がる疑問を口に出さずに入られなかった。


    「アガスティアは……あんたたちは、何をしようとしてるんだ」


    「そんなことを知ったところでお前には意味のないことだろう」


    　タクトは眉み間けんに皺しわを寄せ口をつぐむ。


    　だが東は肩をすくめ、スーツの内ポケットから注射器を取り出した。満たされた液体は不自然に煌きらめき、青から赤、そして緑色とめまぐるしく変色していっている。


    「これは六ろく条じようが開発した、耐性のない人間にもジオ・グラムの効果を与える薬、その試作品だ。持続時間は短いが、完成すれば適応者を増やすことができる。これを世の中にバラまく」


    「なっ……!!」


    「この世界は豚のような権力者が温室で適当な命令を下し、大勢の罪のない子供が虐殺されるような腐りきった世界だ。矯正するには絶対的な力でねじ伏せるしかない。俺たちはこれを使い、世界を変革する。権力や金の力に従わない、能力至上主義の世界にな」


    　瞳ひとみに暗い炎が滾たぎる。それは東の深層から溢あふれだした生の感情だった。


    「そんなことできるわけが……」


    「それはお前が心配することじゃねぇな。どのみち、もう外の世界は見れねぇだろうが」


    　東は注射器を懐ふところに戻し、じゃあなと言い残して出て行った。再び室内は暗闇に飲まれる。


    　鉄柵を掴つかんでいたタクトは、手を下ろして座り込んだ。


    　そして天井を見上げているうちに、最後に見たルナの姿を思い出していた。


    　なぜ彼女はあの場に来て、降参したのか。それは本当にタクトのためなのか。


    　だが、タクトは彼女を見放していた。助ける義理などないのに。


    　答えを求める気持ちはやがて、彼の途切れた気力に再び火を灯ともす。


    　またルナに会いたい。会って彼女の真意を確かめたい。


    　しかしタクトはすぐに険しい顔をして唇を噛かみ締めた。


    　ここから出られないのでは、そう願ったところで意味はない。


    （誰か、他に頼れる人は……）


    　脱出の協力者を求めたところで浮かんだのは莉り緒おだった。


    　莉緒が病院前にいなかったことからタクトは、彼女が関わっていないのではと薄うっすら期待する。だが、他の事情があって襲撃作戦に入らなかっただけの可能性も考えられた。


    　莉緒はどういう立場にいるのか考え込んだ、そのとき──。


    　巨大な縦揺れ。全身が揺さぶられ鉄てつ柵さくを掴つかむ。だが揺れ自体は数秒で収まった。


    　様子を窺うかがっていると、ドアの向こうでサイレン音のようなものが鳴っていることに気づく。


    　地震で警報でも発動したのか、とタクトが訝いぶかしんでいると突然ドアが爆発した。


    　爆音と衝撃でタクトは地面を転がる。すぐに顔を上げると、破壊されたドアの向こうから複数の足音が聞こえた。


    　侵入してきたのは、ライフルを携帯したガスマスク姿の人間。ヘテログリフだった。


    　タクトが驚きよう愕がくしていると、入ってきた三人はタクトの前で銃を構える。


    「適応者と思われる個体を確認。指示を求む」


    　中央の男が無線に告げた後、しばらくして男は了解と呟つぶやく。


    「命令だ。殺やれ」


    　他の二人が銃口を彼の頭部に向けて引き金に指をかけた。


    　無言の殺意を前に、タクトの足は勝手に動いた。


    　銃撃音が響く。鉄柵と檻おりに隣接していた壁はボロボロに砕けた。


    　しかし、タクトは寸前のところで檻の角に逃げ込んでいた。腕や足から血が出ているが、かすった程度で済んでいた。


    　ガスマスクたちは仕留め損なったことに気づくと、再びタクトに銃口を向けた。


    　檻から出られない以上、タクトはこれ以上為なす術すべがなかった。


    （こんなところで……！）


    　一度は、諦めようとした。だが、ルナの本心を聞きたいと願う自分がいる。


    　そのタクトの目に、地面に落ちた紅く煌きらめく結晶が飛び込んできた。


    　それはルナを呼び寄せた召しよう喚かん触媒。いつものように肌身離さず持っていた宝石が、ポケットから落ちたのだ。


    　衝撃が走った瞬間、タクトは即座に宝石を鷲わし掴づかみにする。


    　血に濡ぬれた手が紅い宝石に触れた途端、檻のすぐ側そばの空間でノイズが走った。


    　それは、瞬まばたきする間に人の形へと変化する。


    「──え？」


    　現れたのは、莉り緒おだった。


    　制服姿で鞄かばんと竹刀しない袋を持っている格好のまま、目をまん丸にして硬直している。それはガスマスクたちも同じで、突然人間が出現したことで思考停止し動かなくなった。


    　故ゆえに、その場で対応できたのはタクトだけだった。タクトは鉄てつ柵さくにしがみつき叫ぶ。


    「避よけろっ！」


    　莉緒がタクトを確認して愕がく然ぜんとする。ガスマスクたちが動いた。


    「う、撃て！」


    　発砲で扉や壁が粉々に砕ける。粉ふん塵じんが舞う中、莉緒の姿はどこにもいない。


    　跳躍していた莉緒が竹刀袋に入ったままの木刀を天井から振り下ろす。ガスマスクの一人は斬ざん撃げきを受けて倒れ、莉緒が返す一撃で残り二人ともが吹き飛ばされ鉄柵に激突。蛙かえるのような呻うめき声と共に、気絶した。


    「なっ……ん、なの、これ……!!」


    　肩で息をする莉緒は、弾かれたような勢いでタクトに近づいた。


    「一体どういうことなの!?　私の身に何が起こったんですか!?　ていうか御み厨くりや君もどうして捕まってるの!?　ヘテログリフがいるってここどこなんです!?」


    　莉緒は酷ひどく困惑した様子でわちゃわちゃ手を振る。


    「お、落ち着いてくれ。きっと、雪ゆき城しろが拾ってくれた指輪とこの宝石が反応したんだ」


    「こ、これのこと？」


    　莉緒は鞄から指輪を取り出す。やはり、召しよう喚かん触媒が反応して、莉緒を呼び寄せたのだ。


    「病室に戻ったら貴方あなたはいないし、研究所に連絡しても所長たちはいないし、仕方なく自宅に戻っていたらテレポートって……夢ですかこれ夢ですよねきっと」


    　莉緒は頬ほおをつねる。涙目で、いひゃい、と呟つぶやいた。


    「説明して御厨君！　一体何が起こってるんです!?」


    「……ちょっと待った。雪城は、俺が捕まってる理由を知らないんだよな？」


    「あ、当たり前です！」


    　その言葉を聞いて、タクトはほっとした。どうやら六ろく条じようの仲間ではないようだ。


    　ということは、彼女も利用されていたということになる。その認識は彼の憤ふん怒ぬをより増大させた。


    「……今から全部話す。言っておくけど、全て本当で作り話じゃないんだ」


    　タクトは念を押して経緯を喋しやべり始めた。


    　ルナの存在、御厨家の使命。順番に話していくうちに、莉緒はどんどん渋じゆう面めんになっていき、ちょっと待ってとストップをかけた。


    「異世界人？　番人システム？　召喚ですって？　からかってるんですか」


    「だから嘘うそじゃない！　現に雪城はここに召喚されたじゃないか！　これも錬金術、というか異世界の力を応用してるんだ」


    　莉り緒おは難しい顔をして黙り込む。かなり戸惑っているようだが無理もない。だがヘテログリフが来ている以上、彼女が納得するまで待つことはできなかった。


    「この際、信じてくれなくてもいい。多分ここはアガスティアの施設だろうけど、ヘテログリフが侵入してる。多分あいつらもルナを狙ねらっている。ここを出てルナを助けに行かないとまずいんだ！」


    　莉緒の顔色が変わる。


    「ここがアガスティアの施設って、私こんな場所知りません。貴方あなたを捕らえたのは、ヘテログリフではないの？　……じゃあ、誰が、貴方をこんな檻おりの中に閉じ込めたんですか」


    　その問いかけに、タクトは言葉を詰まらせる。おそらく自分よりもはるかにショックが大きいであろう莉緒に語ることを躊躇ためらった。


    　だが、タクトは意を決してその名を口にした。


    「……六ろく条じようさんと、東あずまさんだ」


    　莉緒は一瞬、キョトンとした顔つきになり、そして視線に怒りが込もる。


    「だから冗談はやめてと言っているでしょう！」


    「事実なんだ。ここは俺たちにも知らされていないアガスティアの極秘施設だと思う」


    「う、嘘うそを言わないで。そんな、まさかそんなことが、あるわけない……！」


    「こんなときに嘘なんてつかない。俺が聞いたこと、見たことは全部真実だ」


    　動揺する莉緒にタクトは続きを話す。信じ切れない様子だった莉緒は、見る見る顔色が青くなり、表情が強こわ張ばったように動かなくなっていった。


    「──それで、きっとここにはルナもいるはずなんだ。助け出したい。手を貸してくれ」


    　だが、莉緒は青ざめたまま人形のように呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。


    　タクトは鉄てつ柵さくの隙間から腕を出し、彼女の肩を掴つかんだ。


    「しっかりしてくれ！　止められるのはもう俺と雪ゆき城しろしかいないんだ！」


    　再びの振動が室内を揺るがし天井から埃ほこりが落ちてきた。地震ではなくへテログリフの攻撃の余波なのだろう。


    「……この、全ての原因は、お父さんじゃなくて、所長のせいだというの？」


    　ポツリとした呟つぶやき。タクトは神妙な顔で頷うなずく。


    「俺も全部わかったつもりじゃないけど……間違いないと思う」


    　莉緒はゆっくりとタクトと目線を合わせた。


    　そして近くに落ちていたヘテログリフの銃を拾い上げ、鉄柵に向けて引き金を引いた。発射された弾丸は既にボロボロだった鉄柵を破壊し、扉が開く。


    　莉緒は銃を放り投げ、目を閉じる。そして深呼吸した後、自分の両頬ほほを平手で叩たたいた。


    「……わかりました。御み厨くりや君の言う通りここに所長がいるなら、確かめなければいけない」


    　莉り緒おは顔を上げる。決して鬱うつ屈くつした精神状態ではないことにタクトは安あん堵どした。


    「よし……！　とりあえずルナを捜そう。ヘテログリフがいるみたいだし、バッゼオまでいたら余計に危険な──」


    　言いながら途中で、床に落ちている黒い塊をタクトは目の端に捉えた。


    　それは潰つぶれた銃弾だった。しかも銃弾同士が跳弾で偶然にぶつかり合い、互いの破壊力で半ばまでひしゃげて繋つながっている状態になっている。


    そこでタクトは、はたと思い出した。


    　バッゼオとの戦闘で起きた、潰れた銃弾のようにナイフが変形した現象。


    　そして自身に起こっている能力の変質。


    　それらを思い出したとき、タクトの中でぼんやりしていた考えが形のある仮定となった。


    　檻おりを出たタクトがおもむろに銃を拾うと、莉緒がその様子に訝いぶかしむ。


    「この銃で、俺の手を撃ってくれ」


    「こんなときに何を……？」


    「もしかすると、回復とは違う能力があるかもしれないんだ……それを確かめたい」


    　タクトに銃を渡された莉緒は、その言葉に驚きよう愕がくした。


    「ふ……二つ目の能力？　本当なのですか？」


    「多分。もし俺の考え通りなら、力になるはずだ。ルナを助けるために、どうしても今確かめなきゃいけない。違ってても、俺は回復できるから大丈夫」


    　そう言って、タクトは右手を上げ掌てのひらを莉緒に向ける。


    　困惑していた莉緒だが、真剣な表情のタクトを前に意を決した様子で銃を構える。


    「……わかりました」


    　莉緒が引き金に指をかける。同時にタクトは掌に意識を集中させ、唾つばを飲み込んだ。


    　暗い室内に銃声が轟とどろく。


    



    　二人は檻があった倉庫のような部屋を出て廊下を走っていた。天井や壁際を太いパイプが走っている狭い通路をひた走ると扉があり、二人は蹴け破やぶる勢いで開け放ち外へ出る。


    　そこはまだ外界ではなく、地下鉄のようなトンネル状の空間で、地面にはレールが敷かれてあった。トンネルはかなり広大で、どこまでも続いている。


    「まさか、地下鉄のどこかなのか？」


    「……いいえ、多分ですが、共同溝という道路下の地下施設だと思います。その証拠に、電線や光ファイバーらしきラインが設置されてる」


    　タクトは莉緒の博識に驚嘆すると共に、施設が地下にあることが少し気にかかった。


    　二人はトンネルを突き進む。銃声や怒号、爆音がはっきりと近づいてきていた。


    「あそこ！」


    　莉り緒おが指さすトンネルの奥から、黒煙が噴き出している。黒煙の中を構わず抜けると、二人の前に巨大な大穴が出現した。


    　急停止したタクトは柵越しに大穴を覗のぞく。様々な重機やコンテナ、クレーンなどが置かれ、拡張中だったのか壁の一部は土が剥むき出しになっていた。


    　そして、そこは銃撃戦のまっただ中にあった。アガスティアの戦闘員が物陰に隠れて、ヘテログリフの戦闘員に応戦している。


    　莉緒はタクトの隣に来て覗き込む。倒れている幾人かを確認すると、見知った人間がいたのか顔をしかめた。


    「……この混乱なら、私たちへ手を回している余裕はないはず。先を急ぎましょう」


    　莉緒は硬い声で判断を下す。タクトは何も言わず頷うなずいた。


    　二人は大穴の円周に設置された通路を走り抜け、奥まで続く通路へ入り込んだ。トンネルのような構造ではなく、コンクリート製の狭い通路が続く。


    　問題はルナと六ろく条じようがどこにいるかだ。


    「御み厨くりや君、どこを進んでるかわかってるの！」


    「多分！」


    「た、多分てそんないいかげんな！」


    「感じるんだ、何となく」


    　莉緒は怪け訝げんそうな表情をしたが、しかしタクトには確信めいたものがあった。


    「止まれ」


    　天井から声が降る。タクトが悪お寒かんを感じて見上げると、彼の目の前に棍こん棒ぼうがあった。


    　だが、その一撃を莉緒の木刀が弾いた。


    　タクトは激突の最中をくぐり抜けて振り返る。降り立った襲撃者と対たい峙じする莉緒は、一瞬だけ動揺を浮かべるも、すぐに表情を引き締めた。


    「……お前が嬢ちゃんを呼んだのか」


    　東あずまがタクトに背中を向けたまま言った。声こわ音ねは呆あきれとも、怒りとも、侮ぶ蔑べつとも取れた。


    「ったく、仕事を一つ増やしやがって」


    　忌いま忌ましげな東を前に、莉緒は静かに木刀を構え見据える。


    「……本当に、私たちを騙だましていたのですか、東さん」


    「はっ、相変わらずお気楽だな嬢ちゃん。一から丁てい寧ねいに説明してほしいか？」


    　ギリ、と莉緒が歯ぎしりする音が聞こえた。そして、彼女の瞳ひとみは剣けん呑のんな光を携たずさえる。


    「……ならば、貴方あなたを止めます。もう、誰も傷つけさせはしない」


    「悪いが、俺には俺の事情ってもんがある。黙らせたかったら、力ずくでやってみな」


    　そこで莉緒はチラリとタクトに目を向けた。


    「御厨君あなたは先に行って！」


    「させると思うか？」


    　東あずまが跳躍し、天井に張り付く。その手足は黄色の淡い光に包まれていた。逆さまの姿に莉り緒おは唖あ然ぜんとする。薬で一時的に適応者になっているのだ。


    　天井を蹴けって東が迫り、タクトめがけて棍こん棒ぼうを振った。


    　だが、直撃を防いだのは莉緒だった。莉緒はタクトの前に立ち木刀で棍棒を受け止める。


    「早く！」


    「っ！　わかった！」


    　タクトは二人の間をすり抜け全速力で駆ける。東が追いかけようと声を荒らげたが、即座に莉緒が斬ざん撃げきを繰り出し足止めした。


    「あなたなら私の力は十分に理解しているはずです。一撃でも食らえば終わりだと」


    「なら、その前にお前を殺すだけだ」


    　棍棒と木刀が激突する甲かん高だかい音が後方から聞こえてきたが、タクトは振り返ることなく全力で走る。


    　そして、そこに辿たどり着いた。何の変哲もないドアだったが、タクトは迷わず室内に入る。


    　薄暗く広い室内の正面はガラス張りの壁で、そこから光が漏れていた。


    　近づくと、ガラス壁の向こう側は手術室のような様相だった。様々な機械類や薬品、銀色に光る器具が揃そろっている。


    　そして寝台があり、ルナの姿があった。


    「ルナ！」


    　タクトはガラス壁にへばり付き、食い入るように確認する。ルナは寝台の上で手術衣姿で手足を拘束されていた。目を閉じピクリとも動かないが、胸は静かに上下している。


    　生きていることがわかり、タクトは胸を撫なで下ろす。


    　そして彼は手術室への入り口を探した。だが、周囲は壁ばかり。


    　通路側にドアがあるかもしれないと踵きびすを返したとき、影が動いた。


    「動くな」


    　静かな一言。タクトはビクリと身を震ふるわせ硬直する。


    「ヘテログリフの襲撃は君の差し金……ではないだろうな。まったく、やってくれたものだ。連中も馬鹿ではなかった、ということか」


    　足音が響く。姿を現したのは銃を手にした六ろく条じよう。顔には薄い笑みが張り付いている。


    「どうやって脱出したかは知らないが、大人しく捕まっていてくれないか」


    「……そうはいかない。あんたには、答えてもらいたいことがある」


    　タクトは構わず六条を睨にらみつける。


    「治療薬を作ると俺たちを騙だまして、適応化の薬を作るつもりだったんだな。それに争奪戦のことも……あんたは嘘うそをついていたんだ」


    　アガスティアが敵だと知った今、タクトは不自然な点に気づいていた。


    「ルナは、ジオ・グラムの探索技術を持たない組織が、それを持っている組織から強奪に出るから争奪戦が起こると推測してた。だから俺は、アガスティアから情報が漏れてるんじゃないかって思ったけど……考えてみたら、そんな状況を何も気づかず今まで放っておくわけがない。そんな間抜けな組織が、これまで無事なはずがないんだ」


    　六ろく条じようからの反応はない。だがタクトは続ける。


    「それは、今まで気づかずにいたんじゃなくて、わざとそうしてたと考えればまだしっくりくる。あんたたちは出現場所の情報を、他の組織が得られるよう仕組んでたんじゃないか？」


    「……」


    「だけど、そんなことをする目的は何なんだ？　ルナを捕らえてどうする気だ」


    　六条から返事はない。そして、ややあってくぐもった笑い声を発した。


    「タクト君。君はヴォイニッチ写本というものを知っているかな」


    　唐突に関係ない話を始めて、六条はゆっくりと歩き始めた。


    　タクトは身構えるが、六条はタクトから離れ壁沿いに進みガラス壁に近づいていく。


    「ゼラ・ハイヴからもたらされた古文書の一種でね。錬金術師の限られた血筋には、そうした異世界の存在を示す証拠が受け継がれている。そして、我わがアガスティアは代々、ゼラ人の住まう異世界への扉を開くことを目的としてきた組織だ」


    「なっ……！」


    「数多くの失敗と、ニコラ・フラメルの子孫による妨害で成し得なかった先代からの悲願だが僕はようやく見つけた。禁きん呪じゆ異界門顕現マグヌス・オプスの記されたヘルメス文書をね」


    　六条はガラス壁に近づき、恍こう惚こつとした表情でルナを見つめる。


    「僕は一人の天才にそれを見せ、ゼラ人が帰還した方法を解析した。そして実現にこぎ着けたんだ。彼の理論は完璧だった。あのとき、ほんの数ナノ程度ながら向こう側が見えた」


    　そこで六条は思い出したように肩を落とし嘆く。


    「本来ならば異界の扉は安定した状態でこの世に顕けん現げんするはずだったんだがね、玄げん盛じよう君がわざと計算を間違えて打ち込んでいたため事故が起こった……彼はね、土壇場で怖おじ気けづいたんだ。まったく酷ひどい話だよ。まぁ消え去ったと思っていた特異点が、位相がズレていただけで残っていたのが不幸中の幸いかな」


    　その言葉に、タクトの全身が総毛立った。


    　では莉り緒おは何のために、これまで戦ってきたというのか。


    　そのタクトの様子を楽しむように、六条が口の端はを釣り上げる。


    「さて、君の問いに答えよう。推測通り我われ々われが情報を与えていたわけだ。この世界にジオ・グラムを巡る争乱を起こさなければいけなかったからね」


    「いけないだって？　なぜだ、ジオ・グラムを確保したいんじゃないのか？」


    「勿もち論ろんそれも必要だが、もっと重要なものがある」


    　と、六ろく条じようは湿っぽい目でルナを凝視する。そこでタクトはハッとした。


    「まさか、ルナ……？」


    　ルナは捕まる前に六条に向けて、組織の狙ねらいは彼女自身であるようなことを言っていた。


    　しかし、六条が敵である番人を捕らえようとする意図が、タクトには理解できない。


    「答えろ……ルナを捕らえる理由は何なんだ!?」


    「君は想像力が足りないねぇ」


    　嘲ちよう笑しようしながら六条が振り返り、眼鏡めがねのブリッジを中指で上げる。


    「ひとえに彼女の遺伝子が必要なのさ」


    「遺伝子……？」


    「残念ながら適応化の薬は不完全な代物でね。人類に合わせるためには、適応化しているゼラ人の遺伝子を利用するしかない。だが扉が不完全で、ゼラ人は転移してこなかった。だから唯一、地球に存在するゼラ人である番人を使うしかなかった。番人の所在がわからない問題はあったが、派手に争奪戦を仕掛けておけば必ず食いついてくると予測したんだよ」


    　その説明は、タクトを愕がく然ぜんとさせた。


    「そんな理由で、争いを起こしてたって言うのか!?」


    「そんな理由とは心外だね。非常に切迫した問題なんだよこれは。君は東あずま君を見たかな？　彼の能力はファンデルワールス力を増幅させる力で非常に素晴らしい。だが、一時間ともたずに効果が切れてしまう」


    　東が壁に密着していた能力の原理は、手足と壁の間の分子間力を強めているということだ。自然界ではヤモリなどが獲得している力だが、ジオ・グラムでそれを再現していた。


    「だが番人を手に入れた今、適応化の薬を完成させることができる。本来の目的とは異なるが、人類を適応化させておけば、世界を繋つなげたときに彼らと同じ社会構造を生み出すことができる」


    「それが……あんたと東さんの目的なのか」


    　タクトは歯を剥むいて、真っ向から反論した。


    「でも、そんなの誰も望んでない……！　あんたの身勝手な考えを押し付けるなよ！」


    「はっ。あの男も同じ台詞せりふを吐いていた。儕ともがらとは偽善者しか継承できないのか」


    　嘲ちよう弄ろうする六条の言葉に、一瞬タクトの思考が止まる。


    「な、に……？」


    「異界門顕現マグヌス・オプスを発動した直後に我われ々われは一人の男の襲撃にあってね。儕かと思ったが肝心の番人は引き連れていない上に、錬金術で肉体を改変していた。身元情報が一切わからないから、殺してしまった後に堪こたえたよ。おかげで番人を誘おびき寄せるために、争奪戦なんていう手間のかかる餌えさを用意するしかなかった」


    　ドクン、とタクトの心臓が跳ねた。


    「どうやら事前に儕ともがらの権限を受け継がせていたようだが、所詮頭の足りない子供だ。二年間も姿を見せず策でも弄ろうしていたのかと思えば、結局なんてことのない凡才だ。こんな無様で愚かな存在のために時と金を費やしたかと考えると、馬鹿らしくなるねぇ」


    　六ろく条じようが挑発するも、タクトは別のことに意識を囚とらわれた。


    　儕と考えられた男。それは、まさか。


    「あんたが、親父を……？」


    「ああ、やっぱり……気づいてなかったわけだ。くくく、はははは！　これは傑作だね！　そうとも知らず君も莉り緒お君も僕を信用するのだから笑えて仕方なかったよ！　莉緒君なんか目の前に仇かたきがいるというのに、患者を治すだなんて熱く語っていてね！　滑こつ稽けいだ！　あはははは！」


    　六条の哄こう笑しように、彼の心の中で何かが弾け飛んだ。


    　タクトは目を剥むき、六条めがけて駆けようと一歩踏み出す。


    「くだらねぇ三文芝居はそこまでにしとけ」


    　第三者の声。と同時に苦痛の声。六条の手にナイフが刺さり、銃を落とす。


    　タクトはたたらを踏んで弾かれたように振り向き、身を強こわ張ばらせる。


    　入り口にナイフをひらひらと振って遊んでいる男がいた。


    　男の名はバッゼオ・アルマーノ。


    「だが、丁てい寧ねいなご高説には礼を言ってやろうか、ヘテログリフの創始者さんよ」


    　予想だにしない言葉にタクトが驚きよう愕がくすると、バッゼオが気けだるそうな歩調で進む。


    「お前の目的は薄々気づいていたが、これではっきりしたな。俺たちを集めて、あの酔狂な組織を作った理由は、くだらねぇマッチポンプのためだったわけだ。裏でうちの幹部に指示を飛ばして、わざわざアガスティアとぶつけさせるとはなぁ」


    「なっ……！」


    　声を上げたのはタクトだった。


    　つまり六条は、争奪戦を演出するために、自分で生み出した組織二つをわざと衝突させていたのだ。


    「しかもその理由が異世界人の確保なんて酔狂な目的だったとはなぁ」


    　六条は怯おびえ顔でバッゼオから距離をおこうとする。


    「貴様の仕業かバッゼオ……！　幹部連中は一体何をしているんだ!?」


    「ああ、それならがん首そろえて仲良くあの世にいるぜ」


    　その言葉に、六条が目を見開いた。


    「こそこそ動くお前にいつまでも気づかないと思ったか？　それに、踊ってやるのもそろそろ飽きたしな。ここらで独立させてもらうぜ。この施設は俺たちがありがたく使ってやるし、あの異世界人とやらも譲り受けてやるから、お前はゆっくり死んどけ？　な？」


    　笑いながら狂気を滲にじませバッゼオがナイフを取り出す。


    　タクトは逡しゆん巡じゆんした。手が震ふるえる。恐怖と憎しみ、そして妹と、父親のことが過よぎる。


    　それでも。六ろく条じようとバッゼオの間に割って入り、盾たてとなる位置で立ち塞ふさがる。


    　バッゼオは鼻白んだような顔つきでタクトを眺めた。


    「何のつもりだ、小僧」


    「こいつにはまだ、聞きたいことがある」


    　バッゼオはため息を吐つく。瞬間、太ももに激痛。その右手に握られていたナイフは既にタクトに突き刺さっていた。


    「っぐぁ……！」


    　片膝をついたところで顔面を蹴け飛とばされ壁に背中を打ちつける。視界が明滅したところを更に鳩みぞ尾おちを何回も抉えぐるように踏みつけられる。


    「くだらねぇ真ま似ねしてんじゃねぇよ。俺はな、そういうくっさい偽善に興ざめすんだよ」


    　衝撃で肋ろつ骨こつが折れタクトは胃液を吐く。そこで足蹴りはピタリと終わった。


    「……あー、くそ。逃げやがった。ったく、ウジ虫以下の分際で生きながらえようなんざ、俺の美学に反するんだよな。死ぬときは一瞬で死ねよ」


    　ぶつぶつと文句を言いながらバッゼオが遠ざかっていく気配がした。


    　タクトはよろめきながらも自分を回復し起き上がる。二人の姿はなく、コンクリートの壁には先ほどまではなかったはずの通路ができていた。隠し通路だ。


    　タクトはすぐに通路の奥へと走る。向こう側は手術室に似た部屋で、機材はほとんどなく資材運搬の滑車などが置かれていた。


    　甲かん高だかい音が鳴り、タクトが振り向くと肩にナイフが突き刺さった六条が、バッゼオに首を鷲わし掴づかみにされ宙づりになっていた。


    「バッゼオ！」


    　叫びながらタクトは一気に突進する。振り返ったバッゼオが反対の手でナイフを振るう。タクトはナイフに肩を斬られながらも、銀の鉄甲がはめ込まれた腕を掴み掌しよう底ていを放った。が、バッゼオは六条を離し、同時に放っていた蹴りがタクトの鳩尾にめり込む。


    　タクトは吹き飛び、資材ごと壁に激突した。


    「……あーあ、気が変わっちまったよ。残念だったな小僧。苦しんで死ね」


    　バッゼオが懐ふところから両手指にナイフを挟んで取り出す。資材を押しのけて立ち上がったタクトは回復しながら咄とつ嗟さに横っ飛びした。


    　ギリギリのところで投とう擲てきされたナイフは全て壁に突き刺さった。


    　タクトは勢いそのまま出入り口のドアに向かい、蹴破って外へ出る。そのまま脇目もふらず走った。


    「おい小僧。四し肢しを切り飛ばしてやるよ。その状態で回復したらどうなるんだろうな」


    　背後から迫る悪鬼に、タクトの背筋が冷たくなる。投擲されたナイフが彼の足や腕に掠かすって切り傷をつけていくが、バッゼオはわざと狙ねらいを外して嬲なぶっていた。


    　タクトは無我夢中で走り共同溝まで戻ると、物陰に飛び込んで隠れる。広く遮しや蔽へい物ぶつもあり、狭い通路よりマシだと考えていた。


    　だが、タクトの後方で爆発音が響き渡る。振り返ったその先には、激しい攻防を繰り広げている莉り緒おと東あずまの姿があった。


    「いつかの小娘と、傭兵か」


    　バッゼオが確認した途端、ナイフを投とう擲てきする。


    　二人は攻撃に気づきすぐに回避した。そして襲撃者を見て目を見張る。


    「バッゼオ・アルマーノ……！」


    「ちっ、やはりお前の仕業だったか」


    「ようご両人。楽しそうじゃねぇか。俺も交ぜてくれよ」


    　莉緒と東が構える。バッゼオもナイフを取り出し走り出した。


    　そこへ物陰に隠れていたタクトが飛び出し、バッゼオに奇襲をかける。


    「御み厨くりや君！」


    　莉緒が動揺する声。バッゼオは意表を突かれた様子もなくすぐさまナイフを投擲する。


    　ナイフは二の腕に突き刺さりタクトは呻うめくも、抜きながら治ち癒ゆして突進。


    　バッゼオが放った蹴けりを回避して、掌しよう底ていを腹部へ放つ。直撃しバッゼオが怯ひるんだ。


    　その隙すきにタクトは追撃しようとしたが、既にバッゼオが懐ふところからナイフを取り出し、逆手に持ってタクトの太ももに突き刺す。


    　タクトは激痛に声を上げ膝をついた。


    　だがバッゼオは彼に追撃せず、上空から襲いかかっていた斬ざん撃げきを銀の鉄甲で受け止める。着地した莉緒は、タクトを抱かかえながら飛びずさる。


    　東、バッゼオ、莉緒とタクトの四者は互いに距離を開ける。タクトは刺さっているナイフを強引に抜いて治癒を施ほどこした。


    「無茶ばかりして……！」


    　莉緒が刺とげ々とげしく言う。だがタクトはすぐに立ち上がって、平気だと示した。


    「大丈夫、まだいける……それより、バッゼオのほうをなんとかしないと」


    「おそらく、あの腕に装着した銀の鉄甲が能力の種なはず。そこを潰つぶせば変化が起こるかもしれない。問題は、あの男相手にどうやってピンポイントで攻撃するかだけど」


    「……こういうのはどうかな」


    　横に並び、タクトは小声で莉緒に詳細を伝える。


    「おい、イチャイチャしてんじゃねぇよ。こっちの相手もしてくれよ小娘」


    「俺がいるだろ」


    　バッゼオの背後から東が襲いかかる。予感していたようにバッゼオが即座にナイフを投擲した。東あずまは跳躍して回避し、共同溝の天井に逆さまに張り付く。


    「はっ、まるで蜘く蛛も男だな。いや、ヤモリ男か」


    　笑いながらバッゼオが腕を引き絞り、東も天井から飛び込んで棍こん棒ぼうを振るう。


    　そのまま両者が戦闘を始める中、タクトは介入のタイミングを見計らう。


    　そして両者の距離が空いた、その隙すきに一気に飛び出した。続けて莉り緒おも疾走。


    　タクトはバッゼオへ、莉緒は東へ向かった。タクトはバッゼオの放ったナイフを食らいながらも治ち癒ゆを施ほどこし、身体機能を上げて肉薄する。それと同時に、莉緒と東が激突していた。


    　タクトはバッゼオを捕まえようと腕を伸ばす。バッゼオはやすやすと回避するが、タクトを相手に後方へ逃げることはなくその場で腕を引き絞った。


    「今だ！」


    　叫びながらタクトは方向転換。同時に、鍔つば迫ぜり合いの最中であった莉緒は棍棒を弾くと、やはり同じように方向転換してバッゼオへ向かう。


    　二人はすれ違いそれぞれの相手めがけて突進した。虚を突かれたバッゼオの投とう擲てきは莉緒に容易たやすく弾かれる。


    　バッゼオは即座に銀の鉄甲を前に出すが、莉緒にとってはそれが狙ねらいだった。袈け裟さ斬ぎりはバッゼオの右腕に直撃し、その威力で銀の鉄甲が音を立てて大きくひしゃげる。


    　東も即座に棍棒を突き出してきたが、タクトは僅わずかな隙を見み逃のがさなかった。


    　紙一重で回避しながら、棍棒を持つその腕を掴つかみ一気に背負い投げる。東は地面に背中を痛打して呻うめき、タクトはすぐに距離を置いた。


    　舌打ちしたバッゼオは莉緒から離れ、そして陥かん没ぼつした鉄甲を眺めた。


    「武器破壊、ねぇ」


    　バッゼオは懐ふところから新しいスローイングナイフを取り出す。それを右手で軽く弄もてあそび、何気なく放り投げた。


    　瞬間、ナイフが莉緒の右太ももに突き刺さる。


    「っ!?　ああ……！」


    「ゆ、雪ゆき城しろ!?」


    　狼ろう狽ばいする二人の反応に、バッゼオがけたたましい笑い声を上げる。


    「キッハハハハハハ！　小こ賢ざかしい真ま似ねをしたご褒ほう美びだ！」


    「そんな……あれには何の仕掛けもないというの」


    　莉緒は困惑しながら視線を右太ももに落とし、そのナイフを強引に抜き取った。血が噴き出し痛みで脂汗が出ているにもかかわらず、柄の部分を食い入るように見つめる。


    　そして、彼女はハッとして顔を上げた。


    「まさか……！」


    　莉緒は何かに気づいた様子だったが、すぐにバッゼオめがけて走り出した。


    　ナイフを取り出したバッゼオが投とう擲てきするも、莉り緒おは走り出しながらナイフを弾く。


    　そして近くに落ちていた鉄パイプを拾い上げ、ナイフ投擲の前にそれを投げ飛ばした。


    　鉄パイプは、まるで吸い寄せられるかのごとくバッゼオの腕にぶち当たった。痛打を食らいバッゼオは大きく姿勢を崩す。


    「やっぱり……！　能力は『磁性増幅』！」


    　水や炭素は反磁性を示し、強い磁場をかけると磁場から遠ざかろうとする。バッゼオは手甲の中に磁場を発生する仕組みを入れ、能力で飛躍的に高めることでカーボン製ナイフの投擲速度を高めていた。


    　隙すきができたバッゼオに向かい、莉緒が木刀を振り上げる。バッゼオにはナイフを取り出す余裕はなかった。


    　だが、タクトは目にした。バッゼオが唇の端はを釣り上げ嘲ちよう笑しようしたのを。


    　バッゼオはナイフも持たない左手を、そのまま掌しよう底ていとして繰り出した。


    　木刀を振り下ろしていた莉緒は回避が間に合わず、腹部に掌底が押し当てられる。


    　瞬間、莉緒の体は後方へ激しく吹き飛ばされた。きりもみするように宙を舞い、地面に激突して一度バウンド。そして再び地面に叩たたきつけられ、粉ふん塵じんを纏まといながら停止する。


    「ざぁんねん。最後まで見破ってから来ることだなぁ、小娘」


    　水も反磁性物質であり、強力な磁場が発生している掌てのひらに触れたことで、莉緒の体内水分が反発して一気に吹き飛ばされてしまっていた。


    「雪ゆき城しろ！」


    「他人の心配してる場合か？」


    　タクトが悪お寒かんを感じ振り向いた瞬間、棍こん棒ぼうが彼の腹を抉えぐった。横よこ薙なぎの一撃を食らい吹き飛ばされ、受け身も取れずに地面にぶち当たってタクトは何メートルも転がった。


    「うっ……ぐぅ……」


    　タクトは血ち反へ吐どを吐き、全身を駆け抜ける激痛で声に出ない叫びを上げる。


    　東あずまはタクトを一いち瞥べつして、棍棒を振りながらバッゼオに向き直った。


    「残りはお前か、傭兵……楽しんでるかぁ」


    「楽しむ？　生あい憎にく、お前のような殺人鬼と同じじゃねぇんだよ」


    「金のために尻しつ尾ぽ振って人を殺す奴も同類じゃねぇのか？」


    　東は獰どう猛もうな笑みを浮かべ、駆け出した。相対するバッゼオもナイフを投擲する。


    　その激闘を微かすかに聞きながら、タクトは顔だけを上げて莉緒を捜した。


    　莉緒は、タクトのすぐ近くで倒れ伏していた。その痛ましい姿に、唇を噛かみ締める。


    　早く立って、彼女を回復しなければいけない。だが体がついていかず焦あせりが空回りする。


    　タクトの気力は血と共に削られていき、次第に意識は薄れ、


    　──タクト！


    　ふいにルナの呼ぶ声が聞こえた。


    　タクトはハッとして瞼まぶたを上げる。そして血ち反へ吐どを吐きながら、強引に体を起こした。


    　二年間、後悔し続けてきた。自分の無力さを噛かみ締めてきた。だから今、命をかけて自分にできることを全力でやると誓ったのではないのか。


    　妹もルナも莉り緒おも、全員を助けるために。


    （今、俺に、できることは……！）


    　タクトは腹部に掌てのひらを当てる。淡い光が包み、立ち上がるまでに回復したところで、莉緒に近づき治ち癒ゆを施ほどこした。


    　その様子を見たバッゼオが苛いら立だたしげに舌打ちし、腕を引き絞った。


    　莉緒の元でしゃがみ込むタクトに、ナイフが次々と刺さる。だが、彼は自分へ治癒を展開していたため倒れることはない。


    　タクトは自身に突き刺さったナイフを抜きながら振り返り、敵を睨にらみつけた。


    「……効かねぇよ、こんなの」


    　バッゼオは鼻頭に皺しわを寄せる。


    「安い挑発だな、おい。回復程度で倒せるならならやってみろ！」


    　懐ふところから大量のナイフを取り出していたバッゼオが、両腕を大きく振り上げ投とう擲てきした。


    　同時に、タクトはバッゼオに向かって全力で疾走した。


    　ナイフの嵐を全て体で受けきるも、速度は少しも落とさない。突き刺さったナイフを抜き取りながら一気にバッゼオに接近する。


    　バッゼオは迫るタクトめがけ、回し蹴げりを放った。


    　そこでタクトは治癒を停止し、能力を切り替える。


    　右腕は赤の燐りん光こうを纏まとい、その掌がバッゼオの脚部へと接触。


    　刹せつ那な、脚部が蓄えていた運動エネルギーが反転し、バッゼオの足が軋きしむ。


    「ぐぅ!?」


    　反動よりも不可思議な現象にバッゼオが硬直した瞬間、タクトは懐に侵入し、自身の肩をバッゼオの鳩みぞ尾おちにつけて一気に体重をかけた。


    「っらあ！」


    　裂れつ帛ぱくの声と共に、タクトの一撃がバッゼオを吹き飛ばす。身体機能が向上しているため、バッゼオをやすやすと壁まで激突させる。


    　だが二人の攻防の間に、東あずまが動いていた。


    　東は一瞬戸惑いを見せるも、棍こん棒ぼうを横よこ薙なぎに振り放つ。タクトはあえて腰を落とし突撃してくる棍棒を見据え、両手で受け止めるよう構えた。


    　両手が棍棒へと接触した瞬間、その棍棒が両端から潰つぶれ静止した。


    「なっ!?」


    　不自然なほど急停止したため、東あずまは腕に衝撃を受けつつその体は前のめりに崩れる。その頭部を、タクトの蹴けりが打ち払った。


    　東は後方へ弾かれていく。だが、能力を発動させ両手両足を地面につけると、強引に停止してみせた。


    「……どういうことだ、お前」


    　東は棍こん棒ぼうを見ながら呟つぶやく。鉄製の棍棒は折れてはいないが、両側から圧力をかけたようにひしゃげていた。


    「一体、何をしやがった」


    「……さぁ、なんだろうな」


    　タクトはうそぶきながら、内心では安あん堵どしていた。先に銃弾で試していたとはいえ、実戦で通用するかは賭かけの部分も大きかった。


    　タクトは、自己治ち癒ゆ力が他人にも発動した原因を、理解していた。


    　それは、二つ目のジオ・グラムと融合し、「反転」の能力に目覚めたからだ、と。


    　他人を治癒できたのは、自分を治癒する反応が「反転」し、外へ向いたために起こった。つまり、「反転」と「治癒」が同時に発動している間は、自分に治癒がかかることはないのだ。


    「……どうやら六ろく条じようの予測通り、二重適応者だったってことか。だが、少し抵抗できたくらいでいい気になるな」


    　殺気を纏まとう東に対し、タクトは腰を落として臨戦態勢を取る。


    　今のタクトは「反転」による防御と「治癒」によるカウンターの戦闘法がある。更に、能力をはっきり認識したため、どちらかを単独発動することも可能だ。


    　だが、常にエネルギーを食うこの戦闘方法は、数分程度が限界だろう。


    　その間にケリをつけるため、タクトは駆け出した。


    　東が棍棒を突き出し、タクトはギリギリで回避しながら懐ふところに入る。そこを狙ねらって東が拳を振り放った。


    　タクトは反転能力のみを発動。


    　拳を掌てのひらで受けた瞬間、東の腕が停止してバランスを崩す。


    　タクトはそこで投げ払おうと密着するが、東の手が伸びタクトの頭を鷲わし掴づかみにした。首を後ろに引っ張られその額ひたいに頭突きが入る。


    　火花が散った瞬間、東の拳がタクトの顔面を捉える。鼻が折れ口から血を吐き出しタクトは仰あお向むけに倒れた。


    　更に東が腹を踏みつぶそうと蹴り下ろしてくる。が、治癒でダメージを消しタクトは即座に飛び退のいた。


    　体勢を整えたとき、彼の顔面めがけて棍棒が迫り来る。


    　すかさず能力を切り替え受け止めようとした瞬間、棍棒は途中で停止。


    　タクトが目を見張ったとき、東あずまの蹴けりが直撃して後方に吹き飛ばされる。


    　地面を転がる彼の視界に、天井から落下する東の姿が映った。


    　タクトは治ち癒ゆを開始しながら、棍こん棒ぼうが激突する寸前に地面を蹴って回避。棍棒の先端が地面を穿うがち、亀裂が走る、


    　そして東はその棍棒を瓦が礫れきごと抜き放った。拳大のコンクリート片がタクトの顔面めがけ飛来する。


    　タクトの掌てのひらが触れた瞬間、瓦礫に亀裂が入って落下。


    　そして肉薄する東の攻撃をタクトは屈かがんで避よけ、東の脛すねに蹴りを放った。相手が怯ひるんだところで、立ち上がりざまに掌しよう底ていを腹部に向けて放つ。


    　その一撃がヒットする直前、タクトの腕にナイフが突き刺さった。


    「っが!?」


    　東の腕、脇腹にも数本のナイフが刺さる。東は体をくの字にして呻うめきながらも、棍棒を振り投げる。次の攻撃に移っていたバッゼオの腕に鉄製の棍棒が直撃し、攻撃は防がれた。


    「ちぃ、うざってぇ」


    　バッゼオが悪態づきながら棍棒を投げ捨てる。だが、その右手はだらしなく垂れ下がったままで、動くのは左腕のみの様子だ。


    　その左手でタクトめがけてナイフが投とう擲てきされる。タクトは向かいくるナイフを両の掌で受ける。接触の瞬間、ナイフは全て歪わい曲きよくして落下する。


    　だが、ナイフの群れの陰に隠れていたバッゼオが、タクトの頭部を蹴飛ばした。


    　後方に弾かれたタクトの肩や足に、ナイフが次々と突き刺さる。


    「がああああああっ！」


    　激痛が脳へダイレクトに伝わる。タクトは前のめりに倒れ呻いた。


    「なかなか面白い芸当だが、小僧、まだ隙すきだらけだなぁ」


    　くっくっと肩を揺らして笑いながら、バッゼオが歩み寄ってくる。タクトは立ち上がろうとするが、震ふるえてうまく体が動かせない。限界はとうに過ぎている。


    「所詮は攻撃を止めるだけだ。そんなものが増えたところで俺は殺せねぇよなぁ！」


    　愉ゆ悦えつを滲にじませるバッゼオは、ナイフを握りしめ大きく振り放った。


    　タクトは向かい来る死に抗あらがおうと、地面に爪を立てる。


    　その瞬間、彼の目の前に人影が割り込み、飛来するナイフを木刀で弾き飛ばした。


    　驚きよう愕がくするバッゼオめがけて、莉り緒おが疾風のごとく駆け抜ける。


    「死にぞこないが！」


    　バッゼオは、莉緒が放った斬ざん撃げきを手で受け止めた。着弾の瞬間に能力が発動。強力な磁場が発動して反磁性体である炭素が反発し、木刀ごと莉緒も後方へ吹き飛ばされる。


    　だが、そのとき莉緒はバッゼオではなく、タクトのほうを見て叫んだ。


    「今よタクトっ！」


    　声に突き動かされ、タクトは雄お叫たけびを上げる。


    「うおおあああああああああ！」


    　立ち上がったタクトは全速力で駆ける。気づいたバッゼオが振り向くも、タクトのほうが速い。


    　タクトはバッゼオの腹部に緑色の燐りん光こうを纏まとった右掌しよう底ていを叩たたきつけた。


    　そして続けざま、赤い燐光を纏った左掌底を右手に重ねた。


    　刹せつ那な、眩まばゆい光と共にバッゼオが後方へ弾き飛ばされる！


    　タクトもまた、力尽きその場に崩れ落ちた。


    「タクト君！」


    　莉り緒おが慌てて近寄ってきた。タクトは助けを借りながら上半身だけを起こす。


    　そして、粉ふん塵じんの中に倒れているバッゼオを確認する。


    「っぐ、ぎっ……で、めぇ……！」


    　バッゼオは既に身を起こし片膝をついていた。が、激痛に苦しみ顔を歪ゆがめている。


    「ごの、俺に、なにを、し──」


    　言葉の途中でバッゼオは血を吐く。内臓に深刻なダメージを受けているようだった。


    「何を、したの？」


    　莉緒の問いに、タクトは自分の右掌てのひらを見つめて答えた。
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    「治ち癒ゆの効果を、反転させたんだ」


    　それだけで、莉り緒おはすぐに納得した顔つきになる。


    　タクトが行ったのは、治癒能力そのものに反転をかけること。つまり、細胞を治すジオ・グラムの力を、細胞破壊の能力に変化させてしまうという離れ業わざだった。


    「ご、ごろじて、やる、クソ、が……！」


    　バッゼオは強引に立ち上がる。その姿にタクトと莉緒は戦せん慄りつした。あれほどのダメージを食らわせてもまだ動けるというのか。


    　だが次の瞬間、バッゼオの目がぐりんと上を向く。


    「お、ご、がおあああああああああああああ！」


    　バッゼオの体から黒色の燐りん光こうが迸ほとばしる。それは通常能力を使用するよりも遥かに膨大で眩まばゆい光だった。まるで全身から抜け出しているように空中へ霧散していき、徐々に弱まる。


    　ついには光が途切れ、バッゼオは白目を剥むいて前のめりに倒れた。


    　完全に気絶していた。


    「勝っ、た……？　でも最後のあれは……」


    「……タクト君の攻撃による作用かもしれません。治癒の反転で、何か体に異変が起こったのかも……」


    　莉緒は腑ふに落ちない様子でいたが、バッゼオが動く気配がないことがわかると一息つく。


    「……とりあえず、終わりましたね」


    「ああ……」


    　タクトが答える。すると莉緒の表情は憤ふん怒ぬに変へん貌ぼうした。


    「だけどまた無茶な能力の使い方をして！　いくら回復できるからって急激な肉体変化は凄すさまじい負荷がかかるはずなんですよ!?」


    「で、でもこれしかできないし……」


    　あまりの勢いにタクトはつい顔を腕でガードする。だがその後の追求をすることなく、莉緒は倒れている東あずまへと近づいていた。


    　東はナイフで刺された脇腹を押さえながら座り込んでいる。失血から顔色も悪い。


    　その東に向けて、莉緒は木刀を突きつける。


    「お前らの勝ちだ」


    　東は皮肉げな笑みを浮かべた。


    「……貴方あなたは、何を望んでいたのですか、東さん」


    　東は答えずにおもむろに懐ふところへ手を入れる。警戒した莉緒だったが、取り出されたのはタバコとライターだった。東はタバコを咥くわえて火をつけ、ゆっくり紫煙を吐き出す。


    「別に。中年男がちょっと欲を出したまでだ」


    　東はタバコを地面で揉もみ消し、そのまま仰あお向むけに倒れた。


    「好きにしろ。抵抗する気はない」


    　投げやりな東あずまを見て莉り緒おは歯は噛がみする。その瞳ひとみは憤ふん怒ぬと悲嘆で揺れ動く。


    　だが、莉緒は突きつけていた木刀を静かに下ろした。


    「相変わらず甘いな……嬢ちゃん。そんなことじゃ、いつか後悔するぜ」


    「……減らず口に、耳を貸すつもりはありません」


    　ぶっきらぼうに告げて莉緒は背を向ける。


    「お世話になりました」


    　莉緒の小さな呟つぶやきは、静かに流れて消える。


    　タクトは先に歩き出した莉緒を追った。


    



    　共同溝はあちこちに火の手が回り、戦闘員の死体が転がる凄せい惨さんな光景が広がっていた。


    　だが二人は敵に遭遇することなく、難なくルナのいる部屋まで戻ることができた。


    　タクトは隠し通路を通り手術室に入る。もしかすると六ろく条じようがルナを連れ去っていたかもしれないと危き惧ぐしていた。


    　だがその不安に反して、ルナは手術台の上で変わらずに寝ていた。


    「ルナっ！」


    　タクトが必死に呼びかけていると、莉緒も近づきルナを覗のぞいた。


    「これが、異世界人」


    　初めて見る耳や尻しつ尾ぽをつけた人間を、まじまじと眺めている。


    「だめだ、起きない！」


    「落ち着いて。おそらく麻酔で眠らされてる。時間が経てば目を覚ますはずよ」


    　莉緒はルナの脈拍を測りながら冷静に判断する。タクトには酷ひどくじれったく感じた。


    「待つだけじゃ駄目だ。ここから移動しないと！」


    「……このまま連れていくしか、ないようですね」


    　莉緒の判断を聞き、タクトは眠ったままのルナの顔をしばし見つめる。


    「わかった。俺が背負う」


    　タクトは手首や足に固定されたバンドを外していき、横たえたルナの体を背負った。自分と同じくらいの背丈にもかかわらず、思ったよりも軽い。


    「大丈夫？」


    「なんとかなると思う……行こう。奴らがここに来る前に逃げ出さないと」


    　タクトは先に走り出し、莉緒が後からついてきた。


    「脱出するには、共同溝の入り口に行けばいいのかな」


    「いえ、おそらくヘテログリフが封鎖してるでしょう。どこかに非常出口もしくは別の共同溝に出るルートがあるはず」


    　莉り緒おの考えに頷うなずきながら、無機質な通路を走る。その間、敵と一切の接触がなかった。不気味なほどに静かだった。


    「……おかしくないか？　なんでここまで敵が出てこないんだ」


    「大半の戦闘員が行動不能に陥おちいったか……でも、それだけじゃないようにも感じます」


    　莉緒が警戒を滲にじませながら答える。


    　しばらく走っていると、通路の奥から光が差し込んだ。何かの空間があるようだ。


    　入り込んだ二人は、室内の光景を目にして絶句する。


    　だだっ広い室内には、円筒状の培養槽がいくつも設置されている。培養槽は気泡交じりの液体に満たされ、その中には頭が潰つぶれた人間の上半身だけの物体が浮かんでいた。別の培養槽では、化け物としか言いようのない異形な生物が浮かんでいる。他にも植物と同化したような人間、巨大な胎児など、この世のものとは思えないものばかりが揃そろっていた。


    　異様な光景を前にして、莉緒は手で口を押さえた。


    「これは……ホムンクルス」


    「ホムンクルス？」


    「錬金術でいう、人造人間のことです。多分だけど、ジオ・グラムのサンプルを使い、人為的なハイブリッド個体を生み出そうとしていたのかも」


    　莉緒は苦々しい顔で説明する。ここまで非道な実験が行われていたことを知って、ショックを隠せない様子だった。


    「だけど、これもサンプルならヘテログリフが奪いに来てもいいはず──」


    　莉緒の言葉の途中、異変が生じる。入り口で突然、扉が閉められた。二人は慌てて引き返し扉を押すが、電子錠でロックされた扉は開けられない。


    　無数の足音が反響する。タクトは弾かれるように振り返り、対面を見た。


    　武装したガスマスクの集団が室内の半分を埋めるまで侵入し、一斉に銃を構える。


    「……罠わな、というわけね」


    　莉緒が珍しく自じ嘲ちよう気味にこぼし、木刀を構える。


    「適応者及び接収対象物を確認。適応者は速すみやかに抹殺し、対象を確保せよ」


    　集団の先頭にいた人間が籠こもった声を出す。


    　二人はジリジリと後退するが、背後は壁で逃げ道はない。


    　タクトは頭をフル回転させた。銃撃は反転で止められるかもしれないが、その間は治ち癒ゆできない諸もろ刃はの剣だ。それに彼には能力を発動させる力もほとんど残っていなかった。


    　タクトが必死の形相で葛かつ藤とうしていると、莉緒が彼の袖そでを微かすかに引っ張った。


    「ごめん……ごめんなさい、タクト君……せめて、貴方あなただけでも逃げて」


    「な、何言うんだ！　諦めるな！　手はあるはずなんだ！」


    　しかし、莉緒は手を離してタクトの声を無視し、突撃の姿勢を取る。


    「待ってくれまだ──」


    「なにを盛り上がっておるのぢゃ、お主らは」


    　タクトの背後から声。驚きよう愕がくして振り返った彼の前に、手術衣姿のルナが立っていた。


    　大あくびするルナの肩を、タクトは慌てて掴つかむ。


    「お、起きたのか!?」


    「うむ。腹が減った」


    　場違いな台詞せりふに、タクトはそのまま倒れてしまいそうなほど脱力した。


    　悪いた戯ずらな笑みを浮かべるルナは、驚き顔の莉り緒おと、包囲する武装集団に目を向ける。


    「ふむ、何となくぢゃが状況はわか──」


    　言葉の途中でタクトはルナに抱きつく。


    　ルナはキョトンとすると、耳まで真っ赤にして慌てふためいた。


    「なななななにをするのぢゃ!?」


    「……俺と妹を助けようとしてくれたんだよな」


    　タクトはルナから離れ、確かめる。ルナは頬ほおを赤くしたまま恥ずかしそうに上目遣いになるも、否定はしなかった。


    「でもなんで、俺なんかのために……俺はあんな、ルナに酷ひどいことを言って……！」


    　ルナはポリポリと頬を掻かきタクトに背を向ける。


    「ま、妾わらわの身勝手な、一種の賭かけぢゃよ」


    「それはどういう──」


    　聞こうとしたタクトの口を、ルナが強引に唇で塞ふさいだ。


    　莉緒が、ひゃ!?、と素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げる中、二人の体を淡い光が包んだ。


    　異変に武装集団が警戒し、ルナに向けて一斉に銃口が向けられる。


    「う、動くな！　止まれ！」


    　ガスマスクの一人が慌てて声を荒らげる。そこでルナはタクトから離れ、集団に近寄った。


    「ともかく、賭には勝ったようぢゃな」


    　ルナは笑い、手をゆっくりと動かして反対の掌てのひらに合わせる。まるで合掌のようなポーズ。


    　次の瞬間、眩まばゆい紅の光が迸ほとばしる。発生源は掌。紫電が走り、空気が振動、青白色の髪が浮遊し、強大な圧力がルナの掌から発せられる。


    「撃てっ！」


    　合図とともに戦闘員が一斉に引き金を引く。豪雷の如ごとき銃声が室内を満たし、放たれた銃弾がルナの周囲を全て抉えぐり穿うがち破壊していく。


    「ルナ！」


    　タクトの叫びも銃声の前にはかき消された。


    　一斉射撃が止やんだとき、ルナの周囲は粉ふん塵じんに包まれていた。


    　粉ふん塵じんの中心に動きはない。タクトの中で絶望が過よぎった、その瞬間。


    　中心部から粉塵が吹き消される。そこには先ほどと変わらない姿のルナが立っていた。


    　だが、彼女の周囲に明らかに異質な物が浮いている。


    　野球ボールほどの大きさの球形物質が幾つも浮遊していた。内部はまるで雷のようなスパークが縦じゆう横おう無む尽じんに走り、球の周囲は空間が歪ゆがんだように揺らめいている。


    　戦闘員たちは再び構え直し、引き金に指をかける。そこでルナは厳おごそかに告げた。


    「戦慄おののけ、震ふるえよ。ハウローンの名が何たるか、骨の髄に刻め」


    　大量の銃弾が発射される。対するルナは真正面から全力疾走。


    　銃弾はルナの前に出現する球形物質に着弾し──


    ──全て蒸発した。


    「っ!?」


    　銃弾の嵐を抉えぐり取るように直進したルナは、武装集団の最前線にいたガスマスクたちにめがけて球形物質を投げつける。空くうを滑る球形物質は紫電を放ちながら地面に着弾。


    　刹せつ那な、閃せん光こうが駆け抜けた。耳をつんざくほどの大音響で爆発が轟とどろき、熱風がタクトと莉り緒おを巻き込みながら壁に当たって霧散する。


    　爆風の後、タクトは絶句する。地面に大穴が穿うがたれていた。


    「う、撃て撃て！」


    　戦闘員たちは銃撃しようとするが、その前にルナが球形物質を放ち爆撃の如ごとき衝撃が襲う。


    　敵も培養槽もホムンクルスも、ルナの攻撃の前には紙切れの如く吹き飛ばされた。


    「す、ごい……」


    　タクトは流れ弾に当たらないように隠れながら、ルナの戦闘を呆ぼう然ぜんと眺める。


    「タ、タクト君、あの人の能力について説明を受けた？」


    　同じく隠れていた莉緒が動揺した様子で聞いてくる。タクトは首を横に振った。


    「いや、何も。てっきり炎を出す能力とばかり」


    「多分、だけど。あれはプラズマよ」


    「プ、ラズマ？」


    　莉緒が頷うなずいたとき、更に派手な爆音。壁が爆発によって崩壊し、天井から照明が落ちる。


    　ルナは能力により、空気中の分子を強制的に電離して、超高温高圧の破壊力に変えていた。


    　炎はもとよりプラズマの一種であり、ルナは強制電離の際に発生する熱エネルギーで空気中の物質を燃焼させ、炎を生み出していたのだ。


    　熱風を受けながら青白色の髪がなびく。破壊された室内で立つのはルナのみ。


    　その目は野生動物のごとく爛らん々らんと輝き、唇は弧に描かれていた。


    「こっちは片付いたようぢゃの。では、進むとするか」


    「逃げ、ないのか？」


    「何を言う。やられたらやり返すのが礼儀ぢゃろう」


    　ルナは瓦が礫れきの中を素足で歩き出す。番人の使命を、果たすために。


    



    　施設内の制御システムは、既にヘテログリフに支配されていた。


    　だがいくら包囲され閉じ込められようと、ルナがその能力をもって力ずくでこじ開け、ねじ伏せる。文字通り施設を破壊する勢いで進行した。


    　そして三人は管制室まで辿たどり着き、内部に陣取っていたヘテログリフを拘束する。


    　ここまではあっけないほど順調に事が進んだ。


    　だが管制室から確認できるモニターには六ろく条じようの姿が一切見当たらなかった。逃げた可能性を考慮したが、タクトはモニターに映し出されない全体地図に空白部分があることに気づく。


    　三人は、該当の場所へと急行した。そこには銀行の金庫扉のような円形で巨大な扉が設置してある。タクトは扉に近づくが、電子錠もなければ物理的な錠もない。


    「こんなところに、六条がいるのか……？」


    　タクトは訝いぶかしむが、不可解なのはそれだけでなく、ルナを置いていったこともそうだった。


    　争奪戦を仕掛けてまで誘おびき寄せていたルナを、六条は簡単に放置していった。


    　その不自然な行為は、扉の向こうにルナ以上に重要な何かがあるとしたら説明できる。それはタクトにある予感をもたらしていた。


    　莉り緒おは扉を見据えて言う。


    「多分、シェルターのように中から閉めきってしまえば決して開けられないのよ。開放するには内部の人間がどうにかするしかない」


    「じゃあ、出てくるまで待つしかないのか？」


    「こうすればよい」


    　言うやいなや、ルナはプラズマ球を撃ち放つ。扉に近かったタクトは大慌てで逃げた。


    　着弾と同時に轟ごう音おんと衝撃。破片が散らばり、扉は中央にぽっかりと大穴が開く。


    「やるならやるって言ってからに──」


    　抗議の言葉は途中で止まった。穴から覗のぞく光景に、タクトは息を呑のむ。


    　土が剥むき出しの地下空洞。その中央部に闇があった。


    　まるでブラックホールのような漆黒の円が浮いている。その下には大掛かりな装置があった。


    　タクトは直感する、これが扉なのだと。そして六条は、この扉をこそ優先したのだ。


    「まさか地下ぢゃったとはのう。見つからぬわけぢゃ」


    　ルナが納得しながら呟つぶやくと、莉緒が一歩進み出る。


    「……六条、所長」


    　その呟きでタクトとルナの視線が一気に向かう。


    　黒闇の下に設置された大型機材の横から六条は姿を見せていた。


    「なんという、ことだろうね」


    　六ろく条じようは酷ひどく憔しよう悴すいしていた。その口元はピクピクと痙けい攣れんし、いつもの笑みが崩れている。


    「たった数時間で、全て台無しだ……僕がどれほど心血を注いできたか君たちにわかるかい？　ヘテログリフを作るために愚ぐ鈍どんな錬金術師どもを集めクズどもを戦闘員に仕立て上げ！　ジオ・グラムを他の組織に奪われてでも争奪戦を繰り返し！　何重ものダミー情報を流して扉の位置を秘ひ匿とくしてきたというのに……！　それを貴様らごときに……！」


    　憤いきどおりながら罵ののしる六条の台詞せりふに、莉り緒おが目を限界まで見開いた。


    「ヘテログリフを作った、って」


    　愕がく然ぜんとした莉緒がタクトへ振り向く。タクトは眉み間けんに皺しわを寄せながら頷うなずいた。


    「では、今までの戦いで……私たちが守ろうとした民間の人たちは、貴方あなたの命令で殺されていたのですか？　死に物狂いで確保しようとしたジオ・グラムは、貴方の命令で奪われていたと？」


    「ああその通りさ。苦心して仕組んできたんだ、お前たちには必死になってもらわないといけないからなぁ……もっとも、君は僕が言うまでもなく、馬鹿な父親のことで勝手に罪悪感を抱いていたから誘導も楽だったけどねぇ！」


    　六条が哄こう笑しようする。タクトが歯は噛がみする横で、莉緒はうつむいて言った。


    「馬鹿な父親……？　貴方は、あんなに必死に頑張っていたお父さんを、心の底で笑っていたのですか」


    　莉緒の声にタクトはハッとする。うつむく彼女の横顔は憎悪に染められていた。


    「なに、玄げん盛じよう君はあの事故が起こるまでは本当に尊敬していたよ。あまりにも天才で嫉しつ妬とすら覚えていた。だが、結局はただの凡人だったわけだね。常識や偽善に囚とらわれて研究者としての本質を踏み外した愚かでどうしようもないクズさ！」


    　好き勝手に罵ば声せいを述べる六条に、タクトは腹の底で憎悪が煮えたぎるのを感じた。こんな人間に父親を殺されたというのか。


    　莉緒の木刀を握りしめる手がワナワナと震ふるえていた。


    「貴方の本性は、そうやって……誰も彼も見下している、哀れな人だったのですね」


    　莉緒が笑みを浮かべる。しかしその笑みは、悲壮感を滲にじませていた。


    「哀れ？　僕が哀れだと!?　小娘風ふ情ぜいが何を知ったふうに！」


    　六条が懐ふところから拳銃を取り出して莉緒に向けた。


    　タクトは焦あせって動くがそれよりも速く、莉緒が走っていた。銃の射線上から抜けて弾丸を回避すると一直線に六条の元へ向かい、その肩へ木刀を叩たたき下ろす。


    「ぐげああああああああああ!?」


    　六条は仰あお向むけにひっくり返り、バタバタと手足を振り乱しながらもがいた。


    　無様に取り乱す六条を見下ろした莉緒はそのまま馬乗りになって木刀の切っ先を喉のど元もとに突きつけた。六ろく条じようは小さく悲鳴を上げて動きを止める。


    「私は、父が好きだった。信じていた……その気持ちを全て踏みにじった貴方あなたを、絶対に、許さない」


    　莉り緒おの声とは思えないほどの低い声こわ音ねに、タクトは思わず喉のどを鳴らす。


    「ちょい待て、木刀娘。殺してはならん」


    　だが、意外なことに止めたのはルナだった。


    「あ！　ま、待ってくれってルナが！」


    　タクトは莉緒に呼びかける。ルナの言葉を理解できない彼女のために通訳が必要だった。


    　ルナの目は六条ではなく、目の前にあるブラックホールのような黒闇に向けられていた。


    「この機械仕掛け。妾わらわには原理などさっぱりとわからぬが、予想通りならこれを利用し扉を安定化させておるのぢゃろう。逆に、これを破壊すれば扉は自然消滅する。そうぢゃな？」


    「……やめろ」


    　倒れている六条が小さく呻うめく。


    「やめろ、やめてくれ、頼む！　それは悲願なんだ！　ここで扉を消滅させれば貴女あなたもゼラ・ハイヴへ帰還できない！　自殺行為だぞ!?」


    「その通り、よくわかっておるではないか。ここで閉める道理はない」


    　その発言に、タクトはおろか六条も虚を突かれた。


    　ルナは髪をかき上げ腰に手を置き、ニヤリと笑う。


    「しかしこの扉は不安定ぢゃ。実際の転移箇所はてんでバラバラで、しかも人体が通れそうにもない。これでは妾は帰還できぬ。正しい扉に正常化してやらねばならん」


    　タクトは発言の真意が読めず眉まゆ根ねを寄せるも、六条から笑い声が漏れた。


    「……は、はははっは！　その通りです閣下！　貴女はこのままでは帰還できない！　扉を安定化させなければ不可能だ！　つまりこの私が必要ということですね！」


    「うむ、相違ない。妾が帰還するために、貴様がいなければ話にならん」


    「なっ……！　何を言い出すんだルナ!?」


    　タクトの狼ろう狽ばいした様子に、片方の話しか聞こえていない莉緒が困惑を浮かべる。


    　六条は笑いながらジタバタと暴れた。


    「さぁわかったならどきたまえよ！　閣下は私を認められたのだ！　この六条時とき宗むねこそが異世界への橋渡し役として適任であると！」


    「何を言うておるのぢゃ？」


    　ルナは小首を傾かしげる。悪いた戯ずらな笑みを浮かべながら。


    「貴様のような下げ賤せんな輩やからに、そのような重大な任務を任せるはずがなかろう」


    「…………は？」


    「確かに有益ぢゃよ。取引材料としてはな」


    　ルナは腕組みをして黒闇を凝視し、双そう眸ぼうを細める。


    「何も貴様だけが錬金術師でもあるまい。この扉に興味のある連中は多かろう。それにタダでとは言わぬ。差し出す餌えさとして、首謀者であるその男は打って付けぢゃろう」


    「……ちょっと待った。ルナは、誰かにこの扉を直させるつもりなのか？」


    　タクトが問うと、ルナは頷うなずく。しかしその提案はすぐに承服できるものではない。


    「そんなにうまくいくのか……異世界のことは錬金術師の悲願だっていうし。こいつみたいに敵対してきたらどうする？」


    「ぢゃからこその取引ぢゃ。ジオ・グラムについての情報もつけよう。言うておくが妾わらわの体を狙ねらったり反乱の危険性が高い相手は論外ぢゃ。その選定は儕ともがらであるお主の役目でもあるぞ」


    　丸投げされてタクトは一層困惑したが、反応したのは莉り緒おのほうだった。


    「……タクト君、今の話を詳しく説明してください」


    　ポツリと呟つぶやかれた言葉を聞いてタクトは振り返る。莉緒は木刀を突きつけながらも、その目つきは冷静なものに戻っていた。


    　タクトは簡潔に流れを説明する。


    「それなら、間ま宮みやさんが対象としていいかもしれません」


    　頭のいい彼女はすぐに理解して、しかも提案までしてきた。


    「ここには間宮さんや他の所員の姿はなかった。彼らは貴方あなたの計画に賛同はおろか、知らされてもいない可能性がある。犀さい星せい財閥から斡あつ旋せんされた、研究のために利用していた善良な錬金術師ではないですか」


    　問いかけに六ろく条じようは答えず、忌いま忌ましげに顔を逸そらす。その反応は逆に決定的だった。


    「もしかしたら、適応化の薬というのも、治療薬に繋つながるかもしれません。取引としての可能性は十分にあります」


    「そ、そうか！」


    　タクトは名案に浮き足立ち、急いでルナに伝える。


    「うむ。どうやら決まり、ぢゃな」


    　三者の意見が一致した。六条は歯ぎしりして声を荒らげる。


    「馬鹿な……！　あんな三流の連中にどうにかできるわけがない！　そんなことをしていれば手遅れになるだけだ！　あっという間に死ぬだけだぞ!?」


    「ふん、気づいてないとでも思うたか？　貴様のことぢゃから、正常化の技術は二年間のうちに研究しておるぢゃろう。争奪戦後にゼラへ赴くため、念入りな準備を行ってきたに違いあるまい。それを利用させてもらう」


    　ルナの言葉に、六条が顔色を失う。もはや、彼女に対抗することはできなかった。


    　だが、タクトは六条の言葉が気にかかりルナに近寄る。六条は駐車場でも活動限界といったことを口にしていた。


    　それは、彼に嫌な予感をもたらしていた。


    「あの……何か、あるのか？　手遅れとか、言ってるけど」


    「なに、気にするな。もう大丈夫ぢゃ」


    　ルナの顔は晴れ渡っていた。遠足を前にうずうずしている子供のように。


    　帰還できることが心底嬉うれしいのだろう。だからタクトは深く聞こうとはしなかった。


    　その瞬間。


    　大型装置が、カチリ、と音を立てるのを、タクトは確かに耳にした。


    　振り返ったタクトの目の前で装置は突如爆発し、粉ふん塵じんと破片が舞った。


    「えっ……？」


    　ルナが呆あつ気けに取られて声を上げた。タクトもまた炎上する装置を前に絶句する。


    「あ、ああ、あああああああああああ!?」


    　六ろく条じようが絶叫する。


    　驚いた莉り緒おが立ち上がると、六条は手足をバタつかせながら装置の残ざん骸がいへ這はいずっていく。


    「……何ぢゃ、これは？」


    　呆ぼう然ぜんと、どこか可お笑かしそうに、ルナが問いかける。そして、狂乱する六条を見た。


    　途端、その目は剣けん呑のんになり、ルナが六条へと一気に襲いかかる。


    「貴様ぁああああ！」


    　ルナは六条を押し倒しながら炎に包まれた機材に突っ込む。瓦が礫れきの中に埋もれた二人に焦あせり、タクトはすぐさま走り寄った。


    　だがルナは六条の襟えりを掴つかんで持ち上げ、宙吊りにする。


    「おのれ、この屑くずがっ！　腹いせに自爆させおったな!?」


    「ち、違う！　僕じゃない！　こんな仕組みなんて知らない！　そんなことするはずが──」


    　言葉の途中でルナが首を絞め六条が呻うめく。ルナの赤い瞳ひとみは殺意に染められていた。


    「ま、待てルナ！」


    　タクトがルナを羽は交がい締めにする。だがルナはそれを解こうと暴れた。


    「ええい離せ！　離せぇえあああ！」


    　まるで狂ったように喚わめく姿に、タクトは動揺する。いつもの冷静な面影が皆無だった。


    　そのとき、巨大な振動が室内を揺り動かす。単なる地震ではなく、何かもっと異質な感触。


    　黒闇が、グニャリと歪ゆがみ始めていた。


    　まるで原形を保てず、崩れ落ちる前兆のように。


    「こ、これって、特異点が消えようとしてるんじゃ……」


    　莉緒が焦りながら呟つぶやく。黒闇は波打つようにその形を変え、振動は更に増した。


    　ドサリ、と何かが落ちる。ルナが手を離し、泡を吹く六条が地面に落ちていた。


    「……ここまで来て、こんな結末なのか？」


    　その横顔は抜け殻がらのようだった。ルナは呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、黒闇を見つめる。


    「ようやく……ようやく、お父様に認めてもらえると思ったのに」


    　振動は一層激しさを増し、ついに土壁が耐えられなくなって崩壊を始めた。土砂崩れのように岩盤が剥はがれ落ち、天井から瓦が礫れきが降ってくる。


    「消失で莫大なエネルギーが放出されるかもしれない！　このままだと巻き込まれるわ！」


    　莉り緒おがタクトに呼びかける。タクトは頷うなずくも、ルナに動く気配はない。


    「何してるんだ早く逃げよう！」


    　肩に手を置いてもルナは微び動どうだにせず、その頬ほおを涙が伝った。


    「……ごめん、なさい……お父様」


    　涙を流しながら呟つぶやかれるその言葉に、タクトは目を見開いた。


    　彼女の悲しみと絶望が、痛いほどに伝わってくる。


    「……行こう、ルナ」


    　それでも返事をしないルナをタクトは抱き抱かかえる。ルナは抵抗せずされるがままだった。


    　タクトはそこで一度振り返る。六ろく条じようは瓦礫の山の上で、消失していく黒闇を見上げて恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。もはや理性など残っていなかった。


    　一抹の後悔を抱え、タクトは莉緒とともに脱出の道を選んだ。


    



    　　　　　　　　　　　＊＊＊


    



    　三月が終わる。気温は上がり、春の兆しがあった。


    　タクトは公園の中央で一人突っ立ったまま、空を眺めていた。


    　携帯を取り出して時刻を確認する。指定時間はとうに過ぎていた。


    　何となくそわそわして、タクトは時間潰つぶしのためにネットニュースを見た。ここ数日はずっと、地震による地盤沈下の報道が取り沙ざ汰たされている。それは工場の事件を隠いん蔽ぺいしたように、犀さい星せい財閥の力で扉消失の事実が隠されているということだった。


    　一連のニュースに目を通しながら、タクトは扉が閉じた日のことを思い起こした。


    　あのとき扉の消失から逃げた三人は、その途中で東あずまたち一行と遭遇した。そしてあろうことか、東に脱出を先導されたのだ。


    　──貸しは、これでなしだからな。


    　そう台詞せりふを残し、東たちは脱出してから姿を消した。今も消息は不明だ。


    　間ま宮みや副所長ほか研究所の人間は、莉緒の予想通り六条の計画に利用されているだけのしがない錬金術師だった。彼らは資金と資材の豊富な六条に誘われ、本気で治療薬を作るためにアガスティアに加担していた。


    　それが適応化の薬を作るためだったと聞かされ、彼らは相当ショックを受けている。


    　だが莉り緒おの説得もあり、六ろく条じようの研究データを利用して、治療薬の研究を続行できないかと模索し始めていた。


    　扉が消失したことで転移は止まり、争奪戦も終結した。


    　だが、当初の目的である治療薬の開発は、振り出しへと戻っている。


    　そして彼女の願いさえも。


    「待たせたのう」


    　遠くから声がして振り向いたタクトは、来訪者の姿に目を丸くする。


    　歩み寄るルナは赤い着物を纏まとっていた。金や銀の刺し繡しゆうがふんだんにあしらわれ、肩や太ももがはだけて素肌が大胆に露出している。


    「ど、どうしたんだよ、その格好」


    「これが妾わらわの正装ぢゃよ。こっちに来てから現地人どもがジロジロと見てくるのでな、仕方なく現地の服に着替えて、これは見つからないよう隠して置いたのぢゃ」


    　タクトは納得する。確かにこのままの格好で歩いていれば非常に目立つだろう。


    　だがその奇抜な服装よりも、彼はルナの様子が気にかかった。


    　あの日以来、ルナはふさぎ込むように部屋にこもり、いつも上の空だった。そのときと比べればいつも通りの感じだが、急に精神状態が戻るものだろうか。


    「……それで、ここに呼び出したのは何か理由が？」


    「うむ。別れの挨あい拶さつを済ませようと思ってのう」


    　タクトは唐突の言葉に驚きよう愕がくする。柔らかい風が吹き、ルナはなびく髪を押さえた。


    「ど、どうして？　そんな、突然……！」


    「なに、このまま命が尽きるのをじっと待つのも性に合わんのでな。どこか人知れぬ土地で果てるのがよかろうと思ったのぢゃよ」


    　軽々と告げられたその内容を、タクトはすぐに理解できなかった。


    「命、って、一体、何のこと──」


    　衝撃と共に彼は勘付く。活動限界が近い、と六条は駐車場で言っていた。


    　番人のことを知っていたあの男は、タクトの知らないルナの秘密も把握していた可能性が高い。そしてそれは、番人システムの制約に関する情報ではないのか。


    「ま、さか……！　何かまだ制約が!?」


    「うむ。ハウローンは番人が故意に異世界に留とどまることを防ぐため、時間制約を設けた。この体は、時期がくれば自然に消滅するように呪のろいがかかっておる」


    　タクトは愕がく然ぜんとして、すぐにルナの両肩を掴つかんだ。


    「なんでそれを教えてくれなかったんだよ!?」


    「素直に喋しやべれ、と？　話してどうにかなるものでもあるまい。余計に現実を見るのも、癪しやくぢゃしな」


    　どこか皮肉げにルナは笑う。


    　タクトは肩を掴つかんだまま言葉を失った。しばらくそのまま静寂の時間が流れる。


    「……あと、どれくらいなんだ……残された、時間は」


    　タクトの喉のどから掠かすれた声が出る。


    　彼は早鐘を打つ心臓の音に邪魔をされながら、その答えを待った。


    「正確な日はわからぬ。が、あと二か月か一か月といった感じぢゃろうな」


    　タクトの顔が、くしゃりと歪ゆがむ。少なすぎる。あまりにも時間がなかった。


    　だがタクトとは反対に、ルナは平静を保っていた。


    「……元々、番人の運命を受け入れたときから、ここで朽ち果てるのも仕方ないと思ってはいた。ぢゃが希望がなかったわけではない」


    　ルナは肩に置かれたタクトの手をとり、そっと離す。


    「妾わらわは、末子であり王位継承権は事実上ない。代々、番人の役目は価値のない末子に押しつけられてきた。どうせあの世界に留とどまっても政略結婚の道具にしかならぬ運命であろう」


    　タクトは先に映像を見ていたが、彼女が語る境遇はより実感を伴ともなっていた。


    「ぢゃが、無事にハウローンの使命を成し遂げ帰国できれば、妾の地位も向上するかもしれない。それだけを希望にして、二年間この世界で生きてきた。兄上も姉上も一目置き、父上にも認めてもらえる。それからは好きに生きることができるかも、とな」


    　そこで、ルナは微笑を浮かべながら首を振る。


    「今考えて見れば、夢物語かもしれんのう……父上が変わることはなかったかもしれぬ。ならば妾には、これがお似合いぢゃろう。人知れず、その役目を終えるのがな」


    　そしてルナは背を向ける。尻しつ尾ぽが一振りして地に落ちた。


    　その彼女にタクトは胸から溢あふれた感情をぶつけた。


    「だったら尚更……なんで、俺を助けようとしたんだ」


    　ピクリ、とルナの獣耳が動いた。


    「六ろく条じようのところに行ったら帰還できなくなるかもしれないのに……それに、俺が脱出しても、ルナを助けに行かないかも、しれなかったのに」


    「……では、逆に聞く。なぜお主は妾の居場所を吐かなかったのぢゃ」


    　ルナが硬い声で問い返す。それは、妹を人質に脅されていたときのことだと気づく。


    「それは……」


    「他人の、それも異世界人。妹を人質に取られていたのに、なぜ口を割らなかったのぢゃ」


    　タクトはすぐに返事をできなかった。だが、ややあって拳を握り、答える。


    「確かに他人だって考えはあったかもしれないけど……でも、ルナが俺のことを気遣ってくれてたことに気づいたから。それで、あんな馬鹿なことをして、もう約束は守れそうになくても……せめてそのときは、ルナを悲しませたくなかったんだ」


    　ルナは黙って聞いていたが、ややあって彼女は突然に噴き出した。


    「ふふ……やはり、馬鹿な男ぢゃのう」


    「え……？」


    「妾わらわのために黙っていてくれた、向こう見ずの馬鹿なお主なら、きっと来てくれる。そう思って投降したのぢゃ。賭かけではあったが……信じてよかった」


    　ルナが抜けるような青空を見上げる。


    「それに……お主と妹の関係は、妾が憧れておったものぢゃ。羨うらやましくもあった。ぢゃからこそ、お主らの愛情を断ち切るような真ま似ねに出ようとした妾の過あやまちを償つぐないたかった」


    「ルナ……」


    「こんな妾のためにお主は命を懸けてくれた。それだけでも、この世界に来てよかったと思える。ありがとう、タクト。さらばぢゃ」


    　別れを告げルナは歩み始める。下駄が地面を打つ音が遠ざかっていく。


    　その後ろ姿を眺めていたタクトは、握っていた拳を開き、沈痛な表情でうつむく。


    　ルナという犠牲の果てに、扉を閉じることができた。少なくとも争いは終わった。


    　もう、彼女に付き従う必要はない。契ちぎりを交わすこともない。


    　彼女が考え抜いた末の生き様なら、口を出すべきではないのだろう。


    　だから、黙って見送るしかないと、彼は考えた。だが──。


    「……俺は、こんな終わりなんて嫌だ」


    　彼女だけが不幸になって終わる。それをただ享受することなどできない。


    　タクトの声にルナは立ち止まる。


    「まだ契約は終わってない。儕ともがらは、番人を異世界に帰すまでが契約だろ」


    「……なにを言うておるのぢゃ」


    　ルナは背を向けたまま、やれやれと首を振った。


    「扉は閉じた。もう時間もない。帰還など不可能で──」


    「そんなのやってみないとわからない！」


    　声を遮さえぎりタクトは歩み寄る。そしてゆっくりと近づき、背を向けたルナの前で止まる。


    「何も試してないんだ。扉を開く方法があるなら、自力でやることもできる」


    「……儕に有るまじき台詞せりふぢゃな。自ら扉を開こうなどとは不謹慎にも程がある」


    「俺の役目はルナを帰すことだ。扉はその後に閉じればいい」


    「ぢゃとして、残された時間などほんの僅わずか。お主に何ができる。六ろく条じようもおらず、知識も技術もないお主の話は、単なる誇こ大だい妄もう想そうにしか聞こえぬ」


    「間ま宮みやさんや他の錬金術師の力も借りるし、文献も片っ端から調べる。はるか昔にハウローンたちが無傷で帰還できてたんだ。大掛かりな設備だってなかった時代の成功だからこそ、可能性も残されてる。そうだろ？」


    　ルナからの返事はない。タクトはその両肩を優しく掴つかんだ。


    「俺はルナに、もう一度お父さんに会って欲しい。それで十分だよ」


    　タクトはもう二度と父親に会うことはできない。あの日の言葉を謝りたいという願いは、叶かなうことはない。


    　だが、父親の成そうとしていたことを引き継ぐことはできる。それが償つぐないにもなる。


    　そして儕ともがらとしてルナを帰還させ、彼女に家族の愛情を取り戻して欲しいと心から願う。


    　タクトはルナにゆっくりと顔を向けさせる。


    　ルナの顔は歪ゆがみ、涙がぽろぽろと頬ほおを伝っていた。


    「ぢゃが……ぢゃが、妾わらわを匿かくまえば、また迷惑をかけるぞ？」


    「それでもいい」


    「髪を乾かさせたり、飯をねだったり、お主の部屋を占領するぞ？」


    「もう慣れた」


    　ルナの目から涙が止めどなく溢あふれる。タクトは涙を袖そでで拭ぬぐう。


    　彼女はうつむき、その顔がゆっくりと傾いてタクトの胸の中にすっぽりと収まった。


    　タクトはその髪をゆっくりと撫なでる。ルナは洟はなをすすり、そして呟つぶやく。


    「……絶対、ぢゃぞ」


    　タクトは笑みを浮かべ、頷うなずいた。
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    　エピローグ


    



    　午前七時。タクトはボロボロになった自宅リビングで、残ざん骸がいを回収していた。


    　室内の至る所には銃撃のつめ跡が残っている。ソファーもテーブルもテレビも残骸と化して、リビングの元の光景が思い出せないほどだった。


    　だが犀さい星せい財閥が修繕費を出してくれるおかげで、数日後には元通りになる予定だ。


    　犀星財閥はアガスティアの企みを知った後、援助の責任を取る形でアガスティアに関わった全てを表社会から秘ひ匿とくするよう今も動いている。扉の消失は局所的な地震となり、銃撃戦も報道されることはなく、タクトの家がボロボロになったこともガス漏れ事故というふうに周辺地域に情報が流されていた。


    　タクトは、未成年の自分がどうやって近所に説明しようか悩んでいたところで、犀星財閥の情報操作にはかなり助けられていた。


    　工事はまだ先だが、その前に少しでも片付けようとタクトは自主的に掃除をしている。


    「ふぅ……まだまだか」


    　破片が散らばる室内を見渡して呟つぶやいたとき、玄関の呼び鈴が鳴った。


    　来客の予定はないはず、とタクトが首を傾かしげながら玄関に向かう。


    　ドアを開けると制服姿の莉り緒おが立っていた。


    「おはよう、タクト君」


    「お、おはよう……って、こんな時間にどうして？」


    　突然の訪問にタクトが驚いていると、莉緒はお邪魔しますと告げて勝手に家へと入っていった。そしてタクトを置いて廊下を進み、リビングの惨状を目にする。


    「……酷ひどい、ですね」


    　呟く彼女はしかめ面つらをしていた。タクトは莉緒の隣に来て一緒に部屋を眺める。


    「まぁでも、すぐ直してくれるらしいから」


    　莉緒がゴミ袋を見つける。


    「片付け中でしたか。じゃあ私も手伝います」


    　莉緒が袖そでをまくってリビングに入る。急な動きに、タクトは慌てて止めに入った。


    「ち、ちょっと待った！　雪ゆき城しろがそんなことしなくて──」


    「莉緒、でいいです」


    　しゃがみながら莉緒が呟く。彼女は目を丸くしたタクトから恥ずかしそうに顔を背そむけた。


    「わ、私だけタクト君と呼ぶのも、不公平かと思ったので……」


    　言い訳をしながら手を動かす莉緒に、ポカンとしていたタクトは思わず噴き出した。


    　すると横目で莉緒が恨めしそうに見る。


    「な、何ですか」


    「いや、なんでもない……じゃあ、莉り緒おって呼ぶよ」


    「……どうぞ」


    　照れている莉緒に、タクトはつい笑みを深める。信頼してくれている証あかしなのだろう。


    「む？　何ぢゃ木刀娘ではないか」


    　そこで、廊下から声が聞こえてきた。そこには古文書を山ほど抱かかえたルナがいた。


    　リビングに入ってきたルナは、立ち上がった莉緒に鋭い視線を飛ばす。


    「ひとこと言うておくが、ここは妾わらわとタクトの住すみ処か。次からは妾にも許可を得るのぢゃぞ？」


    　既に自分の所有物にしているルナに、タクトは苦笑いするしかない。


    　ルナの発言をどのように伝えようかタクトが思案したとき、莉緒が口を開いた。


    「彼に用事があって寄っただけです。すぐに出ていくので、ご心配なく」


    　その言葉に、タクトはおろかルナもギョッとする。


    「い、今普通にルナの話を聞けたのか？」


    「しかも、ゼラの言語で話しておるぞ」


    　タクトは更に驚きよう愕がくする。脳内で勝手に翻訳されるので気づかなかったが、彼女はどうやら異世界語を喋しやべったようだ。


    　二人の様子を見て、莉緒は澄ました顔で答えた。


    「所長のデータベースにあったので少し勉強しました。でも、まだ簡単な単語くらいしか使えないんですけど」


    　さらっと告げる莉緒に、タクトは言葉をなくす。勉強したといってもまだ数日くらいしか経過していないのだ。頭のレベルが違いすぎる。


    「ふむ。妾との交流のために自ら学ぶとはよい心がけぢゃな。褒ほめてつかわす」


    「別に貴女あなたのためではありません。古文書を解析するためです」


    　莉緒が挑発的に返した。ピクリ、とルナが頬ほおを動かす。


    「そもそも、貴女は居い候そうろうの身ですよね。ゼラに帰るまでの一時的な居場所を、さも自分の領域のように語るのは苦しい発言だと思いますが」


    「妾とタクトは一いち蓮れん托たく生しようの関係ぢゃ。此こ奴やつのものは妾のものでもある。とやかく言われるほど気安い間柄でもないわ。それともお主、もしや妾が独占して羨うらやましいのかのう？」


    　バチ、と女二人の間で火花が散った。


    　いきなり剣けん呑のんな雰囲気に変わったことに困惑し、慌てたタクトは二人の間に割って入った。


    「そ！　それより、莉緒は俺に用事があるんだよな？　それ聞かせてよ」


    「あ、そうでした」


    　ポンと手を打った莉緒はタクトに向き直る。


    「犀さい星せい財閥の担当者が、改めて今後の方針を決めたいそうです。それで、急な話なんですが今から同行してもらえますか？」


    「ああ、そういうことか。わかった行くよ」


    　頷うなずきながらタクトは内心でほっとしていた。この二人は相性が悪いのか、同じ空間にいさせると更にヒートアップしてしまいそうだ。


    「なんぢゃ、お主も行くのか。異界門顕現マグヌス・オプスや治療法だけでなく、二重寄生の原理もまだわかっておらんのぢゃ。調べねばいかんことは山ほどあるのに、妾わらわ一人で作業とはのう」


    　ルナが口を尖とがらせて、古文書の束を床に置く。


    「ごめん。帰ってきたら手伝うから」


    「なら、その後に何かうまいものでも食いに行くか、タクト」


    　笑みを浮かべたルナは、もう昼飯のことであれこれ思案している様子だった。今まで隠れ潜ひそんでいた分、東京の食事を楽しみたいのだという。


    　タクトはそんなルナの様子を嬉うれしく思う。自ら死を待つと宣言した彼女はもういない。


    　だが、残酷な現実が消え去ったわけではない。彼女に残された猶ゆう予よが残り少ないのは変わらない。ルナも心の底では、その運命にきっと怯おびえている。


    　そして妹が目覚めないという現実もまた、変わってなどいないのだ。間ま宮みやたちが研究を続けてくれるようだが、まだ暗闇の中を彷徨さまよっている。希望の光は見えてはいない。


    　タクトは眉まゆ根ねを寄せ、気を引き締める。扉を開ける方法を模索すると同時に、治療薬のことも協力していく必要があった。
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    　それは生なま半はん可かな道ではないだろう。だが、妹とルナのことを背負った彼の決意は、決して揺らぐことはなかった。


    　二年間、一人で足あ掻がいていたときとは違う。今、彼には支えとなる仲間がいる。


    「では行きましょうか」


    　タクトは頷うなずき玄関まで向かう。


    「待っておるぞ、タクト」


    　ルナの声を聞き、タクトは歩く途中で振り返る。ルナはリビングに座り古文書を開いていたが、視線に気づき顔を上げた。


    「なんぢゃ？」


    「い、いや……行ってきます」


    　タクトは笑みを浮かべながら、莉り緒おが待つ玄関へと向かう。


    　家に誰かが待ってくれている感覚は、彼にとって久しぶりだった。


    　胸中に久々に訪れたその心ここ地ちよさを噛かみ締めながら、タクトは待ち受ける試練へと進む。


    
      了

    

  


  
    　あとがき


    



    　はじめまして、伊い神かみ一かず稀きと申します。何の世界線に迷い込んだのか、拙作がこうして皆様のお手元に届くこととなりました。元の世界線に戻らないことを祈っています。


    



    　本作の出版に至るまで様々な方に関わっていただきました。


    　ゲスト審査員のでじたろう様。当方の作品を評価いただきありがとうございます。ご助言を原稿の血肉として活かせるよう精進します。本当にありがとうございました。


    　担当編集の小こ山やま様。最初から最後までご迷惑をかけっぱなしで、冷や冷やものだったと思います。根気よく私と作品に向き合っていただき、感謝しきりです。


    　イラストを描いていただいた加か藤とういつわ様。想像以上のキャラクターたちにニヤニヤが止まりませんでした。特にヒロインズは、お前らこんな可愛かわいかったのか！　となってしまうほどです。


    　また、ガガガ文庫編集部及び出版に携たずさわっていただいた皆様にお礼申し上げます。


    　そして、家族の皆。休日になるとパソコンを持ってふらっといなくなる父に、文句も言わず付き合ってくれて本当にありがとう。


    　最後に、この作品を手にとっていただいた読者の皆様。この作品を読んでいただき、共有できたことが何よりの誇りです。できればまた、お会いできることを願って。
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